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平成29年度 ଔࣜۀの͝Ҋ಺
˙೔ɹ࣌　　平成30年3月23日（金）
˙会ɹ場　　筑波大学　大学会館講ಊ
ɹʲ第Ұճʳ
　対象組織：人文・文化学群、社会・国ࡍ学群、人間学群、
　　　　　　理工学群、理ྍ科教員ཆ成施設
　　入　場　　 8：50～9：10
　　開　式　　 9：30
　　ด　式　　10：15
ɹʲ第ೋճʳ
　対象組織：生命環境学群、情報学群、医学群、
　　　　　　体育専門学群、芸術専門学群
　　入　場　　10：50～11：10
　　開　式　　11：30
　　ด　式　　12：10

平成29年度 大学Ӄ学Ґهत༩ࣜの͝Ҋ಺
˙೔ɹ࣌　　平成30年3月23日（金）
˙会ɹ場　　筑波大学　大学会館講ಊ
　　入　場　　13：10～13：40
　　開　式　　14：00
　　ด　式　　14：55

平成��年度 筑波大学ೖ学ࣜの͝Ҋ಺
˙೔ɹ࣌　　平成30年4月6日（金）
˙会ɹ場　　筑波大学　大学会館講ಊ
ʲ第Ұճʳ
　対象組織：人文・文化学群、社会・国ࡍ学群、人間学群、
　　　　　　理工学群、理ྍ科教員ཆ成施設
　　入　場　　8：40～9：10
　　開　式　　9：30
　　ด　式　　9：55
ʲ第ೋճʳ
　対象組織：生命環境学群、情報学群、医学群、
　　　　　　体育専門学群、芸術専門学群
　　入　場　10：40～11：10
　　開　式　11：30
　　ด　式　11：55

平成��年度 筑波大学大学Ӄೖ学ࣜの͝Ҋ಺
˙೔ɹ࣌　　平成30年4月6日（金）
˙会ɹ場　　筑波大学　大学会館講ಊ
　　入　場　13：10～13：40
　　開　式　14：00
　　ด　式　14：25

˞式の時間については予定時刻となっております。進行の都合上、変更となる場合がございますので、ごྃঝください。

ଔۀ ・ࣜ大学Ӄ学Ґهत༩ࣜɺೖ学 ・ࣜ大学Ӄೖ学ࣜɹ共௨連བྷ߲ࣄ

ごՈ଒の方は、講ಊ収容定員の関係により大学会館内の別会場でのスクリーン視聴となりますことをごྃঝ願います。
また、式యは、当日インターネット中継を行います。中継6RLは式య前日に本学ホームページにてお知らせいたします。

なお、ற車場は非常に数がݶられておりますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

詳細は、本学ホームページをご確認願います。
http：��www�tsVkVba�aD�Kp�DampVsliGe�DeremoOZ�

問合せ先：筑波大学総務部総務課　029-853-2025　(平日　8：30-17：15)
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文化系サークル連合会
団体໊ɹ ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ構成員਺（人）
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体育会
団体໊ɹ ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ構成員਺（人）
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芸術系サークル連合会
団体໊ɹ ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ構成員਺（人）

アカペラサークルDoo-Wop 125
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ジャグリングサークルSheep 16
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準ߗ式野球部 22
少ྛݓࣉ法部 4
ਫӭ部 56
スキー部 11
૨ఖ部 14
男子ソフトボール部 32
女子ソフトボール部 10
体ૢ部 18
体ૢ競技部 28
୎球部 33
ダンス部 21
トライアスロン部 40
ೈ式ఉ球部 17
അ術部 17
男子バスケットボール部 54
女子バスケットボール部 21
バドミントン部 34
男子バレーボール部 15
女子バレーボール部 17
男子ハンドボール部 25
女子ハンドボール部 18
フィールドホッケー部 11
Ϥット部 4
ライフセービング部 6
ライフルࣹܸ部 15
男子ラクロス部 40
女子ラクロス部 23
ラグビー部 105
陸上競技部 239
剣道同好会 23

サッカー同好会 64
トランポリン同好会 31
バスケットボール同好会 29
バドミントン同好会 149
バレーボール同好会 20
ハンドボール同好会 10
フェアリースキークラブ 22
ϫンダーフォーゲルクラブ 56

体育会医学部会
団体໊ɹ ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ構成員਺（人）

医学アイスホッケー部 46
医学ۭ手道部 13
医学ٷ道部 67
医学剣道部 27
医学ߗ式ఉ球部 98
医学ΰルフ部 67
医学サッカー部 45
医学準ߗ式野球部 45
医学ਫӭ部 101
医学スキー部 22
医学ソフトテニス部 45
医学୎球部 24
医学バスケットボール部 33
医学バドミントン部 90
医学バレーボール部 34
医学ハンドボール部 59
医学Ϥット部 17
医学ラグビー部 42
医学陸上競技部 78

هの༿೔ۅ

　冬もいよいよ深まり、ౚてつくような寒さに਒える日々が続いてい
ます。読者の皆様にこの紫峰の風がಧく頃には、春を待ち遠しく思
う心がますますืっていることでしょう。
 私が紫峰の風の編集に携わって、およそ二年が経ちました。今年の
春には大学をଔ業するため、この編集の仕事もそろそろ終えること
になります。
　私自身、まさか大学で広報誌の編集をすることになるとは思って
もいなかったので、ब任当時は్方に฻れた状態でした。以前から
യવと編集や出൛関係の仕事にはڵ味を持っていたのですが、い
ざ取り掛かってみると想૾以上に大変なものでした。原稿の依頼先
に何度もメールを送ったり、担当する記事の原稿を管理したり、実
にイベントの取材にෝき記事を執චしたり、様々な仕事を経験しࡍ
ました。一つの広報誌を׬成させるために、多くの作業を積み重ね
ていく努力が必要なのだと実感しました。しかしそうした苦労があ
ったからこそ、׬成したࡍの喜びもひとしおです。
　編集を通して様々な苦労と喜びを味わいましたが、この経験は
大学生活の中でも忘れられない貴重なものになるでしょう。多くの

方々の協力を得て記事を集め、何度も話し合いを重ねてより良い企
画を作っていく。その過程で上手くいかないこともしばしばありま
す。しかし解決のために苦໱し、それを৐りӽえることで一つの広報
誌が׬成するのです。このような努力が反映されて、今後も皆様に
紫峰の風をご愛読していただければ੣に޾いです。

（文責／広報部会　ଜ上優衣・人文４年）

দඒ஑の΄ͱΓにたたͣΉΧルΨϞ

大学の෩ܠ

医」「大学教員」のフェイスで、今コラムを書いています。しかしこ
のフェイスは環境によっては周囲に受け入れられません。自࣏会
の集まりで「私は精神科医だが」と専門Ոフェイスで参加すれば、
たちまち「あいつはҒそうに」と言われてݽ立するでしょう。社会
関係でフェイスを失う、つまり面目を失うと、それはスティグマ（ᖻ
印）となり、こころの݈߁に大きな悪影響を及ぼします。
　筑波大学の多くの学生は、高校まで「比ֱ的成績優ल」で、「比
ֱ的安定的な職業につく」、というフェイスで生きてきました。
そのフェイスがはがされることは、彼らにとってڪාです。このた
め೰みをଧち明けられず、ゆううつになり、引きこもることもあり
ます。顔の見えないネットのやりとりではなおさらです。そんな彼
（彼女）に関わる時には、そのフェイスをইつけないよう、まず理
解する気持ちを、できればLINEではなくフェイス to フェイスで఻
えることが重要です。
　とはいえ、Ғい人には愛想笑いで、目下とみるや「そんな話は聞
いてない」とౖり出す最近余༟のない大学教員の方が、学生より
余程フェイスの問題があるかもしれませんが。

ʮإとإʯ
อ݈؅理ηンλーਫ਼ਆՊɹ太౛઒߂࿨

　新年おめでとうございます。早いもので今年度も残りۇかとな
りました。ところで、最近お正月に実Ոにؼらない学生が増えてき
ています。この中には留年のڪれやब職、ଔ論の難ߤといった೰
みを親に言えずにؼりにくい学生もいます。こういう話を聞くと、
前向きな教員は、「ब職失敗でも、また来年やり直せばいい」「大
学だけが人生じΌないよ」と言います。ところが、こんな励ましを
すると、多くの学生はわかってくれないとౖり出すか、先生をସえ
てくれ、と言い出します。なぜ、೰んでいるのに、知られることをڪ
れ、励ましをڋઈするのでしょうかʁ
　理由の一つに、「フェイス」の問題があるかもしれません。これ
は社会学者のΰフマンが提এした֓念で、「面子」や「対面」をよ
り日常的にଊえたものを指します。あらゆる社会場面に我々はそ
れぞれのフェイスを通して参加しています。私で言えば、「精神科

学ੜ૬談͔ࣨΒ ड෇૭ޱɹɹ�29�����241�
ి࿩૬談ɹɹ�29�����24��

いった社会的意味がありますが、それを実行している個人に対して
も大きな成長をଅすものであると考えております。研究を通じて身
につけた論理的思考力・プレθン力・೜଱力などは、たとえক来の生
業が研究でなくとも大いに役立つことでしょう。そういう意味では
人生の貴重な２年間を研究生活に費やすというのは、非常に価値
のある選୒だと思います。ぜひ本稿以外にも様々な情報を集めて、
研究生活について具体的なイメージを௫んでください。

部３年生の方々、またその保護者のみなさまにとって本稿が有意義
なものとなれば޾いです。
　さて、大学院入試といいますと研究科・専߈毎にҧいはございま
しょうが、大半は「研究」というものにまだຆど触れたことがない時
期に๚れるのではないでしょうか。
　本稿を通じて、現在大学院への進学を考えている方に向けまして
研究生活とはどのようなものであるか、その一例として私の考えを
記載しておこうという次第でございます。
　研究室に配属されてまだ８ヶ月ほどの私ですが、研究には自分の
考えている以上に様々なフΝクターがབྷんでおり、非常に難しい反
面やりがいのあるものであると感じております。஝えた知識を活かし
て実験をすることはもちろん、それをスライド形式にまとめたり、人
前で発表したりといった「఻える」ということがとても大切で、それが
思った以上に難しいことを௧感しております。研究には知の୳求と

৘ใ学群৘ใՊ学類
４年

ॅ୩༤थ

　初めまして、来年度よりシステム情報工
学研究科コンピュータサイエンス専߈に進
学することとなりました、ॅ 谷༤थと申しま
す。特に大学院進学を考えておられます学

σスクڀݚ

うなると、いくらかの֮悟が必要になります。本当に教तを目指すの
か、ത士前期課程修ྃ時にब職するのかくらいは、そろそろ決அし
ないといけません。大学院に進学した後は、まずは今の研究室での
研究を中心としてক来自分がどのような研究者になりたいのかをಥ
き٧めていければと思っています。
　高専の同期の多くがब職し、自分で生活している中、自分のやり
たい道を進ませてくれている྆親にはとても感謝しています。今後も
この気持ちを忘れずに、自分の道を求めていけたらと思います。

フラーϨン・φノνϡーϒ・グラフェン学会΁
Ճしたͱ͖のϙスターࢀ

ক来研究職につくことを目標としていたためです。研究職といっても
様々ですが、自身の専門性を生かす形で職につくには、最低ݶ大学
院を出ておく必要があるのが一般的です。なので、入学するࡍには
既に大学院に進学することは決めていました。
　このように書くと、まるで当時から๻がক来何をしたいか具体的
に決まっているようにも見えますが、実はとてもയવとしていて、何
を研究したいのかも不確かなまま編入しました。というのも๻は高
専では機ց工学を専߈しており、物理を具体的にษ強しだしたの
は筑波大学に編入してからでした。編入してから、少しずつやりたい
ことの方向性も見えてきた気がしますが、やはりまだよく分かりませ
ん。大学院試験は、少しなめてかかっていたため、かなりةなっかし
い感触でしたが何とか合格できました。
　๻は今、より具体的には教तや高専の教員という形で、ڵ味の持
てる研究を続けていくことが出来ればいいと思っています。そのた
めには大学院のത士後期課程に進むことが必要となってきます。そ

理工学群物理学類
４年

౻Ҫؙ߁

　๻は大部分の学生と少しҧい、３年生か
ら編入してこの大学に入りました。๻はそ
れまで高専で学んでいましたが、高専ଔ業
時にब職せず筑波大学に編入した理由は、

大学Ӄਐ学ใࠂ

2 年ੜɹ̞͞Μ
　体育専門学群２年生の̞さんはトライアスロン部に所属しています。体育専門学群では部活動の時間を確保するため、基本
的に６16）ݶ 時 45 分～ 18 時）の時間ଳのत業がありません。そのため、週̑日の朝練や༦方の部活動があっても、自分で
自由に使える時間を確保でき、त業課題に取り組んだり、アルバイトをする余༟があります。土日の午後なども趣味の時間に
ॆてることが可能です。

月 火 ਫ 木 金 土 日
6 ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾
7 朝練 朝練 朝練

練習
練習8 朝৯ 朝৯ 朝৯

9
त業 त業 त業 त業 त業

朝৯
10
11 ன৯
12 ன৯ ன৯ ன৯ ன৯ ன৯
13

त業 त業
त業

त業 त業
ミーティング ன৯

14 練習
15
16 練習 練習
17 委員会活動
18

委員会活動
バイト

練習 委員会活動
バイト

༦৯風࿊

バイト
19

バイト20 ༦৯風࿊
21 ༦৯ ༦৯
22 風࿊等 風࿊等23 ༦৯風࿊ ༦৯風࿊ ༦৯
24 ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ 風࿊
1 ਭ຾

� 年ੜɹ̣͞Μ
　知識情報・図書館学類３年生の̣さんは、これまで所属していたサークルを引退したため、ゆとりを持った生活をしています。
一週間の多くの時間を趣味のラジオ聴取や離れた友人と LiOe や SkZpe でお஻りする時間にॆてています。日付が変わる時間
ଳから始めるためब৸時間が不規ଇになっており、朝起きる時間がまちまちになっているのが特௃です。

月 火 ਫ 木 金 土 日
6 ਭ຾ ਭ຾

ਭ຾ ਭ຾

ਭ຾
ਭ຾ ਭ຾7

8 朝৯ 朝৯
9

त業 त業 त業
朝৯

10 朝৯ 趣味
11 朝৯
12 ன৯ ன৯ 趣味 ன৯ ચ୕ ன৯
13 休ܜ

त業 θミ त業

त業 ങい物14

त業
ன৸15

त業
ன৯

16

委員会活動
त業17 ༦৯

18

友人と༡ぶ19
委員会活動

༦৯
委員会活動

友人と交流

20 ങい物
課題21 ༦৯

22 ༦৯

友人と交流23 ༦৯ 友人と交流24 ਭ຾ 趣味 趣味 友人と交流1 ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾

　ここでは、筑波大生が実ࡍにどのような生活を送っているのか、とある学生２名の一週間を紹介します。今回は秋学期̗モ
ジュール（11月～12月）です。

学ੜのҰि間

　12月９日及び10日に、平成29年度課外活動団体リーダー研修
会が国立੺城੨少年交流のՈで実施されました。この研修会は、
文化系サークル連合会・体育会・芸術系サークル連合会に属する
部活動・サークルの責任者や役員が集まり、組織や団体のあり方や
意義について学ぶ行事です。私ども実行委員会は2017年１月から
内容について話し合ってまいりました。本年度は非常に寒い中での
開催でしたが、他団体が少なかったこともあって講ಊその他多くの
活動場所が確保でき、快適で有意義な研修が行えたと思っており

リーダーݚम会をऴ͑て
ます。
　課外活動団体リーダー研修会は、皆様のご寄ෟをもとにした筑
波大学紫峰会基金より援助金40万円を支援していただきました。
学生の宿ധ費の軽減や研修会の内容にかかる費用として大変有効
に使わせて௖きました。ご支援、੣にありがとうございました。

（寄稿／平成29年度課外活動団体リーダー研修会実行委員会
実行委員長　増本ॣ一・応理３年）

　平成29年11月、本学大学会館において、キャリア・インタビュー
2017を開催しました。
　キャリア・インタビューは、学生のキャリア形成及び進࿏選୒・ब
職活動支援の一環であり、学群・大学院のଔ業生・修ྃ生や、東京
地۠の社会人大学院現役生などの本学の多様な人たち等をインタ
ビュー相手として、平成17年から現在まで継続している交流イベン
トです。
　社会人との交流の中で、生きた経験やキャリア観を得て視野を広
げ、ক来について考えを深めるとともに、社会に出る前の大学生活
を有意義に過ごし、自らの進࿏選୒やब職活動に取り組むきっか
け作りとなればというૂいがあります。
　イベントは、社会人１名と学生数名のグループに分かれ、グルー
プを変えてෳ数回の交流を行う形で進みます。これにより学生は、
３～４名の社会人とじっくり話す機会が得られることになります。
　学生は、進࿏選୒やब職活動に関する೰みがある、OB・OGだか

Ωャリア・インλϏュー
らこそ聞けるリアルな話を聞きたい、多様な経験や価値観に触れて
自分の幅を広げたい、などの理由で参加しており、グループ内では
社会人や学生自らのキャリア等に関する質問や話題が܁り広げら
れます。終ྃの੠掛けを行ってもなかなか話が止まらないほどの盛
り上がりが、毎年のޫܠとなっています。
　学生からは、多様なバックグラウンドを持つ社会人と話をする中
で、自分の強みや࣠を再発見できた、ক来に対する視野や選୒ࢶが
広がった、モチベーションが高まり有意義だった、などと好評を得て
います。
　また、ここでの気づきを経て、自ݾ分ੳや業ք研究を深める、専門
分野の学修や研究に一層力を注ぐ、など明日からの具体的なアク
ションにܨげていこうという感想も多く聞かれます。
　学生部ब職課では今後も、多くの学生にこのような機会を提ڙ
することを通して、学生のキャリア形成及び進࿏選୒・ब職活動の
支援に努めたいと考えています。 （寄稿／学生部ब職課）

写真্͔ࠨΒɿڞ௨఺୳しήーϜをܥ͏ߦผ会ࢀՃ ʢऀ体ҭ会ʣʗࢀՃऀ全員にΑる集合写真
サークル࿈合会ʣܥผ会の様子ʢจԽܥた人間日本஍ਤʢӈ্͔Β๺ւ道ʣʗͬ࡞Ճऀのग़਎஍ผに集·Γࢀ

留学৘ใΩャンύスχュース

　本学は、開学以来、「開かれた大学」という理念のもとに、国ࡍ交
流を積極的にଅ進してきました。また、本学のミッションとして、「地
球規模課題の解決に向けた知の創଄とそれを牽引するグローバル
人材の育成」を掲げています。その結果、現在では66ϱ国・地域の
大学や教育研究機関と345に及ぶ協定を結んでおり、例年4
000
人以上の留学生を受け入れ、2
000人以上の学生を海外へ೿ݣし
ています。
　しかし、グローバル社会が大学に求めている国ࡍ化は日々ෳࡶ
化し、あらゆる分野で世քにݙߩできるグローバル人材が必要とさ
れています。このニーズの変化に対応するため、本学は多様な教育・
研究の国ࡍ交流プログラム等を準備してきました。教育面では、ै
来の大学の国ࡍ化の主流となっていた交流協定に基づいた学生の
交流に加え、ダブル・ディグリーやジョイント・ディグリー、サーティ
フィケートत与等を組み込んだ共同教育プログラム、インターン
シップやフィールドϫークを含めた国ࡍ交流プログラム等を積極的
にਪ進しています。

　以下に、本学の留学制度について、簡単にご紹介します。
留学׵ަ˗
　本学と学生交流協定を結んでいる海外の大学（以下「協定校」）
に、所属教育組織の長のڐ可を得て留学することを「交換留学」と
いいます。
　交換留学の場合、留学期間は本学の修業年ݶおよび在学年ݶに
編入され、留学先で取得した単位は、教員会議等の議を経て、一定
条件のもとで本学のଔ業要件単位として認められます。さらに、त
業料相互不௃収の取り決めがある協定校では、留学先大学でのत
業料は不௃収となります。留学期間は1学期～1年（最大2年）です。
˗CBNpVT�JO�CBNpVT	CJC
 
　CampVs-iO-CampVs(CiC)とは、CiC協定を締結した海外の大

～ (P ACSPBE � ～

筑波大学では学内外からの各種経ࡁ支援により、学生の海外留学・海外೿ݣを後ԡししています。

˔筑波大学ւ֎留学ࢧԉۀࣄ ͸ばた ʂ͚筑大ੜ
ᶃڠྲྀަࡍࠃఆ׵ަߍ留学ࢧԉϓϩグϥϜɹ

本学と海外の大学等との間で締結された学生交流協定に基づき、海外の大学等に留学する者を対象に、滞在費の一部を支援します。　
（月ֹ上80ݶ
000円）

ᶄΩャンύスインΩャンύス（CJC）等ࢧԉϓϩグϥϜɹ

CiCパートナー大学、ຢはダブルディグリープログラム、ジョイントディグリープログラム（DDP等）を実施する大学との間で締結されたプログラ
ムに基づき、海外の大学で学修、調査、研究を行う者を対象に、ཱྀ 費の一部を支援します。　（上150ݶ
000円）

ᶅւ֎෢者मࢧߦԉϓϩグϥϜɹ

優れた企画と発表能力を持って海外に出向き、現地での活動を行う者により任意結成された学生グループ（数人～7人程度）を対象に、ཱྀ 費の
一部を支援します。　（1人あたり上200ݶ
000円）

ᶆւ֎学会等ࢀ加ࢧԉϓϩグϥϜɹ

海外で開催される国ࡍ学会、シンポジウム、研究集会へ出席して、研究発表を行う者を対象に、ཱྀ 費の一部を支援します。　（上150ݶ
000円）

ᶇޠ学ݚम・ւ֎ݚमࢀ加ࢧԉϓϩグϥϜɹ

本学主催または共同して海外において開催する語学学習を伴う研修プログラムまたは専門科目に関する学修、調査・研究などに参加する者を
対象に、ཱྀ 費の一部を支援します。　（1人あたり上100ݶ
000円）

˔筑波大学ج金։学4��1�1प年ه೦ื金ւ֎留学ࢧԉۀࣄ

協定校に短期間（1年以内）留学する学生に対して঑学金による支援を行います。　（月ֹ100
000円及び౉ߤ費の一部）

ԉ੍度 トϏλςʂ留学+A1A/೔ຊ代表ϓϩグϥϜࢧಇւ֎留学ڠ民׭˔
。されますڅ民協ಇの海外留学支援制度として平成26年度からスタートしたプログラムで、自ら考えた留学計画に対して঑学金が支׭

（月ֹ60
000～160
000円）

˔೔ຊ学ੜࢧԉػ構（+ASSO）ւ֎留学ࢧԉ੍度（ڠఆ೿ݣ）
教育組織等が実施するプログラムにより、8日以上1年以内の期間協定校に೿ݣされる学生に対して、JASSOが঑学金を支څする制度です。

（月ֹ60
000～100
000円）

ւ֎留学のたΊのࢧࡁܦԉҰཡ

学と筑波大学との間で、学生、教員、研究者、職員が大学のนをӽえ
て活動するために、相互に、研究教育環境をキャンパス内に取り込
み利活用することを目指します。2017年12月現在で6ϱ国・地域の
大学と7協定を結んでいます。
　CiC大学において「科目ジュークボックス」にొ࿥されている科目
は本学の開設科目として履修でき、取得した単位はଔ業要件単位
として認められます。また、留学先大学のत業料は不௃収となりま
す。留学期間は1学期～1年です。
˗୹期ւ֎ݚम
　本学の教育組織等が実施する海外研修プログラムに参加するも
のです。内容は語学研修、専門的な講義の受講、海外での実地研修
等プログラムによって様々です。プログラムによっては本学の開設
科目として実施され、単位が付与される場合があります。またɼ参加
費・受講料が必要となる場合があります。留学期間は1週間～1ヶ
月程度が多くなっています。夏季・春季休業期間中に実施されるプ
ログラムもあります。

（QRコード）大学)P-国ࡍ-グローバル・コモンズ機構

　本学が目指すグローバル人材は、「確ݻたるアイデンティティー
とे分な専門性を持ちながら多様性を活かすॊೈ性を発揮し、あ
らゆる国、組織や分野のนをӽえ、協力関係を構ஙし、グローバル
な活動を牽引できる人材」です。本学の学生には、ぜひ在学中に本
学が提ڙする国ࡍ交流プログラムにチャレンジして、グローバル社
会にݙߩできる能力を身に付けていただきたいと思います。

グϩーバル・ίϞンズػ構
学ੜ部 学ੜަྲྀ՝

「紫峰の風」は学生生活の様子や活動の報告を、紫峰会基金協力者の皆様におಧけする広報誌で、ࢴ面の企画や記事の取材等は学生
広報会議や広報部会の学生が実施しています。この名称には「筑波の峰から吹き降りる風に、我々の活動への想いを৐せて、全国の皆さ
まのもとへとおಧけする」という意味が込められております。

ʵ಺༰ʵ
キャンパスニュース、課外活動団体構成員数一覧

 ʜʜ １ท学生相談室から、ۅの葉日記、筑波大学の風ܠ

留学情報、学生の一週間
大学院進学報告、ଔ業式・入学式のご案内

 ʜʜʜʜʜ ２ท

特集：広い筑波大学マップ�宿ࣷ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ３ท

芸サ連、体育会、全代会、文サ連活動紹介 ʜʜʜʜʜ ３ɼ４ท

今ޙのओͳ༧ఆ（変更になる場合があります）
春季休業 ２月17日～４月̑日
　同（東京キャンパス・໷間） ２月14日～４月６日
ଔ業式・大学院学位記त与式 ３月23日
　同（東京キャンパス・໷間） ３月24日
入学式 ４月６日
　同（東京キャンパス・໷間） ４月７日
新入生歓迎祭本祭 ４月６日
新入生オリエンテーション(学群) ４月６日～11日
新入生オリエンテーション(大学院) ４月６日～９日
　同（東京キャンパス・໷間） ４月７日
त業開始(大学院・東京キャンパス・໷間) ４月10日
त業開始(学群) ４月12日
春季スポーツ・デー ̑月12日、13日

　11月18日と19日に第41回秋季スポーツ・デーが開催されまし
た。１日目はఱ気が崩れてしまいましたが、みんなの強い思いがಧ
いたのか、２日目はॵさを感じさせるほどの快晴となり、最高のス
ポーツ・デー日和となりました。Ԇべ4
989人もの方に参加してい
ただけたこと、参加者の皆さんのたくさんの笑顔を見られたことを
大変喜ばしく思います。
　また、第41回スポーツ・デー開催にࡍし、筑波大学紫峰会基金よ
り、援助金100万円のޚ支援をしていただきました。学内スポーツ
活動のৼڵに寄与するため、そして多くの学生・教職員にスポーツ

ळقスϙーπ・σーをऴ͑て
を楽しんでもらうために有効に使わせていただきました。
　来年度以降もより良いスポーツ・デーを目指し、委員一丸となっ
て頑張っていきますので、変わら͵ご支援のほどよろしくお願い致
します。

（寄稿／第41代スポーツ・デー学生委員会委員長
　ඦ੉࠼・創成３年）

写真্͔ࠨΒɿ学生ҕ員会اըʮνャンバラ合戦ʯをָしΉࢀՃऀʗਖ਼ࣜछ໨ʮサッΧーʯの試合でのҰນ
ਖ਼ࣜछ໨ʮӺ఻ʯでタスキを౉したॠ間ʗด会ࣜޙɺ಑্͛͞Εる第�1୅スϙーπ・σー学生ҕ員会ҕ員長
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平成29年度 ଔࣜۀの͝Ҋ಺
˙೔ɹ࣌　　平成30年3月23日（金）
˙会ɹ場　　筑波大学　大学会館講ಊ
ɹʲ第Ұճʳ
　対象組織：人文・文化学群、社会・国ࡍ学群、人間学群、
　　　　　　理工学群、理ྍ科教員ཆ成施設
　　入　場　　 8：50～9：10
　　開　式　　 9：30
　　ด　式　　10：15
ɹʲ第ೋճʳ
　対象組織：生命環境学群、情報学群、医学群、
　　　　　　体育専門学群、芸術専門学群
　　入　場　　10：50～11：10
　　開　式　　11：30
　　ด　式　　12：10

平成29年度 大学Ӄ学Ґهत༩ࣜの͝Ҋ಺
˙೔ɹ࣌　　平成30年3月23日（金）
˙会ɹ場　　筑波大学　大学会館講ಊ
　　入　場　　13：10～13：40
　　開　式　　14：00
　　ด　式　　14：55

平成��年度 筑波大学ೖ学ࣜの͝Ҋ಺
˙೔ɹ࣌　　平成30年4月6日（金）
˙会ɹ場　　筑波大学　大学会館講ಊ
ʲ第Ұճʳ
　対象組織：人文・文化学群、社会・国ࡍ学群、人間学群、
　　　　　　理工学群、理ྍ科教員ཆ成施設
　　入　場　　8：40～9：10
　　開　式　　9：30
　　ด　式　　9：55
ʲ第ೋճʳ
　対象組織：生命環境学群、情報学群、医学群、
　　　　　　体育専門学群、芸術専門学群
　　入　場　10：40～11：10
　　開　式　11：30
　　ด　式　11：55

平成��年度 筑波大学大学Ӄೖ学ࣜの͝Ҋ಺
˙೔ɹ࣌　　平成30年4月6日（金）
˙会ɹ場　　筑波大学　大学会館講ಊ
　　入　場　13：10～13：40
　　開　式　14：00
　　ด　式　14：25

˞式の時間については予定時刻となっております。進行の都合上、変更となる場合がございますので、ごྃঝください。

ଔۀ ・ࣜ大学Ӄ学Ґهत༩ࣜɺೖ学 ・ࣜ大学Ӄೖ学ࣜɹ共௨連བྷ߲ࣄ

ごՈ଒の方は、講ಊ収容定員の関係により大学会館内の別会場でのスクリーン視聴となりますことをごྃঝ願います。
また、式యは、当日インターネット中継を行います。中継6RLは式య前日に本学ホームページにてお知らせいたします。

なお、ற車場は非常に数がݶられておりますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

詳細は、本学ホームページをご確認願います。
http：��www�tsVkVba�aD�Kp�DampVsliGe�DeremoOZ�

問合せ先：筑波大学総務部総務課　029-853-2025　(平日　8：30-17：15)

՝֎活動団体構成員਺Ұཡ 2�1� 年 1 ࡏݱ݄

文化系サークル連合会
団体໊ɹ ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ構成員਺（人）

I�T�C� 5
アマチュア無線クラブ 16
AmVsemeOt Creators 18
E�S�S� 19
஑๥՚道部 11
囲ޟ部 12
Ӊ஦工学研究会 21
映画研究部 37
S'研究会アルビレオ 12
園芸クラブ 15
海༸研究会 35
ࣸ真部さくら組 14
歌留多部 45
舞ۅ࢐ 48
現代視֮文化研究会 70
茶道同好会 32
茶道部和ܟਗ਼寂社 29
山岳ཱྀの会 12
社会෱ࢱ研究会 212
手話サークル 24
কع部 29
図画団 19
ストーリーテリング研究会 13
T�A�S�C� 20
筑波大మ研「ཱྀとమ道の会」 26
つくば鳥人間の会 27
筑波文学の会 13
ఱ文研究会 62

人形劇団NE6 9
ピアノ愛好会 95
ViCC-映画をつくる会- 11
フォルクローレ愛好会 18
舞踏研究会 17
ブロックフレーテ同好会 15
๜楽部 34
ミュージカル集団ESSASSA 60
མ語研究会 31
男੠合এ団メンネルコール 11
ジャズ楽団 36

体育会
団体໊ɹ ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ構成員਺（人）

アーチェリー部 24
合気道部 9
アイススケート部 11
男子アイスホッケー部 26
女子アイスホッケー部 16
アメリカン・フットボール部 43
オリエンテーリング部 52
ࣛౡ神流෢道部 25
ۭ手道部 11
道部ٷ 25
剣道部 44
式ఉ球部ߗ 32
式野球部ߗ 105
サイクリング部 61
女子サッカー部 17
ऽ球部 118
ॊ道部 46

TOJO ,-ON 132
ねっしー・自વ教育研究会 62
文芸部 28
マジシャンズクラブ 19
漫画研究会 24
野外活動クラブ 25
野生動物研究会 35
歴史୳๚会 26
CLOVER～難民と共に歩むユース団体～ 21

芸術系サークル連合会
団体໊ɹ ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ構成員਺（人）

アカペラサークルDoo-Wop 125
E�L�L�（筑波軽音楽協会） 121
応援部WINS 78
合এ団むくどり 12
管ݭ楽団 109
Ϊター・マンドリン部 29
劇団筑波小劇場 19
混੠合এ団 41
ジャグリングサークルSheep 16
ࣸ真部 40
JA;;愛好会 43
書道部 31
吹奏楽団 58
௡軽ࡾ味線۞楽部無ݲक़ 49
筑波音楽協会 61
筑波能・ڰ言研究会 11
つくばフォークଜ 35
T),筑波放送協会 35
ときめきଠޑक़ 11

準ߗ式野球部 22
少ྛݓࣉ法部 4
ਫӭ部 56
スキー部 11
૨ఖ部 14
男子ソフトボール部 32
女子ソフトボール部 10
体ૢ部 18
体ૢ競技部 28
୎球部 33
ダンス部 21
トライアスロン部 40
ೈ式ఉ球部 17
അ術部 17
男子バスケットボール部 54
女子バスケットボール部 21
バドミントン部 34
男子バレーボール部 15
女子バレーボール部 17
男子ハンドボール部 25
女子ハンドボール部 18
フィールドホッケー部 11
Ϥット部 4
ライフセービング部 6
ライフルࣹܸ部 15
男子ラクロス部 40
女子ラクロス部 23
ラグビー部 105
陸上競技部 239
剣道同好会 23

サッカー同好会 64
トランポリン同好会 31
バスケットボール同好会 29
バドミントン同好会 149
バレーボール同好会 20
ハンドボール同好会 10
フェアリースキークラブ 22
ϫンダーフォーゲルクラブ 56

体育会医学部会
団体໊ɹ ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ構成員਺（人）

医学アイスホッケー部 46
医学ۭ手道部 13
医学ٷ道部 67
医学剣道部 27
医学ߗ式ఉ球部 98
医学ΰルフ部 67
医学サッカー部 45
医学準ߗ式野球部 45
医学ਫӭ部 101
医学スキー部 22
医学ソフトテニス部 45
医学୎球部 24
医学バスケットボール部 33
医学バドミントン部 90
医学バレーボール部 34
医学ハンドボール部 59
医学Ϥット部 17
医学ラグビー部 42
医学陸上競技部 78

هの༿೔ۅ

　冬もいよいよ深まり、ౚてつくような寒さに਒える日々が続いてい
ます。読者の皆様にこの紫峰の風がಧく頃には、春を待ち遠しく思
う心がますますืっていることでしょう。
 私が紫峰の風の編集に携わって、およそ二年が経ちました。今年の
春には大学をଔ業するため、この編集の仕事もそろそろ終えること
になります。
　私自身、まさか大学で広報誌の編集をすることになるとは思って
もいなかったので、ब任当時は్方に฻れた状態でした。以前から
യવと編集や出൛関係の仕事にはڵ味を持っていたのですが、い
ざ取り掛かってみると想૾以上に大変なものでした。原稿の依頼先
に何度もメールを送ったり、担当する記事の原稿を管理したり、実
にイベントの取材にෝき記事を執චしたり、様々な仕事を経験しࡍ
ました。一つの広報誌を׬成させるために、多くの作業を積み重ね
ていく努力が必要なのだと実感しました。しかしそうした苦労があ
ったからこそ、׬成したࡍの喜びもひとしおです。
　編集を通して様々な苦労と喜びを味わいましたが、この経験は
大学生活の中でも忘れられない貴重なものになるでしょう。多くの

方々の協力を得て記事を集め、何度も話し合いを重ねてより良い企
画を作っていく。その過程で上手くいかないこともしばしばありま
す。しかし解決のために苦໱し、それを৐りӽえることで一つの広報
誌が׬成するのです。このような努力が反映されて、今後も皆様に
紫峰の風をご愛読していただければ੣に޾いです。

（文責／広報部会　ଜ上優衣・人文４年）

দඒ஑の΄ͱΓにたたͣΉΧルΨϞ

大学の෩ܠ

医」「大学教員」のフェイスで、今コラムを書いています。しかしこ
のフェイスは環境によっては周囲に受け入れられません。自࣏会
の集まりで「私は精神科医だが」と専門Ոフェイスで参加すれば、
たちまち「あいつはҒそうに」と言われてݽ立するでしょう。社会
関係でフェイスを失う、つまり面目を失うと、それはスティグマ（ᖻ
印）となり、こころの݈߁に大きな悪影響を及ぼします。
　筑波大学の多くの学生は、高校まで「比ֱ的成績優ल」で、「比
ֱ的安定的な職業につく」、というフェイスで生きてきました。
そのフェイスがはがされることは、彼らにとってڪාです。このた
め೰みをଧち明けられず、ゆううつになり、引きこもることもあり
ます。顔の見えないネットのやりとりではなおさらです。そんな彼
（彼女）に関わる時には、そのフェイスをইつけないよう、まず理
解する気持ちを、できればLINEではなくフェイス to フェイスで఻
えることが重要です。
　とはいえ、Ғい人には愛想笑いで、目下とみるや「そんな話は聞
いてない」とౖり出す最近余༟のない大学教員の方が、学生より
余程フェイスの問題があるかもしれませんが。

ʮإとإʯ
อ݈؅理ηンλーਫ਼ਆՊɹ太౛઒߂࿨

　新年おめでとうございます。早いもので今年度も残りۇかとな
りました。ところで、最近お正月に実Ոにؼらない学生が増えてき
ています。この中には留年のڪれやब職、ଔ論の難ߤといった೰
みを親に言えずにؼりにくい学生もいます。こういう話を聞くと、
前向きな教員は、「ब職失敗でも、また来年やり直せばいい」「大
学だけが人生じΌないよ」と言います。ところが、こんな励ましを
すると、多くの学生はわかってくれないとౖり出すか、先生をସえ
てくれ、と言い出します。なぜ、೰んでいるのに、知られることをڪ
れ、励ましをڋઈするのでしょうかʁ
　理由の一つに、「フェイス」の問題があるかもしれません。これ
は社会学者のΰフマンが提এした֓念で、「面子」や「対面」をよ
り日常的にଊえたものを指します。あらゆる社会場面に我々はそ
れぞれのフェイスを通して参加しています。私で言えば、「精神科

学ੜ૬談͔ࣨΒ ड෇૭ޱɹɹ�29�����241�
ి࿩૬談ɹɹ�29�����24��

いった社会的意味がありますが、それを実行している個人に対して
も大きな成長をଅすものであると考えております。研究を通じて身
につけた論理的思考力・プレθン力・೜଱力などは、たとえক来の生
業が研究でなくとも大いに役立つことでしょう。そういう意味では
人生の貴重な２年間を研究生活に費やすというのは、非常に価値
のある選୒だと思います。ぜひ本稿以外にも様々な情報を集めて、
研究生活について具体的なイメージを௫んでください。

部３年生の方々、またその保護者のみなさまにとって本稿が有意義
なものとなれば޾いです。
　さて、大学院入試といいますと研究科・専߈毎にҧいはございま
しょうが、大半は「研究」というものにまだຆど触れたことがない時
期に๚れるのではないでしょうか。
　本稿を通じて、現在大学院への進学を考えている方に向けまして
研究生活とはどのようなものであるか、その一例として私の考えを
記載しておこうという次第でございます。
　研究室に配属されてまだ８ヶ月ほどの私ですが、研究には自分の
考えている以上に様々なフΝクターがབྷんでおり、非常に難しい反
面やりがいのあるものであると感じております。஝えた知識を活かし
て実験をすることはもちろん、それをスライド形式にまとめたり、人
前で発表したりといった「఻える」ということがとても大切で、それが
思った以上に難しいことを௧感しております。研究には知の୳求と

৘ใ学群৘ใՊ学類
４年

ॅ୩༤थ

　初めまして、来年度よりシステム情報工
学研究科コンピュータサイエンス専߈に進
学することとなりました、ॅ 谷༤थと申しま
す。特に大学院進学を考えておられます学

σスクڀݚ

うなると、いくらかの֮悟が必要になります。本当に教तを目指すの
か、ത士前期課程修ྃ時にब職するのかくらいは、そろそろ決அし
ないといけません。大学院に進学した後は、まずは今の研究室での
研究を中心としてক来自分がどのような研究者になりたいのかをಥ
き٧めていければと思っています。
　高専の同期の多くがब職し、自分で生活している中、自分のやり
たい道を進ませてくれている྆親にはとても感謝しています。今後も
この気持ちを忘れずに、自分の道を求めていけたらと思います。

フラーϨン・φノνϡーϒ・グラフェン学会΁
Ճしたͱ͖のϙスターࢀ

ক来研究職につくことを目標としていたためです。研究職といっても
様々ですが、自身の専門性を生かす形で職につくには、最低ݶ大学
院を出ておく必要があるのが一般的です。なので、入学するࡍには
既に大学院に進学することは決めていました。
　このように書くと、まるで当時から๻がক来何をしたいか具体的
に決まっているようにも見えますが、実はとてもയવとしていて、何
を研究したいのかも不確かなまま編入しました。というのも๻は高
専では機ց工学を専߈しており、物理を具体的にษ強しだしたの
は筑波大学に編入してからでした。編入してから、少しずつやりたい
ことの方向性も見えてきた気がしますが、やはりまだよく分かりませ
ん。大学院試験は、少しなめてかかっていたため、かなりةなっかし
い感触でしたが何とか合格できました。
　๻は今、より具体的には教तや高専の教員という形で、ڵ味の持
てる研究を続けていくことが出来ればいいと思っています。そのた
めには大学院のത士後期課程に進むことが必要となってきます。そ

理工学群物理学類
４年

౻Ҫؙ߁

　๻は大部分の学生と少しҧい、３年生か
ら編入してこの大学に入りました。๻はそ
れまで高専で学んでいましたが、高専ଔ業
時にब職せず筑波大学に編入した理由は、

大学Ӄਐ学ใࠂ

2 年ੜɹ̞͞Μ
　体育専門学群２年生の̞さんはトライアスロン部に所属しています。体育専門学群では部活動の時間を確保するため、基本
的に６16）ݶ 時 45 分～ 18 時）の時間ଳのत業がありません。そのため、週̑日の朝練や༦方の部活動があっても、自分で
自由に使える時間を確保でき、त業課題に取り組んだり、アルバイトをする余༟があります。土日の午後なども趣味の時間に
ॆてることが可能です。

月 火 ਫ 木 金 土 日
6 ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾
7 朝練 朝練 朝練

練習
練習8 朝৯ 朝৯ 朝৯

9
त業 त業 त業 त業 त業

朝৯
10
11 ன৯
12 ன৯ ன৯ ன৯ ன৯ ன৯
13

त業 त業
त業

त業 त業
ミーティング ன৯

14 練習
15
16 練習 練習
17 委員会活動
18

委員会活動
バイト

練習 委員会活動
バイト

༦৯風࿊

バイト
19

バイト20 ༦৯風࿊
21 ༦৯ ༦৯
22 風࿊等 風࿊等23 ༦৯風࿊ ༦৯風࿊ ༦৯
24 ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ 風࿊
1 ਭ຾

� 年ੜɹ̣͞Μ
　知識情報・図書館学類３年生の̣さんは、これまで所属していたサークルを引退したため、ゆとりを持った生活をしています。
一週間の多くの時間を趣味のラジオ聴取や離れた友人と LiOe や SkZpe でお஻りする時間にॆてています。日付が変わる時間
ଳから始めるためब৸時間が不規ଇになっており、朝起きる時間がまちまちになっているのが特௃です。

月 火 ਫ 木 金 土 日
6 ਭ຾ ਭ຾

ਭ຾ ਭ຾

ਭ຾
ਭ຾ ਭ຾7

8 朝৯ 朝৯
9

त業 त業 त業
朝৯

10 朝৯ 趣味
11 朝৯
12 ன৯ ன৯ 趣味 ன৯ ચ୕ ன৯
13 休ܜ

त業 θミ त業

त業 ങい物14

त業
ன৸15

त業
ன৯

16

委員会活動
त業17 ༦৯

18

友人と༡ぶ19
委員会活動

༦৯
委員会活動

友人と交流

20 ങい物
課題21 ༦৯

22 ༦৯

友人と交流23 ༦৯ 友人と交流24 ਭ຾ 趣味 趣味 友人と交流1 ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾

　ここでは、筑波大生が実ࡍにどのような生活を送っているのか、とある学生２名の一週間を紹介します。今回は秋学期̗モ
ジュール（11月～12月）です。

学ੜのҰि間

　12月９日及び10日に、平成29年度課外活動団体リーダー研修
会が国立੺城੨少年交流のՈで実施されました。この研修会は、
文化系サークル連合会・体育会・芸術系サークル連合会に属する
部活動・サークルの責任者や役員が集まり、組織や団体のあり方や
意義について学ぶ行事です。私ども実行委員会は2017年１月から
内容について話し合ってまいりました。本年度は非常に寒い中での
開催でしたが、他団体が少なかったこともあって講ಊその他多くの
活動場所が確保でき、快適で有意義な研修が行えたと思っており

リーダーݚम会をऴ͑て
ます。
　課外活動団体リーダー研修会は、皆様のご寄ෟをもとにした筑
波大学紫峰会基金より援助金40万円を支援していただきました。
学生の宿ധ費の軽減や研修会の内容にかかる費用として大変有効
に使わせて௖きました。ご支援、੣にありがとうございました。

（寄稿／平成29年度課外活動団体リーダー研修会実行委員会
実行委員長　増本ॣ一・応理３年）

　平成29年11月、本学大学会館において、キャリア・インタビュー
2017を開催しました。
　キャリア・インタビューは、学生のキャリア形成及び進࿏選୒・ब
職活動支援の一環であり、学群・大学院のଔ業生・修ྃ生や、東京
地۠の社会人大学院現役生などの本学の多様な人たち等をインタ
ビュー相手として、平成17年から現在まで継続している交流イベン
トです。
　社会人との交流の中で、生きた経験やキャリア観を得て視野を広
げ、ক来について考えを深めるとともに、社会に出る前の大学生活
を有意義に過ごし、自らの進࿏選୒やब職活動に取り組むきっか
け作りとなればというૂいがあります。
　イベントは、社会人１名と学生数名のグループに分かれ、グルー
プを変えてෳ数回の交流を行う形で進みます。これにより学生は、
３～４名の社会人とじっくり話す機会が得られることになります。
　学生は、進࿏選୒やब職活動に関する೰みがある、OB・OGだか

Ωャリア・インλϏュー
らこそ聞けるリアルな話を聞きたい、多様な経験や価値観に触れて
自分の幅を広げたい、などの理由で参加しており、グループ内では
社会人や学生自らのキャリア等に関する質問や話題が܁り広げら
れます。終ྃの੠掛けを行ってもなかなか話が止まらないほどの盛
り上がりが、毎年のޫܠとなっています。
　学生からは、多様なバックグラウンドを持つ社会人と話をする中
で、自分の強みや࣠を再発見できた、ক来に対する視野や選୒ࢶが
広がった、モチベーションが高まり有意義だった、などと好評を得て
います。
　また、ここでの気づきを経て、自ݾ分ੳや業ք研究を深める、専門
分野の学修や研究に一層力を注ぐ、など明日からの具体的なアク
ションにܨげていこうという感想も多く聞かれます。
　学生部ब職課では今後も、多くの学生にこのような機会を提ڙ
することを通して、学生のキャリア形成及び進࿏選୒・ब職活動の
支援に努めたいと考えています。 （寄稿／学生部ब職課）

写真্͔ࠨΒɿڞ௨఺୳しήーϜをܥ͏ߦผ会ࢀՃ ʢऀ体ҭ会ʣʗࢀՃऀ全員にΑる集合写真
サークル࿈合会ʣܥผ会の様子ʢจԽܥた人間日本஍ਤʢӈ্͔Β๺ւ道ʣʗͬ࡞Ճऀのग़਎஍ผに集·Γࢀ

留学৘ใΩャンύスχュース

　本学は、開学以来、「開かれた大学」という理念のもとに、国ࡍ交
流を積極的にଅ進してきました。また、本学のミッションとして、「地
球規模課題の解決に向けた知の創଄とそれを牽引するグローバル
人材の育成」を掲げています。その結果、現在では66ϱ国・地域の
大学や教育研究機関と345に及ぶ協定を結んでおり、例年4
000
人以上の留学生を受け入れ、2
000人以上の学生を海外へ೿ݣし
ています。
　しかし、グローバル社会が大学に求めている国ࡍ化は日々ෳࡶ
化し、あらゆる分野で世քにݙߩできるグローバル人材が必要とさ
れています。このニーズの変化に対応するため、本学は多様な教育・
研究の国ࡍ交流プログラム等を準備してきました。教育面では、ै
来の大学の国ࡍ化の主流となっていた交流協定に基づいた学生の
交流に加え、ダブル・ディグリーやジョイント・ディグリー、サーティ
フィケートत与等を組み込んだ共同教育プログラム、インターン
シップやフィールドϫークを含めた国ࡍ交流プログラム等を積極的
にਪ進しています。

　以下に、本学の留学制度について、簡単にご紹介します。
留学׵ަ˗
　本学と学生交流協定を結んでいる海外の大学（以下「協定校」）
に、所属教育組織の長のڐ可を得て留学することを「交換留学」と
いいます。
　交換留学の場合、留学期間は本学の修業年ݶおよび在学年ݶに
編入され、留学先で取得した単位は、教員会議等の議を経て、一定
条件のもとで本学のଔ業要件単位として認められます。さらに、त
業料相互不௃収の取り決めがある協定校では、留学先大学でのत
業料は不௃収となります。留学期間は1学期～1年（最大2年）です。
˗CBNpVT�JO�CBNpVT	CJC
 
　CampVs-iO-CampVs(CiC)とは、CiC協定を締結した海外の大

～ (P ACSPBE � ～

筑波大学では学内外からの各種経ࡁ支援により、学生の海外留学・海外೿ݣを後ԡししています。

˔筑波大学ւ֎留学ࢧԉۀࣄ ͸ばた ʂ͚筑大ੜ
ᶃڠྲྀަࡍࠃఆ׵ަߍ留学ࢧԉϓϩグϥϜɹ

本学と海外の大学等との間で締結された学生交流協定に基づき、海外の大学等に留学する者を対象に、滞在費の一部を支援します。　
（月ֹ上80ݶ
000円）

ᶄΩャンύスインΩャンύス（CJC）等ࢧԉϓϩグϥϜɹ

CiCパートナー大学、ຢはダブルディグリープログラム、ジョイントディグリープログラム（DDP等）を実施する大学との間で締結されたプログラ
ムに基づき、海外の大学で学修、調査、研究を行う者を対象に、ཱྀ 費の一部を支援します。　（上150ݶ
000円）

ᶅւ֎෢者मࢧߦԉϓϩグϥϜɹ

優れた企画と発表能力を持って海外に出向き、現地での活動を行う者により任意結成された学生グループ（数人～7人程度）を対象に、ཱྀ 費の
一部を支援します。　（1人あたり上200ݶ
000円）

ᶆւ֎学会等ࢀ加ࢧԉϓϩグϥϜɹ

海外で開催される国ࡍ学会、シンポジウム、研究集会へ出席して、研究発表を行う者を対象に、ཱྀ 費の一部を支援します。　（上150ݶ
000円）

ᶇޠ学ݚम・ւ֎ݚमࢀ加ࢧԉϓϩグϥϜɹ

本学主催または共同して海外において開催する語学学習を伴う研修プログラムまたは専門科目に関する学修、調査・研究などに参加する者を
対象に、ཱྀ 費の一部を支援します。　（1人あたり上100ݶ
000円）

˔筑波大学ج金։学4��1�1प年ه೦ื金ւ֎留学ࢧԉۀࣄ

協定校に短期間（1年以内）留学する学生に対して঑学金による支援を行います。　（月ֹ100
000円及び౉ߤ費の一部）

ԉ੍度 トϏλςʂ留学+A1A/೔ຊ代表ϓϩグϥϜࢧಇւ֎留学ڠ民׭˔
。されますڅ民協ಇの海外留学支援制度として平成26年度からスタートしたプログラムで、自ら考えた留学計画に対して঑学金が支׭

（月ֹ60
000～160
000円）

˔೔ຊ学ੜࢧԉػ構（+ASSO）ւ֎留学ࢧԉ੍度（ڠఆ೿ݣ）
教育組織等が実施するプログラムにより、8日以上1年以内の期間協定校に೿ݣされる学生に対して、JASSOが঑学金を支څする制度です。

（月ֹ60
000～100
000円）

ւ֎留学のたΊのࢧࡁܦԉҰཡ

学と筑波大学との間で、学生、教員、研究者、職員が大学のนをӽえ
て活動するために、相互に、研究教育環境をキャンパス内に取り込
み利活用することを目指します。2017年12月現在で6ϱ国・地域の
大学と7協定を結んでいます。
　CiC大学において「科目ジュークボックス」にొ࿥されている科目
は本学の開設科目として履修でき、取得した単位はଔ業要件単位
として認められます。また、留学先大学のत業料は不௃収となりま
す。留学期間は1学期～1年です。
˗୹期ւ֎ݚम
　本学の教育組織等が実施する海外研修プログラムに参加するも
のです。内容は語学研修、専門的な講義の受講、海外での実地研修
等プログラムによって様々です。プログラムによっては本学の開設
科目として実施され、単位が付与される場合があります。またɼ参加
費・受講料が必要となる場合があります。留学期間は1週間～1ヶ
月程度が多くなっています。夏季・春季休業期間中に実施されるプ
ログラムもあります。

（QRコード）大学)P-国ࡍ-グローバル・コモンズ機構

　本学が目指すグローバル人材は、「確ݻたるアイデンティティー
とे分な専門性を持ちながら多様性を活かすॊೈ性を発揮し、あ
らゆる国、組織や分野のนをӽえ、協力関係を構ஙし、グローバル
な活動を牽引できる人材」です。本学の学生には、ぜひ在学中に本
学が提ڙする国ࡍ交流プログラムにチャレンジして、グローバル社
会にݙߩできる能力を身に付けていただきたいと思います。

グϩーバル・ίϞンズػ構
学ੜ部 学ੜަྲྀ՝

「紫峰の風」は学生生活の様子や活動の報告を、紫峰会基金協力者の皆様におಧけする広報誌で、ࢴ面の企画や記事の取材等は学生
広報会議や広報部会の学生が実施しています。この名称には「筑波の峰から吹き降りる風に、我々の活動への想いを৐せて、全国の皆さ
まのもとへとおಧけする」という意味が込められております。

ʵ಺༰ʵ
キャンパスニュース、課外活動団体構成員数一覧

 ʜʜ １ท学生相談室から、ۅの葉日記、筑波大学の風ܠ

留学情報、学生の一週間
大学院進学報告、ଔ業式・入学式のご案内

 ʜʜʜʜʜ ２ท

特集：広い筑波大学マップ�宿ࣷ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ３ท

芸サ連、体育会、全代会、文サ連活動紹介 ʜʜʜʜʜ ３ɼ４ท

今ޙのओͳ༧ఆ（変更になる場合があります）
春季休業 ２月17日～４月̑日
　同（東京キャンパス・໷間） ２月14日～４月６日
ଔ業式・大学院学位記त与式 ３月23日
　同（東京キャンパス・໷間） ３月24日
入学式 ４月６日
　同（東京キャンパス・໷間） ４月７日
新入生歓迎祭本祭 ４月６日
新入生オリエンテーション(学群) ４月６日～11日
新入生オリエンテーション(大学院) ４月６日～９日
　同（東京キャンパス・໷間） ４月７日
त業開始(大学院・東京キャンパス・໷間) ４月10日
त業開始(学群) ４月12日
春季スポーツ・デー ̑月12日、13日

　11月18日と19日に第41回秋季スポーツ・デーが開催されまし
た。１日目はఱ気が崩れてしまいましたが、みんなの強い思いがಧ
いたのか、２日目はॵさを感じさせるほどの快晴となり、最高のス
ポーツ・デー日和となりました。Ԇべ4
989人もの方に参加してい
ただけたこと、参加者の皆さんのたくさんの笑顔を見られたことを
大変喜ばしく思います。
　また、第41回スポーツ・デー開催にࡍし、筑波大学紫峰会基金よ
り、援助金100万円のޚ支援をしていただきました。学内スポーツ
活動のৼڵに寄与するため、そして多くの学生・教職員にスポーツ

ळقスϙーπ・σーをऴ͑て
を楽しんでもらうために有効に使わせていただきました。
　来年度以降もより良いスポーツ・デーを目指し、委員一丸となっ
て頑張っていきますので、変わら͵ご支援のほどよろしくお願い致
します。

（寄稿／第41代スポーツ・デー学生委員会委員長
　ඦ੉࠼・創成３年）

写真্͔ࠨΒɿ学生ҕ員会اըʮνャンバラ合戦ʯをָしΉࢀՃऀʗਖ਼ࣜछ໨ʮサッΧーʯの試合でのҰນ
ਖ਼ࣜछ໨ʮӺ఻ʯでタスキを౉したॠ間ʗด会ࣜޙɺ಑্͛͞Εる第�1୅スϙーπ・σー学生ҕ員会ҕ員長
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発行　事業開発ਪ進室
編集　学生部学生生活課
　　　学生広報会議（山؛素子・知識１年、स久保拓࠸・情報１年、
　　　　川ଜ風ଠ・生物２年、戸口海人・比文１年、
　　　　安࠼ࡈ季・創成１年、े 川੅・資源１年、
　　　　℄永ޫଠ࿠・医学１年）
　　　広報部会（ࠇ川真ਉ・生命環境２年、山岡ᔨӯ・シス情１年、
　　　　ถ山和文・数理物質１年、ਗ਼野ߊ平・生物４年、
　　　　ଜ上優衣・人文４年、仲ਗ਼फ़・知識３年）
タイトルロΰデザイン　௩本真理（芸専2016年度ଔ）
˟305-8577 茨城県つくば市ఱԦ台1-1-1
ి話：029-853-5886
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平成29年度 ଔࣜۀの͝Ҋ಺
˙೔ɹ࣌　　平成30年3月23日（金）
˙会ɹ場　　筑波大学　大学会館講ಊ
ɹʲ第Ұճʳ
　対象組織：人文・文化学群、社会・国ࡍ学群、人間学群、
　　　　　　理工学群、理ྍ科教員ཆ成施設
　　入　場　　 8：50～9：10
　　開　式　　 9：30
　　ด　式　　10：15
ɹʲ第ೋճʳ
　対象組織：生命環境学群、情報学群、医学群、
　　　　　　体育専門学群、芸術専門学群
　　入　場　　10：50～11：10
　　開　式　　11：30
　　ด　式　　12：10

平成29年度 大学Ӄ学Ґهत༩ࣜの͝Ҋ಺
˙೔ɹ࣌　　平成30年3月23日（金）
˙会ɹ場　　筑波大学　大学会館講ಊ
　　入　場　　13：10～13：40
　　開　式　　14：00
　　ด　式　　14：55

平成��年度 筑波大学ೖ学ࣜの͝Ҋ಺
˙೔ɹ࣌　　平成30年4月6日（金）
˙会ɹ場　　筑波大学　大学会館講ಊ
ʲ第Ұճʳ
　対象組織：人文・文化学群、社会・国ࡍ学群、人間学群、
　　　　　　理工学群、理ྍ科教員ཆ成施設
　　入　場　　8：40～9：10
　　開　式　　9：30
　　ด　式　　9：55
ʲ第ೋճʳ
　対象組織：生命環境学群、情報学群、医学群、
　　　　　　体育専門学群、芸術専門学群
　　入　場　10：40～11：10
　　開　式　11：30
　　ด　式　11：55

平成��年度 筑波大学大学Ӄೖ学ࣜの͝Ҋ಺
˙೔ɹ࣌　　平成30年4月6日（金）
˙会ɹ場　　筑波大学　大学会館講ಊ
　　入　場　13：10～13：40
　　開　式　14：00
　　ด　式　14：25

˞式の時間については予定時刻となっております。進行の都合上、変更となる場合がございますので、ごྃঝください。

ଔۀ ・ࣜ大学Ӄ学Ґهत༩ࣜɺೖ学 ・ࣜ大学Ӄೖ学ࣜɹ共௨連བྷ߲ࣄ

ごՈ଒の方は、講ಊ収容定員の関係により大学会館内の別会場でのスクリーン視聴となりますことをごྃঝ願います。
また、式యは、当日インターネット中継を行います。中継6RLは式య前日に本学ホームページにてお知らせいたします。

なお、ற車場は非常に数がݶられておりますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

詳細は、本学ホームページをご確認願います。
http：��www�tsVkVba�aD�Kp�DampVsliGe�DeremoOZ�

問合せ先：筑波大学総務部総務課　029-853-2025　(平日　8：30-17：15)

՝֎活動団体構成員਺Ұཡ 2�1� 年 1 ࡏݱ݄

文化系サークル連合会
団体໊ɹ ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ構成員਺（人）

I�T�C� 5
アマチュア無線クラブ 16
AmVsemeOt Creators 18
E�S�S� 19
஑๥՚道部 11
囲ޟ部 12
Ӊ஦工学研究会 21
映画研究部 37
S'研究会アルビレオ 12
園芸クラブ 15
海༸研究会 35
ࣸ真部さくら組 14
歌留多部 45
舞ۅ࢐ 48
現代視֮文化研究会 70
茶道同好会 32
茶道部和ܟਗ਼寂社 29
山岳ཱྀの会 12
社会෱ࢱ研究会 212
手話サークル 24
কع部 29
図画団 19
ストーリーテリング研究会 13
T�A�S�C� 20
筑波大మ研「ཱྀとమ道の会」 26
つくば鳥人間の会 27
筑波文学の会 13
ఱ文研究会 62

人形劇団NE6 9
ピアノ愛好会 95
ViCC-映画をつくる会- 11
フォルクローレ愛好会 18
舞踏研究会 17
ブロックフレーテ同好会 15
๜楽部 34
ミュージカル集団ESSASSA 60
མ語研究会 31
男੠合এ団メンネルコール 11
ジャズ楽団 36

体育会
団体໊ɹ ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ構成員਺（人）

アーチェリー部 24
合気道部 9
アイススケート部 11
男子アイスホッケー部 26
女子アイスホッケー部 16
アメリカン・フットボール部 43
オリエンテーリング部 52
ࣛౡ神流෢道部 25
ۭ手道部 11
道部ٷ 25
剣道部 44
式ఉ球部ߗ 32
式野球部ߗ 105
サイクリング部 61
女子サッカー部 17
ऽ球部 118
ॊ道部 46

TOJO ,-ON 132
ねっしー・自વ教育研究会 62
文芸部 28
マジシャンズクラブ 19
漫画研究会 24
野外活動クラブ 25
野生動物研究会 35
歴史୳๚会 26
CLOVER～難民と共に歩むユース団体～ 21

芸術系サークル連合会
団体໊ɹ ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ構成員਺（人）

アカペラサークルDoo-Wop 125
E�L�L�（筑波軽音楽協会） 121
応援部WINS 78
合এ団むくどり 12
管ݭ楽団 109
Ϊター・マンドリン部 29
劇団筑波小劇場 19
混੠合এ団 41
ジャグリングサークルSheep 16
ࣸ真部 40
JA;;愛好会 43
書道部 31
吹奏楽団 58
௡軽ࡾ味線۞楽部無ݲक़ 49
筑波音楽協会 61
筑波能・ڰ言研究会 11
つくばフォークଜ 35
T),筑波放送協会 35
ときめきଠޑक़ 11

準ߗ式野球部 22
少ྛݓࣉ法部 4
ਫӭ部 56
スキー部 11
૨ఖ部 14
男子ソフトボール部 32
女子ソフトボール部 10
体ૢ部 18
体ૢ競技部 28
୎球部 33
ダンス部 21
トライアスロン部 40
ೈ式ఉ球部 17
അ術部 17
男子バスケットボール部 54
女子バスケットボール部 21
バドミントン部 34
男子バレーボール部 15
女子バレーボール部 17
男子ハンドボール部 25
女子ハンドボール部 18
フィールドホッケー部 11
Ϥット部 4
ライフセービング部 6
ライフルࣹܸ部 15
男子ラクロス部 40
女子ラクロス部 23
ラグビー部 105
陸上競技部 239
剣道同好会 23

サッカー同好会 64
トランポリン同好会 31
バスケットボール同好会 29
バドミントン同好会 149
バレーボール同好会 20
ハンドボール同好会 10
フェアリースキークラブ 22
ϫンダーフォーゲルクラブ 56

体育会医学部会
団体໊ɹ ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ構成員਺（人）

医学アイスホッケー部 46
医学ۭ手道部 13
医学ٷ道部 67
医学剣道部 27
医学ߗ式ఉ球部 98
医学ΰルフ部 67
医学サッカー部 45
医学準ߗ式野球部 45
医学ਫӭ部 101
医学スキー部 22
医学ソフトテニス部 45
医学୎球部 24
医学バスケットボール部 33
医学バドミントン部 90
医学バレーボール部 34
医学ハンドボール部 59
医学Ϥット部 17
医学ラグビー部 42
医学陸上競技部 78

هの༿೔ۅ

　冬もいよいよ深まり、ౚてつくような寒さに਒える日々が続いてい
ます。読者の皆様にこの紫峰の風がಧく頃には、春を待ち遠しく思
う心がますますืっていることでしょう。
 私が紫峰の風の編集に携わって、およそ二年が経ちました。今年の
春には大学をଔ業するため、この編集の仕事もそろそろ終えること
になります。
　私自身、まさか大学で広報誌の編集をすることになるとは思って
もいなかったので、ब任当時は్方に฻れた状態でした。以前から
യવと編集や出൛関係の仕事にはڵ味を持っていたのですが、い
ざ取り掛かってみると想૾以上に大変なものでした。原稿の依頼先
に何度もメールを送ったり、担当する記事の原稿を管理したり、実
にイベントの取材にෝき記事を執චしたり、様々な仕事を経験しࡍ
ました。一つの広報誌を׬成させるために、多くの作業を積み重ね
ていく努力が必要なのだと実感しました。しかしそうした苦労があ
ったからこそ、׬成したࡍの喜びもひとしおです。
　編集を通して様々な苦労と喜びを味わいましたが、この経験は
大学生活の中でも忘れられない貴重なものになるでしょう。多くの

方々の協力を得て記事を集め、何度も話し合いを重ねてより良い企
画を作っていく。その過程で上手くいかないこともしばしばありま
す。しかし解決のために苦໱し、それを৐りӽえることで一つの広報
誌が׬成するのです。このような努力が反映されて、今後も皆様に
紫峰の風をご愛読していただければ੣に޾いです。

（文責／広報部会　ଜ上優衣・人文４年）

দඒ஑の΄ͱΓにたたͣΉΧルΨϞ

大学の෩ܠ

医」「大学教員」のフェイスで、今コラムを書いています。しかしこ
のフェイスは環境によっては周囲に受け入れられません。自࣏会
の集まりで「私は精神科医だが」と専門Ոフェイスで参加すれば、
たちまち「あいつはҒそうに」と言われてݽ立するでしょう。社会
関係でフェイスを失う、つまり面目を失うと、それはスティグマ（ᖻ
印）となり、こころの݈߁に大きな悪影響を及ぼします。
　筑波大学の多くの学生は、高校まで「比ֱ的成績優ल」で、「比
ֱ的安定的な職業につく」、というフェイスで生きてきました。
そのフェイスがはがされることは、彼らにとってڪාです。このた
め೰みをଧち明けられず、ゆううつになり、引きこもることもあり
ます。顔の見えないネットのやりとりではなおさらです。そんな彼
（彼女）に関わる時には、そのフェイスをইつけないよう、まず理
解する気持ちを、できればLINEではなくフェイス to フェイスで఻
えることが重要です。
　とはいえ、Ғい人には愛想笑いで、目下とみるや「そんな話は聞
いてない」とౖり出す最近余༟のない大学教員の方が、学生より
余程フェイスの問題があるかもしれませんが。

ʮإとإʯ
อ݈؅理ηンλーਫ਼ਆՊɹ太౛઒߂࿨

　新年おめでとうございます。早いもので今年度も残りۇかとな
りました。ところで、最近お正月に実Ոにؼらない学生が増えてき
ています。この中には留年のڪれやब職、ଔ論の難ߤといった೰
みを親に言えずにؼりにくい学生もいます。こういう話を聞くと、
前向きな教員は、「ब職失敗でも、また来年やり直せばいい」「大
学だけが人生じΌないよ」と言います。ところが、こんな励ましを
すると、多くの学生はわかってくれないとౖり出すか、先生をସえ
てくれ、と言い出します。なぜ、೰んでいるのに、知られることをڪ
れ、励ましをڋઈするのでしょうかʁ
　理由の一つに、「フェイス」の問題があるかもしれません。これ
は社会学者のΰフマンが提এした֓念で、「面子」や「対面」をよ
り日常的にଊえたものを指します。あらゆる社会場面に我々はそ
れぞれのフェイスを通して参加しています。私で言えば、「精神科

学ੜ૬談͔ࣨΒ ड෇૭ޱɹɹ�29�����241�
ి࿩૬談ɹɹ�29�����24��

いった社会的意味がありますが、それを実行している個人に対して
も大きな成長をଅすものであると考えております。研究を通じて身
につけた論理的思考力・プレθン力・೜଱力などは、たとえক来の生
業が研究でなくとも大いに役立つことでしょう。そういう意味では
人生の貴重な２年間を研究生活に費やすというのは、非常に価値
のある選୒だと思います。ぜひ本稿以外にも様々な情報を集めて、
研究生活について具体的なイメージを௫んでください。

部３年生の方々、またその保護者のみなさまにとって本稿が有意義
なものとなれば޾いです。
　さて、大学院入試といいますと研究科・専߈毎にҧいはございま
しょうが、大半は「研究」というものにまだຆど触れたことがない時
期に๚れるのではないでしょうか。
　本稿を通じて、現在大学院への進学を考えている方に向けまして
研究生活とはどのようなものであるか、その一例として私の考えを
記載しておこうという次第でございます。
　研究室に配属されてまだ８ヶ月ほどの私ですが、研究には自分の
考えている以上に様々なフΝクターがབྷんでおり、非常に難しい反
面やりがいのあるものであると感じております。஝えた知識を活かし
て実験をすることはもちろん、それをスライド形式にまとめたり、人
前で発表したりといった「఻える」ということがとても大切で、それが
思った以上に難しいことを௧感しております。研究には知の୳求と

৘ใ学群৘ใՊ学類
４年

ॅ୩༤थ

　初めまして、来年度よりシステム情報工
学研究科コンピュータサイエンス専߈に進
学することとなりました、ॅ 谷༤थと申しま
す。特に大学院進学を考えておられます学

σスクڀݚ

うなると、いくらかの֮悟が必要になります。本当に教तを目指すの
か、ത士前期課程修ྃ時にब職するのかくらいは、そろそろ決அし
ないといけません。大学院に進学した後は、まずは今の研究室での
研究を中心としてক来自分がどのような研究者になりたいのかをಥ
き٧めていければと思っています。
　高専の同期の多くがब職し、自分で生活している中、自分のやり
たい道を進ませてくれている྆親にはとても感謝しています。今後も
この気持ちを忘れずに、自分の道を求めていけたらと思います。

フラーϨン・φノνϡーϒ・グラフェン学会΁
Ճしたͱ͖のϙスターࢀ

ক来研究職につくことを目標としていたためです。研究職といっても
様々ですが、自身の専門性を生かす形で職につくには、最低ݶ大学
院を出ておく必要があるのが一般的です。なので、入学するࡍには
既に大学院に進学することは決めていました。
　このように書くと、まるで当時から๻がক来何をしたいか具体的
に決まっているようにも見えますが、実はとてもയવとしていて、何
を研究したいのかも不確かなまま編入しました。というのも๻は高
専では機ց工学を専߈しており、物理を具体的にษ強しだしたの
は筑波大学に編入してからでした。編入してから、少しずつやりたい
ことの方向性も見えてきた気がしますが、やはりまだよく分かりませ
ん。大学院試験は、少しなめてかかっていたため、かなりةなっかし
い感触でしたが何とか合格できました。
　๻は今、より具体的には教तや高専の教員という形で、ڵ味の持
てる研究を続けていくことが出来ればいいと思っています。そのた
めには大学院のത士後期課程に進むことが必要となってきます。そ

理工学群物理学類
４年

౻Ҫؙ߁

　๻は大部分の学生と少しҧい、３年生か
ら編入してこの大学に入りました。๻はそ
れまで高専で学んでいましたが、高専ଔ業
時にब職せず筑波大学に編入した理由は、

大学Ӄਐ学ใࠂ

2 年ੜɹ̞͞Μ
　体育専門学群２年生の̞さんはトライアスロン部に所属しています。体育専門学群では部活動の時間を確保するため、基本
的に６16）ݶ 時 45 分～ 18 時）の時間ଳのत業がありません。そのため、週̑日の朝練や༦方の部活動があっても、自分で
自由に使える時間を確保でき、त業課題に取り組んだり、アルバイトをする余༟があります。土日の午後なども趣味の時間に
ॆてることが可能です。

月 火 ਫ 木 金 土 日
6 ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾
7 朝練 朝練 朝練

練習
練習8 朝৯ 朝৯ 朝৯

9
त業 त業 त業 त業 त業

朝৯
10
11 ன৯
12 ன৯ ன৯ ன৯ ன৯ ன৯
13

त業 त業
त業

त業 त業
ミーティング ன৯

14 練習
15
16 練習 練習
17 委員会活動
18

委員会活動
バイト

練習 委員会活動
バイト

༦৯風࿊

バイト
19

バイト20 ༦৯風࿊
21 ༦৯ ༦৯
22 風࿊等 風࿊等23 ༦৯風࿊ ༦৯風࿊ ༦৯
24 ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ 風࿊
1 ਭ຾

� 年ੜɹ̣͞Μ
　知識情報・図書館学類３年生の̣さんは、これまで所属していたサークルを引退したため、ゆとりを持った生活をしています。
一週間の多くの時間を趣味のラジオ聴取や離れた友人と LiOe や SkZpe でお஻りする時間にॆてています。日付が変わる時間
ଳから始めるためब৸時間が不規ଇになっており、朝起きる時間がまちまちになっているのが特௃です。

月 火 ਫ 木 金 土 日
6 ਭ຾ ਭ຾

ਭ຾ ਭ຾

ਭ຾
ਭ຾ ਭ຾7

8 朝৯ 朝৯
9

त業 त業 त業
朝৯

10 朝৯ 趣味
11 朝৯
12 ன৯ ன৯ 趣味 ன৯ ચ୕ ன৯
13 休ܜ

त業 θミ त業

त業 ങい物14

त業
ன৸15

त業
ன৯

16

委員会活動
त業17 ༦৯

18

友人と༡ぶ19
委員会活動

༦৯
委員会活動

友人と交流

20 ങい物
課題21 ༦৯

22 ༦৯

友人と交流23 ༦৯ 友人と交流24 ਭ຾ 趣味 趣味 友人と交流1 ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾

　ここでは、筑波大生が実ࡍにどのような生活を送っているのか、とある学生２名の一週間を紹介します。今回は秋学期̗モ
ジュール（11月～12月）です。

学ੜのҰि間

　12月９日及び10日に、平成29年度課外活動団体リーダー研修
会が国立੺城੨少年交流のՈで実施されました。この研修会は、
文化系サークル連合会・体育会・芸術系サークル連合会に属する
部活動・サークルの責任者や役員が集まり、組織や団体のあり方や
意義について学ぶ行事です。私ども実行委員会は2017年１月から
内容について話し合ってまいりました。本年度は非常に寒い中での
開催でしたが、他団体が少なかったこともあって講ಊその他多くの
活動場所が確保でき、快適で有意義な研修が行えたと思っており

リーダーݚम会をऴ͑て
ます。
　課外活動団体リーダー研修会は、皆様のご寄ෟをもとにした筑
波大学紫峰会基金より援助金40万円を支援していただきました。
学生の宿ധ費の軽減や研修会の内容にかかる費用として大変有効
に使わせて௖きました。ご支援、੣にありがとうございました。

（寄稿／平成29年度課外活動団体リーダー研修会実行委員会
実行委員長　増本ॣ一・応理３年）

　平成29年11月、本学大学会館において、キャリア・インタビュー
2017を開催しました。
　キャリア・インタビューは、学生のキャリア形成及び進࿏選୒・ब
職活動支援の一環であり、学群・大学院のଔ業生・修ྃ生や、東京
地۠の社会人大学院現役生などの本学の多様な人たち等をインタ
ビュー相手として、平成17年から現在まで継続している交流イベン
トです。
　社会人との交流の中で、生きた経験やキャリア観を得て視野を広
げ、ক来について考えを深めるとともに、社会に出る前の大学生活
を有意義に過ごし、自らの進࿏選୒やब職活動に取り組むきっか
け作りとなればというૂいがあります。
　イベントは、社会人１名と学生数名のグループに分かれ、グルー
プを変えてෳ数回の交流を行う形で進みます。これにより学生は、
３～４名の社会人とじっくり話す機会が得られることになります。
　学生は、進࿏選୒やब職活動に関する೰みがある、OB・OGだか

Ωャリア・インλϏュー
らこそ聞けるリアルな話を聞きたい、多様な経験や価値観に触れて
自分の幅を広げたい、などの理由で参加しており、グループ内では
社会人や学生自らのキャリア等に関する質問や話題が܁り広げら
れます。終ྃの੠掛けを行ってもなかなか話が止まらないほどの盛
り上がりが、毎年のޫܠとなっています。
　学生からは、多様なバックグラウンドを持つ社会人と話をする中
で、自分の強みや࣠を再発見できた、ক来に対する視野や選୒ࢶが
広がった、モチベーションが高まり有意義だった、などと好評を得て
います。
　また、ここでの気づきを経て、自ݾ分ੳや業ք研究を深める、専門
分野の学修や研究に一層力を注ぐ、など明日からの具体的なアク
ションにܨげていこうという感想も多く聞かれます。
　学生部ब職課では今後も、多くの学生にこのような機会を提ڙ
することを通して、学生のキャリア形成及び進࿏選୒・ब職活動の
支援に努めたいと考えています。 （寄稿／学生部ब職課）

写真্͔ࠨΒɿڞ௨఺୳しήーϜをܥ͏ߦผ会ࢀՃ ʢऀ体ҭ会ʣʗࢀՃऀ全員にΑる集合写真
サークル࿈合会ʣܥผ会の様子ʢจԽܥた人間日本஍ਤʢӈ্͔Β๺ւ道ʣʗͬ࡞Ճऀのग़਎஍ผに集·Γࢀ

留学৘ใΩャンύスχュース

　本学は、開学以来、「開かれた大学」という理念のもとに、国ࡍ交
流を積極的にଅ進してきました。また、本学のミッションとして、「地
球規模課題の解決に向けた知の創଄とそれを牽引するグローバル
人材の育成」を掲げています。その結果、現在では66ϱ国・地域の
大学や教育研究機関と345に及ぶ協定を結んでおり、例年4
000
人以上の留学生を受け入れ、2
000人以上の学生を海外へ೿ݣし
ています。
　しかし、グローバル社会が大学に求めている国ࡍ化は日々ෳࡶ
化し、あらゆる分野で世քにݙߩできるグローバル人材が必要とさ
れています。このニーズの変化に対応するため、本学は多様な教育・
研究の国ࡍ交流プログラム等を準備してきました。教育面では、ै
来の大学の国ࡍ化の主流となっていた交流協定に基づいた学生の
交流に加え、ダブル・ディグリーやジョイント・ディグリー、サーティ
フィケートत与等を組み込んだ共同教育プログラム、インターン
シップやフィールドϫークを含めた国ࡍ交流プログラム等を積極的
にਪ進しています。

　以下に、本学の留学制度について、簡単にご紹介します。
留学׵ަ˗
　本学と学生交流協定を結んでいる海外の大学（以下「協定校」）
に、所属教育組織の長のڐ可を得て留学することを「交換留学」と
いいます。
　交換留学の場合、留学期間は本学の修業年ݶおよび在学年ݶに
編入され、留学先で取得した単位は、教員会議等の議を経て、一定
条件のもとで本学のଔ業要件単位として認められます。さらに、त
業料相互不௃収の取り決めがある協定校では、留学先大学でのत
業料は不௃収となります。留学期間は1学期～1年（最大2年）です。
˗CBNpVT�JO�CBNpVT	CJC
 
　CampVs-iO-CampVs(CiC)とは、CiC協定を締結した海外の大

～ (P ACSPBE � ～

筑波大学では学内外からの各種経ࡁ支援により、学生の海外留学・海外೿ݣを後ԡししています。

˔筑波大学ւ֎留学ࢧԉۀࣄ ͸ばた ʂ͚筑大ੜ
ᶃڠྲྀަࡍࠃఆ׵ަߍ留学ࢧԉϓϩグϥϜɹ

本学と海外の大学等との間で締結された学生交流協定に基づき、海外の大学等に留学する者を対象に、滞在費の一部を支援します。　
（月ֹ上80ݶ
000円）

ᶄΩャンύスインΩャンύス（CJC）等ࢧԉϓϩグϥϜɹ

CiCパートナー大学、ຢはダブルディグリープログラム、ジョイントディグリープログラム（DDP等）を実施する大学との間で締結されたプログラ
ムに基づき、海外の大学で学修、調査、研究を行う者を対象に、ཱྀ 費の一部を支援します。　（上150ݶ
000円）

ᶅւ֎෢者मࢧߦԉϓϩグϥϜɹ

優れた企画と発表能力を持って海外に出向き、現地での活動を行う者により任意結成された学生グループ（数人～7人程度）を対象に、ཱྀ 費の
一部を支援します。　（1人あたり上200ݶ
000円）

ᶆւ֎学会等ࢀ加ࢧԉϓϩグϥϜɹ

海外で開催される国ࡍ学会、シンポジウム、研究集会へ出席して、研究発表を行う者を対象に、ཱྀ 費の一部を支援します。　（上150ݶ
000円）

ᶇޠ学ݚम・ւ֎ݚमࢀ加ࢧԉϓϩグϥϜɹ

本学主催または共同して海外において開催する語学学習を伴う研修プログラムまたは専門科目に関する学修、調査・研究などに参加する者を
対象に、ཱྀ 費の一部を支援します。　（1人あたり上100ݶ
000円）

˔筑波大学ج金։学4��1�1प年ه೦ื金ւ֎留学ࢧԉۀࣄ

協定校に短期間（1年以内）留学する学生に対して঑学金による支援を行います。　（月ֹ100
000円及び౉ߤ費の一部）

ԉ੍度 トϏλςʂ留学+A1A/೔ຊ代表ϓϩグϥϜࢧಇւ֎留学ڠ民׭˔
。されますڅ民協ಇの海外留学支援制度として平成26年度からスタートしたプログラムで、自ら考えた留学計画に対して঑学金が支׭

（月ֹ60
000～160
000円）

˔೔ຊ学ੜࢧԉػ構（+ASSO）ւ֎留学ࢧԉ੍度（ڠఆ೿ݣ）
教育組織等が実施するプログラムにより、8日以上1年以内の期間協定校に೿ݣされる学生に対して、JASSOが঑学金を支څする制度です。

（月ֹ60
000～100
000円）

ւ֎留学のたΊのࢧࡁܦԉҰཡ

学と筑波大学との間で、学生、教員、研究者、職員が大学のนをӽえ
て活動するために、相互に、研究教育環境をキャンパス内に取り込
み利活用することを目指します。2017年12月現在で6ϱ国・地域の
大学と7協定を結んでいます。
　CiC大学において「科目ジュークボックス」にొ࿥されている科目
は本学の開設科目として履修でき、取得した単位はଔ業要件単位
として認められます。また、留学先大学のत業料は不௃収となりま
す。留学期間は1学期～1年です。
˗୹期ւ֎ݚम
　本学の教育組織等が実施する海外研修プログラムに参加するも
のです。内容は語学研修、専門的な講義の受講、海外での実地研修
等プログラムによって様々です。プログラムによっては本学の開設
科目として実施され、単位が付与される場合があります。またɼ参加
費・受講料が必要となる場合があります。留学期間は1週間～1ヶ
月程度が多くなっています。夏季・春季休業期間中に実施されるプ
ログラムもあります。

（QRコード）大学)P-国ࡍ-グローバル・コモンズ機構

　本学が目指すグローバル人材は、「確ݻたるアイデンティティー
とे分な専門性を持ちながら多様性を活かすॊೈ性を発揮し、あ
らゆる国、組織や分野のนをӽえ、協力関係を構ஙし、グローバル
な活動を牽引できる人材」です。本学の学生には、ぜひ在学中に本
学が提ڙする国ࡍ交流プログラムにチャレンジして、グローバル社
会にݙߩできる能力を身に付けていただきたいと思います。

グϩーバル・ίϞンズػ構
学ੜ部 学ੜަྲྀ՝

「紫峰の風」は学生生活の様子や活動の報告を、紫峰会基金協力者の皆様におಧけする広報誌で、ࢴ面の企画や記事の取材等は学生
広報会議や広報部会の学生が実施しています。この名称には「筑波の峰から吹き降りる風に、我々の活動への想いを৐せて、全国の皆さ
まのもとへとおಧけする」という意味が込められております。

ʵ಺༰ʵ
キャンパスニュース、課外活動団体構成員数一覧

 ʜʜ １ท学生相談室から、ۅの葉日記、筑波大学の風ܠ

留学情報、学生の一週間
大学院進学報告、ଔ業式・入学式のご案内

 ʜʜʜʜʜ ２ท

特集：広い筑波大学マップ�宿ࣷ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ３ท

芸サ連、体育会、全代会、文サ連活動紹介 ʜʜʜʜʜ ３ɼ４ท

今ޙのओͳ༧ఆ（変更になる場合があります）
春季休業 ２月17日～４月̑日
　同（東京キャンパス・໷間） ２月14日～４月６日
ଔ業式・大学院学位記त与式 ３月23日
　同（東京キャンパス・໷間） ３月24日
入学式 ４月６日
　同（東京キャンパス・໷間） ４月７日
新入生歓迎祭本祭 ４月６日
新入生オリエンテーション(学群) ４月６日～11日
新入生オリエンテーション(大学院) ４月６日～９日
　同（東京キャンパス・໷間） ４月７日
त業開始(大学院・東京キャンパス・໷間) ４月10日
त業開始(学群) ４月12日
春季スポーツ・デー ̑月12日、13日

　11月18日と19日に第41回秋季スポーツ・デーが開催されまし
た。１日目はఱ気が崩れてしまいましたが、みんなの強い思いがಧ
いたのか、２日目はॵさを感じさせるほどの快晴となり、最高のス
ポーツ・デー日和となりました。Ԇべ4
989人もの方に参加してい
ただけたこと、参加者の皆さんのたくさんの笑顔を見られたことを
大変喜ばしく思います。
　また、第41回スポーツ・デー開催にࡍし、筑波大学紫峰会基金よ
り、援助金100万円のޚ支援をしていただきました。学内スポーツ
活動のৼڵに寄与するため、そして多くの学生・教職員にスポーツ

ळقスϙーπ・σーをऴ͑て
を楽しんでもらうために有効に使わせていただきました。
　来年度以降もより良いスポーツ・デーを目指し、委員一丸となっ
て頑張っていきますので、変わら͵ご支援のほどよろしくお願い致
します。

（寄稿／第41代スポーツ・デー学生委員会委員長
　ඦ੉࠼・創成３年）

写真্͔ࠨΒɿ学生ҕ員会اըʮνャンバラ合戦ʯをָしΉࢀՃऀʗਖ਼ࣜछ໨ʮサッΧーʯの試合でのҰນ
ਖ਼ࣜछ໨ʮӺ఻ʯでタスキを౉したॠ間ʗด会ࣜޙɺ಑্͛͞Εる第�1୅スϙーπ・σー学生ҕ員会ҕ員長
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ๆの෩ɹ第�߸ɹ2018年2月発行ࢵ
発行　事業開発ਪ進室
編集　学生部学生生活課
　　　学生広報会議（山؛素子・知識１年、स久保拓࠸・情報１年、
　　　　川ଜ風ଠ・生物２年、戸口海人・比文１年、
　　　　安࠼ࡈ季・創成１年、े 川੅・資源１年、
　　　　℄永ޫଠ࿠・医学１年）
　　　広報部会（ࠇ川真ਉ・生命環境２年、山岡ᔨӯ・シス情１年、
　　　　ถ山和文・数理物質１年、ਗ਼野ߊ平・生物４年、
　　　　ଜ上優衣・人文４年、仲ਗ਼फ़・知識３年）
タイトルロΰデザイン　௩本真理（芸専2016年度ଔ）
˟305-8577 茨城県つくば市ఱԦ台1-1-1
ి話：029-853-5886
E-mail：gk�shihokai!VO�tsVkVba�aD�Kp
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平成29年度 ଔࣜۀの͝Ҋ಺
˙೔ɹ࣌　　平成30年3月23日（金）
˙会ɹ場　　筑波大学　大学会館講ಊ
ɹʲ第Ұճʳ
　対象組織：人文・文化学群、社会・国ࡍ学群、人間学群、
　　　　　　理工学群、理ྍ科教員ཆ成施設
　　入　場　　 8：50～9：10
　　開　式　　 9：30
　　ด　式　　10：15
ɹʲ第ೋճʳ
　対象組織：生命環境学群、情報学群、医学群、
　　　　　　体育専門学群、芸術専門学群
　　入　場　　10：50～11：10
　　開　式　　11：30
　　ด　式　　12：10

平成29年度 大学Ӄ学Ґهत༩ࣜの͝Ҋ಺
˙೔ɹ࣌　　平成30年3月23日（金）
˙会ɹ場　　筑波大学　大学会館講ಊ
　　入　場　　13：10～13：40
　　開　式　　14：00
　　ด　式　　14：55

平成��年度 筑波大学ೖ学ࣜの͝Ҋ಺
˙೔ɹ࣌　　平成30年4月6日（金）
˙会ɹ場　　筑波大学　大学会館講ಊ
ʲ第Ұճʳ
　対象組織：人文・文化学群、社会・国ࡍ学群、人間学群、
　　　　　　理工学群、理ྍ科教員ཆ成施設
　　入　場　　8：40～9：10
　　開　式　　9：30
　　ด　式　　9：55
ʲ第ೋճʳ
　対象組織：生命環境学群、情報学群、医学群、
　　　　　　体育専門学群、芸術専門学群
　　入　場　10：40～11：10
　　開　式　11：30
　　ด　式　11：55

平成��年度 筑波大学大学Ӄೖ学ࣜの͝Ҋ಺
˙೔ɹ࣌　　平成30年4月6日（金）
˙会ɹ場　　筑波大学　大学会館講ಊ
　　入　場　13：10～13：40
　　開　式　14：00
　　ด　式　14：25

˞式の時間については予定時刻となっております。進行の都合上、変更となる場合がございますので、ごྃঝください。

ଔۀ ・ࣜ大学Ӄ学Ґهत༩ࣜɺೖ学 ・ࣜ大学Ӄೖ学ࣜɹ共௨連བྷ߲ࣄ

ごՈ଒の方は、講ಊ収容定員の関係により大学会館内の別会場でのスクリーン視聴となりますことをごྃঝ願います。
また、式యは、当日インターネット中継を行います。中継6RLは式య前日に本学ホームページにてお知らせいたします。

なお、ற車場は非常に数がݶられておりますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

詳細は、本学ホームページをご確認願います。
http：��www�tsVkVba�aD�Kp�DampVsliGe�DeremoOZ�

問合せ先：筑波大学総務部総務課　029-853-2025　(平日　8：30-17：15)

՝֎活動団体構成員਺Ұཡ 2�1� 年 1 ࡏݱ݄

文化系サークル連合会
団体໊ɹ ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ構成員਺（人）

I�T�C� 5
アマチュア無線クラブ 16
AmVsemeOt Creators 18
E�S�S� 19
஑๥՚道部 11
囲ޟ部 12
Ӊ஦工学研究会 21
映画研究部 37
S'研究会アルビレオ 12
園芸クラブ 15
海༸研究会 35
ࣸ真部さくら組 14
歌留多部 45
舞ۅ࢐ 48
現代視֮文化研究会 70
茶道同好会 32
茶道部和ܟਗ਼寂社 29
山岳ཱྀの会 12
社会෱ࢱ研究会 212
手話サークル 24
কع部 29
図画団 19
ストーリーテリング研究会 13
T�A�S�C� 20
筑波大మ研「ཱྀとమ道の会」 26
つくば鳥人間の会 27
筑波文学の会 13
ఱ文研究会 62

人形劇団NE6 9
ピアノ愛好会 95
ViCC-映画をつくる会- 11
フォルクローレ愛好会 18
舞踏研究会 17
ブロックフレーテ同好会 15
๜楽部 34
ミュージカル集団ESSASSA 60
མ語研究会 31
男੠合এ団メンネルコール 11
ジャズ楽団 36

体育会
団体໊ɹ ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ構成員਺（人）

アーチェリー部 24
合気道部 9
アイススケート部 11
男子アイスホッケー部 26
女子アイスホッケー部 16
アメリカン・フットボール部 43
オリエンテーリング部 52
ࣛౡ神流෢道部 25
ۭ手道部 11
道部ٷ 25
剣道部 44
式ఉ球部ߗ 32
式野球部ߗ 105
サイクリング部 61
女子サッカー部 17
ऽ球部 118
ॊ道部 46

TOJO ,-ON 132
ねっしー・自વ教育研究会 62
文芸部 28
マジシャンズクラブ 19
漫画研究会 24
野外活動クラブ 25
野生動物研究会 35
歴史୳๚会 26
CLOVER～難民と共に歩むユース団体～ 21

芸術系サークル連合会
団体໊ɹ ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ構成員਺（人）

アカペラサークルDoo-Wop 125
E�L�L�（筑波軽音楽協会） 121
応援部WINS 78
合এ団むくどり 12
管ݭ楽団 109
Ϊター・マンドリン部 29
劇団筑波小劇場 19
混੠合এ団 41
ジャグリングサークルSheep 16
ࣸ真部 40
JA;;愛好会 43
書道部 31
吹奏楽団 58
௡軽ࡾ味線۞楽部無ݲक़ 49
筑波音楽協会 61
筑波能・ڰ言研究会 11
つくばフォークଜ 35
T),筑波放送協会 35
ときめきଠޑक़ 11

準ߗ式野球部 22
少ྛݓࣉ法部 4
ਫӭ部 56
スキー部 11
૨ఖ部 14
男子ソフトボール部 32
女子ソフトボール部 10
体ૢ部 18
体ૢ競技部 28
୎球部 33
ダンス部 21
トライアスロン部 40
ೈ式ఉ球部 17
അ術部 17
男子バスケットボール部 54
女子バスケットボール部 21
バドミントン部 34
男子バレーボール部 15
女子バレーボール部 17
男子ハンドボール部 25
女子ハンドボール部 18
フィールドホッケー部 11
Ϥット部 4
ライフセービング部 6
ライフルࣹܸ部 15
男子ラクロス部 40
女子ラクロス部 23
ラグビー部 105
陸上競技部 239
剣道同好会 23

サッカー同好会 64
トランポリン同好会 31
バスケットボール同好会 29
バドミントン同好会 149
バレーボール同好会 20
ハンドボール同好会 10
フェアリースキークラブ 22
ϫンダーフォーゲルクラブ 56

体育会医学部会
団体໊ɹ ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ構成員਺（人）

医学アイスホッケー部 46
医学ۭ手道部 13
医学ٷ道部 67
医学剣道部 27
医学ߗ式ఉ球部 98
医学ΰルフ部 67
医学サッカー部 45
医学準ߗ式野球部 45
医学ਫӭ部 101
医学スキー部 22
医学ソフトテニス部 45
医学୎球部 24
医学バスケットボール部 33
医学バドミントン部 90
医学バレーボール部 34
医学ハンドボール部 59
医学Ϥット部 17
医学ラグビー部 42
医学陸上競技部 78

هの༿೔ۅ

　冬もいよいよ深まり、ౚてつくような寒さに਒える日々が続いてい
ます。読者の皆様にこの紫峰の風がಧく頃には、春を待ち遠しく思
う心がますますืっていることでしょう。
 私が紫峰の風の編集に携わって、およそ二年が経ちました。今年の
春には大学をଔ業するため、この編集の仕事もそろそろ終えること
になります。
　私自身、まさか大学で広報誌の編集をすることになるとは思って
もいなかったので、ब任当時は్方に฻れた状態でした。以前から
യવと編集や出൛関係の仕事にはڵ味を持っていたのですが、い
ざ取り掛かってみると想૾以上に大変なものでした。原稿の依頼先
に何度もメールを送ったり、担当する記事の原稿を管理したり、実
にイベントの取材にෝき記事を執චしたり、様々な仕事を経験しࡍ
ました。一つの広報誌を׬成させるために、多くの作業を積み重ね
ていく努力が必要なのだと実感しました。しかしそうした苦労があ
ったからこそ、׬成したࡍの喜びもひとしおです。
　編集を通して様々な苦労と喜びを味わいましたが、この経験は
大学生活の中でも忘れられない貴重なものになるでしょう。多くの

方々の協力を得て記事を集め、何度も話し合いを重ねてより良い企
画を作っていく。その過程で上手くいかないこともしばしばありま
す。しかし解決のために苦໱し、それを৐りӽえることで一つの広報
誌が׬成するのです。このような努力が反映されて、今後も皆様に
紫峰の風をご愛読していただければ੣に޾いです。

（文責／広報部会　ଜ上優衣・人文４年）

দඒ஑の΄ͱΓにたたͣΉΧルΨϞ

大学の෩ܠ

医」「大学教員」のフェイスで、今コラムを書いています。しかしこ
のフェイスは環境によっては周囲に受け入れられません。自࣏会
の集まりで「私は精神科医だが」と専門Ոフェイスで参加すれば、
たちまち「あいつはҒそうに」と言われてݽ立するでしょう。社会
関係でフェイスを失う、つまり面目を失うと、それはスティグマ（ᖻ
印）となり、こころの݈߁に大きな悪影響を及ぼします。
　筑波大学の多くの学生は、高校まで「比ֱ的成績優ल」で、「比
ֱ的安定的な職業につく」、というフェイスで生きてきました。
そのフェイスがはがされることは、彼らにとってڪාです。このた
め೰みをଧち明けられず、ゆううつになり、引きこもることもあり
ます。顔の見えないネットのやりとりではなおさらです。そんな彼
（彼女）に関わる時には、そのフェイスをইつけないよう、まず理
解する気持ちを、できればLINEではなくフェイス to フェイスで఻
えることが重要です。
　とはいえ、Ғい人には愛想笑いで、目下とみるや「そんな話は聞
いてない」とౖり出す最近余༟のない大学教員の方が、学生より
余程フェイスの問題があるかもしれませんが。

ʮإとإʯ
อ݈؅理ηンλーਫ਼ਆՊɹ太౛઒߂࿨

　新年おめでとうございます。早いもので今年度も残りۇかとな
りました。ところで、最近お正月に実Ոにؼらない学生が増えてき
ています。この中には留年のڪれやब職、ଔ論の難ߤといった೰
みを親に言えずにؼりにくい学生もいます。こういう話を聞くと、
前向きな教員は、「ब職失敗でも、また来年やり直せばいい」「大
学だけが人生じΌないよ」と言います。ところが、こんな励ましを
すると、多くの学生はわかってくれないとౖり出すか、先生をସえ
てくれ、と言い出します。なぜ、೰んでいるのに、知られることをڪ
れ、励ましをڋઈするのでしょうかʁ
　理由の一つに、「フェイス」の問題があるかもしれません。これ
は社会学者のΰフマンが提এした֓念で、「面子」や「対面」をよ
り日常的にଊえたものを指します。あらゆる社会場面に我々はそ
れぞれのフェイスを通して参加しています。私で言えば、「精神科

学ੜ૬談͔ࣨΒ ड෇૭ޱɹɹ�29�����241�
ి࿩૬談ɹɹ�29�����24��

いった社会的意味がありますが、それを実行している個人に対して
も大きな成長をଅすものであると考えております。研究を通じて身
につけた論理的思考力・プレθン力・೜଱力などは、たとえক来の生
業が研究でなくとも大いに役立つことでしょう。そういう意味では
人生の貴重な２年間を研究生活に費やすというのは、非常に価値
のある選୒だと思います。ぜひ本稿以外にも様々な情報を集めて、
研究生活について具体的なイメージを௫んでください。

部３年生の方々、またその保護者のみなさまにとって本稿が有意義
なものとなれば޾いです。
　さて、大学院入試といいますと研究科・専߈毎にҧいはございま
しょうが、大半は「研究」というものにまだຆど触れたことがない時
期に๚れるのではないでしょうか。
　本稿を通じて、現在大学院への進学を考えている方に向けまして
研究生活とはどのようなものであるか、その一例として私の考えを
記載しておこうという次第でございます。
　研究室に配属されてまだ８ヶ月ほどの私ですが、研究には自分の
考えている以上に様々なフΝクターがབྷんでおり、非常に難しい反
面やりがいのあるものであると感じております。஝えた知識を活かし
て実験をすることはもちろん、それをスライド形式にまとめたり、人
前で発表したりといった「఻える」ということがとても大切で、それが
思った以上に難しいことを௧感しております。研究には知の୳求と

৘ใ学群৘ใՊ学類
４年

ॅ୩༤थ

　初めまして、来年度よりシステム情報工
学研究科コンピュータサイエンス専߈に進
学することとなりました、ॅ 谷༤थと申しま
す。特に大学院進学を考えておられます学

σスクڀݚ

うなると、いくらかの֮悟が必要になります。本当に教तを目指すの
か、ത士前期課程修ྃ時にब職するのかくらいは、そろそろ決அし
ないといけません。大学院に進学した後は、まずは今の研究室での
研究を中心としてক来自分がどのような研究者になりたいのかをಥ
き٧めていければと思っています。
　高専の同期の多くがब職し、自分で生活している中、自分のやり
たい道を進ませてくれている྆親にはとても感謝しています。今後も
この気持ちを忘れずに、自分の道を求めていけたらと思います。

フラーϨン・φノνϡーϒ・グラフェン学会΁
Ճしたͱ͖のϙスターࢀ

ক来研究職につくことを目標としていたためです。研究職といっても
様々ですが、自身の専門性を生かす形で職につくには、最低ݶ大学
院を出ておく必要があるのが一般的です。なので、入学するࡍには
既に大学院に進学することは決めていました。
　このように書くと、まるで当時から๻がক来何をしたいか具体的
に決まっているようにも見えますが、実はとてもയવとしていて、何
を研究したいのかも不確かなまま編入しました。というのも๻は高
専では機ց工学を専߈しており、物理を具体的にษ強しだしたの
は筑波大学に編入してからでした。編入してから、少しずつやりたい
ことの方向性も見えてきた気がしますが、やはりまだよく分かりませ
ん。大学院試験は、少しなめてかかっていたため、かなりةなっかし
い感触でしたが何とか合格できました。
　๻は今、より具体的には教तや高専の教員という形で、ڵ味の持
てる研究を続けていくことが出来ればいいと思っています。そのた
めには大学院のത士後期課程に進むことが必要となってきます。そ

理工学群物理学類
４年

౻Ҫؙ߁

　๻は大部分の学生と少しҧい、３年生か
ら編入してこの大学に入りました。๻はそ
れまで高専で学んでいましたが、高専ଔ業
時にब職せず筑波大学に編入した理由は、

大学Ӄਐ学ใࠂ

2 年ੜɹ̞͞Μ
　体育専門学群２年生の̞さんはトライアスロン部に所属しています。体育専門学群では部活動の時間を確保するため、基本
的に６16）ݶ 時 45 分～ 18 時）の時間ଳのत業がありません。そのため、週̑日の朝練や༦方の部活動があっても、自分で
自由に使える時間を確保でき、त業課題に取り組んだり、アルバイトをする余༟があります。土日の午後なども趣味の時間に
ॆてることが可能です。

月 火 ਫ 木 金 土 日
6 ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾
7 朝練 朝練 朝練

練習
練習8 朝৯ 朝৯ 朝৯

9
त業 त業 त業 त業 त業

朝৯
10
11 ன৯
12 ன৯ ன৯ ன৯ ன৯ ன৯
13

त業 त業
त業

त業 त業
ミーティング ன৯

14 練習
15
16 練習 練習
17 委員会活動
18

委員会活動
バイト

練習 委員会活動
バイト

༦৯風࿊

バイト
19

バイト20 ༦৯風࿊
21 ༦৯ ༦৯
22 風࿊等 風࿊等23 ༦৯風࿊ ༦৯風࿊ ༦৯
24 ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾ 風࿊
1 ਭ຾

� 年ੜɹ̣͞Μ
　知識情報・図書館学類３年生の̣さんは、これまで所属していたサークルを引退したため、ゆとりを持った生活をしています。
一週間の多くの時間を趣味のラジオ聴取や離れた友人と LiOe や SkZpe でお஻りする時間にॆてています。日付が変わる時間
ଳから始めるためब৸時間が不規ଇになっており、朝起きる時間がまちまちになっているのが特௃です。

月 火 ਫ 木 金 土 日
6 ਭ຾ ਭ຾

ਭ຾ ਭ຾

ਭ຾
ਭ຾ ਭ຾7

8 朝৯ 朝৯
9

त業 त業 त業
朝৯

10 朝৯ 趣味
11 朝৯
12 ன৯ ன৯ 趣味 ன৯ ચ୕ ன৯
13 休ܜ

त業 θミ त業

त業 ങい物14

त業
ன৸15

त業
ன৯

16

委員会活動
त業17 ༦৯

18

友人と༡ぶ19
委員会活動

༦৯
委員会活動

友人と交流

20 ങい物
課題21 ༦৯

22 ༦৯

友人と交流23 ༦৯ 友人と交流24 ਭ຾ 趣味 趣味 友人と交流1 ਭ຾ ਭ຾ ਭ຾

　ここでは、筑波大生が実ࡍにどのような生活を送っているのか、とある学生２名の一週間を紹介します。今回は秋学期̗モ
ジュール（11月～12月）です。

学ੜのҰि間

　12月９日及び10日に、平成29年度課外活動団体リーダー研修
会が国立੺城੨少年交流のՈで実施されました。この研修会は、
文化系サークル連合会・体育会・芸術系サークル連合会に属する
部活動・サークルの責任者や役員が集まり、組織や団体のあり方や
意義について学ぶ行事です。私ども実行委員会は2017年１月から
内容について話し合ってまいりました。本年度は非常に寒い中での
開催でしたが、他団体が少なかったこともあって講ಊその他多くの
活動場所が確保でき、快適で有意義な研修が行えたと思っており

リーダーݚम会をऴ͑て
ます。
　課外活動団体リーダー研修会は、皆様のご寄ෟをもとにした筑
波大学紫峰会基金より援助金40万円を支援していただきました。
学生の宿ധ費の軽減や研修会の内容にかかる費用として大変有効
に使わせて௖きました。ご支援、੣にありがとうございました。

（寄稿／平成29年度課外活動団体リーダー研修会実行委員会
実行委員長　増本ॣ一・応理３年）

　平成29年11月、本学大学会館において、キャリア・インタビュー
2017を開催しました。
　キャリア・インタビューは、学生のキャリア形成及び進࿏選୒・ब
職活動支援の一環であり、学群・大学院のଔ業生・修ྃ生や、東京
地۠の社会人大学院現役生などの本学の多様な人たち等をインタ
ビュー相手として、平成17年から現在まで継続している交流イベン
トです。
　社会人との交流の中で、生きた経験やキャリア観を得て視野を広
げ、ক来について考えを深めるとともに、社会に出る前の大学生活
を有意義に過ごし、自らの進࿏選୒やब職活動に取り組むきっか
け作りとなればというૂいがあります。
　イベントは、社会人１名と学生数名のグループに分かれ、グルー
プを変えてෳ数回の交流を行う形で進みます。これにより学生は、
３～４名の社会人とじっくり話す機会が得られることになります。
　学生は、進࿏選୒やब職活動に関する೰みがある、OB・OGだか

Ωャリア・インλϏュー
らこそ聞けるリアルな話を聞きたい、多様な経験や価値観に触れて
自分の幅を広げたい、などの理由で参加しており、グループ内では
社会人や学生自らのキャリア等に関する質問や話題が܁り広げら
れます。終ྃの੠掛けを行ってもなかなか話が止まらないほどの盛
り上がりが、毎年のޫܠとなっています。
　学生からは、多様なバックグラウンドを持つ社会人と話をする中
で、自分の強みや࣠を再発見できた、ক来に対する視野や選୒ࢶが
広がった、モチベーションが高まり有意義だった、などと好評を得て
います。
　また、ここでの気づきを経て、自ݾ分ੳや業ք研究を深める、専門
分野の学修や研究に一層力を注ぐ、など明日からの具体的なアク
ションにܨげていこうという感想も多く聞かれます。
　学生部ब職課では今後も、多くの学生にこのような機会を提ڙ
することを通して、学生のキャリア形成及び進࿏選୒・ब職活動の
支援に努めたいと考えています。 （寄稿／学生部ब職課）

写真্͔ࠨΒɿڞ௨఺୳しήーϜをܥ͏ߦผ会ࢀՃ ʢऀ体ҭ会ʣʗࢀՃऀ全員にΑる集合写真
サークル࿈合会ʣܥผ会の様子ʢจԽܥた人間日本஍ਤʢӈ্͔Β๺ւ道ʣʗͬ࡞Ճऀのग़਎஍ผに集·Γࢀ

留学৘ใΩャンύスχュース

　本学は、開学以来、「開かれた大学」という理念のもとに、国ࡍ交
流を積極的にଅ進してきました。また、本学のミッションとして、「地
球規模課題の解決に向けた知の創଄とそれを牽引するグローバル
人材の育成」を掲げています。その結果、現在では66ϱ国・地域の
大学や教育研究機関と345に及ぶ協定を結んでおり、例年4
000
人以上の留学生を受け入れ、2
000人以上の学生を海外へ೿ݣし
ています。
　しかし、グローバル社会が大学に求めている国ࡍ化は日々ෳࡶ
化し、あらゆる分野で世քにݙߩできるグローバル人材が必要とさ
れています。このニーズの変化に対応するため、本学は多様な教育・
研究の国ࡍ交流プログラム等を準備してきました。教育面では、ै
来の大学の国ࡍ化の主流となっていた交流協定に基づいた学生の
交流に加え、ダブル・ディグリーやジョイント・ディグリー、サーティ
フィケートत与等を組み込んだ共同教育プログラム、インターン
シップやフィールドϫークを含めた国ࡍ交流プログラム等を積極的
にਪ進しています。

　以下に、本学の留学制度について、簡単にご紹介します。
留学׵ަ˗
　本学と学生交流協定を結んでいる海外の大学（以下「協定校」）
に、所属教育組織の長のڐ可を得て留学することを「交換留学」と
いいます。
　交換留学の場合、留学期間は本学の修業年ݶおよび在学年ݶに
編入され、留学先で取得した単位は、教員会議等の議を経て、一定
条件のもとで本学のଔ業要件単位として認められます。さらに、त
業料相互不௃収の取り決めがある協定校では、留学先大学でのत
業料は不௃収となります。留学期間は1学期～1年（最大2年）です。
˗CBNpVT�JO�CBNpVT	CJC
 
　CampVs-iO-CampVs(CiC)とは、CiC協定を締結した海外の大

～ (P ACSPBE � ～

筑波大学では学内外からの各種経ࡁ支援により、学生の海外留学・海外೿ݣを後ԡししています。

˔筑波大学ւ֎留学ࢧԉۀࣄ ͸ばた ʂ͚筑大ੜ
ᶃڠྲྀަࡍࠃఆ׵ަߍ留学ࢧԉϓϩグϥϜɹ

本学と海外の大学等との間で締結された学生交流協定に基づき、海外の大学等に留学する者を対象に、滞在費の一部を支援します。　
（月ֹ上80ݶ
000円）

ᶄΩャンύスインΩャンύス（CJC）等ࢧԉϓϩグϥϜɹ

CiCパートナー大学、ຢはダブルディグリープログラム、ジョイントディグリープログラム（DDP等）を実施する大学との間で締結されたプログラ
ムに基づき、海外の大学で学修、調査、研究を行う者を対象に、ཱྀ 費の一部を支援します。　（上150ݶ
000円）

ᶅւ֎෢者मࢧߦԉϓϩグϥϜɹ

優れた企画と発表能力を持って海外に出向き、現地での活動を行う者により任意結成された学生グループ（数人～7人程度）を対象に、ཱྀ 費の
一部を支援します。　（1人あたり上200ݶ
000円）

ᶆւ֎学会等ࢀ加ࢧԉϓϩグϥϜɹ

海外で開催される国ࡍ学会、シンポジウム、研究集会へ出席して、研究発表を行う者を対象に、ཱྀ 費の一部を支援します。　（上150ݶ
000円）

ᶇޠ学ݚम・ւ֎ݚमࢀ加ࢧԉϓϩグϥϜɹ

本学主催または共同して海外において開催する語学学習を伴う研修プログラムまたは専門科目に関する学修、調査・研究などに参加する者を
対象に、ཱྀ 費の一部を支援します。　（1人あたり上100ݶ
000円）

˔筑波大学ج金։学4��1�1प年ه೦ื金ւ֎留学ࢧԉۀࣄ

協定校に短期間（1年以内）留学する学生に対して঑学金による支援を行います。　（月ֹ100
000円及び౉ߤ費の一部）

ԉ੍度 トϏλςʂ留学+A1A/೔ຊ代表ϓϩグϥϜࢧಇւ֎留学ڠ民׭˔
。されますڅ民協ಇの海外留学支援制度として平成26年度からスタートしたプログラムで、自ら考えた留学計画に対して঑学金が支׭

（月ֹ60
000～160
000円）

˔೔ຊ学ੜࢧԉػ構（+ASSO）ւ֎留学ࢧԉ੍度（ڠఆ೿ݣ）
教育組織等が実施するプログラムにより、8日以上1年以内の期間協定校に೿ݣされる学生に対して、JASSOが঑学金を支څする制度です。

（月ֹ60
000～100
000円）

ւ֎留学のたΊのࢧࡁܦԉҰཡ

学と筑波大学との間で、学生、教員、研究者、職員が大学のนをӽえ
て活動するために、相互に、研究教育環境をキャンパス内に取り込
み利活用することを目指します。2017年12月現在で6ϱ国・地域の
大学と7協定を結んでいます。
　CiC大学において「科目ジュークボックス」にొ࿥されている科目
は本学の開設科目として履修でき、取得した単位はଔ業要件単位
として認められます。また、留学先大学のत業料は不௃収となりま
す。留学期間は1学期～1年です。
˗୹期ւ֎ݚम
　本学の教育組織等が実施する海外研修プログラムに参加するも
のです。内容は語学研修、専門的な講義の受講、海外での実地研修
等プログラムによって様々です。プログラムによっては本学の開設
科目として実施され、単位が付与される場合があります。またɼ参加
費・受講料が必要となる場合があります。留学期間は1週間～1ヶ
月程度が多くなっています。夏季・春季休業期間中に実施されるプ
ログラムもあります。

（QRコード）大学)P-国ࡍ-グローバル・コモンズ機構

　本学が目指すグローバル人材は、「確ݻたるアイデンティティー
とे分な専門性を持ちながら多様性を活かすॊೈ性を発揮し、あ
らゆる国、組織や分野のนをӽえ、協力関係を構ஙし、グローバル
な活動を牽引できる人材」です。本学の学生には、ぜひ在学中に本
学が提ڙする国ࡍ交流プログラムにチャレンジして、グローバル社
会にݙߩできる能力を身に付けていただきたいと思います。

グϩーバル・ίϞンズػ構
学ੜ部 学ੜަྲྀ՝

「紫峰の風」は学生生活の様子や活動の報告を、紫峰会基金協力者の皆様におಧけする広報誌で、ࢴ面の企画や記事の取材等は学生
広報会議や広報部会の学生が実施しています。この名称には「筑波の峰から吹き降りる風に、我々の活動への想いを৐せて、全国の皆さ
まのもとへとおಧけする」という意味が込められております。

ʵ಺༰ʵ
キャンパスニュース、課外活動団体構成員数一覧

 ʜʜ １ท学生相談室から、ۅの葉日記、筑波大学の風ܠ

留学情報、学生の一週間
大学院進学報告、ଔ業式・入学式のご案内

 ʜʜʜʜʜ ２ท

特集：広い筑波大学マップ�宿ࣷ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ３ท

芸サ連、体育会、全代会、文サ連活動紹介 ʜʜʜʜʜ ３ɼ４ท

今ޙのओͳ༧ఆ（変更になる場合があります）
春季休業 ２月17日～４月̑日
　同（東京キャンパス・໷間） ２月14日～４月６日
ଔ業式・大学院学位記त与式 ３月23日
　同（東京キャンパス・໷間） ３月24日
入学式 ４月６日
　同（東京キャンパス・໷間） ４月７日
新入生歓迎祭本祭 ４月６日
新入生オリエンテーション(学群) ４月６日～11日
新入生オリエンテーション(大学院) ４月６日～９日
　同（東京キャンパス・໷間） ４月７日
त業開始(大学院・東京キャンパス・໷間) ４月10日
त業開始(学群) ４月12日
春季スポーツ・デー ̑月12日、13日

　11月18日と19日に第41回秋季スポーツ・デーが開催されまし
た。１日目はఱ気が崩れてしまいましたが、みんなの強い思いがಧ
いたのか、２日目はॵさを感じさせるほどの快晴となり、最高のス
ポーツ・デー日和となりました。Ԇべ4
989人もの方に参加してい
ただけたこと、参加者の皆さんのたくさんの笑顔を見られたことを
大変喜ばしく思います。
　また、第41回スポーツ・デー開催にࡍし、筑波大学紫峰会基金よ
り、援助金100万円のޚ支援をしていただきました。学内スポーツ
活動のৼڵに寄与するため、そして多くの学生・教職員にスポーツ

ळقスϙーπ・σーをऴ͑て
を楽しんでもらうために有効に使わせていただきました。
　来年度以降もより良いスポーツ・デーを目指し、委員一丸となっ
て頑張っていきますので、変わら͵ご支援のほどよろしくお願い致
します。

（寄稿／第41代スポーツ・デー学生委員会委員長
　ඦ੉࠼・創成３年）

写真্͔ࠨΒɿ学生ҕ員会اըʮνャンバラ合戦ʯをָしΉࢀՃऀʗਖ਼ࣜछ໨ʮサッΧーʯの試合でのҰນ
ਖ਼ࣜछ໨ʮӺ఻ʯでタスキを౉したॠ間ʗด会ࣜޙɺ಑্͛͞Εる第�1୅スϙーπ・σー学生ҕ員会ҕ員長
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ダンス部
　筑波大学ダンス部は現在19名部員がおり、体育専門学群の
みならず、様々な分野で学んでいる学生が集まって活動してい
ます。今年度は、８月の第30回全日本高校・大学ダンスフェ
スティバル(神戸)において神戸市長賞を受賞し、さらに９月の
アーティスティック・ムーブメント・イン・トヤマ2017にお
いて特別賞及び北日本新聞社賞を受賞しました。これも先生方
をはじめ、先輩方や保護者の方々の支えがあったからこそ成し
遂げることができたと思っております。
　３月17日(土)には第55回になる自主公演を開催致します。
今年度の活動を締めくくる一大行事となるので、必ず成功させ
るよう尽力して参ります。

　（寄稿／ダンス部主務　鈴木亮祐・知識３年）

剣道同好会
　筑波大学剣道同好会は本大学の前身である東京教育大学の頃
より存在する、長い歴史を誇る団体です。本団体の目的は、剣道の
稽古を通して心身を錬磨するとともに、それを通じた会員同士の親
睦を深めることです。
　平常時は週３回の通常稽古に取り組んでいる他、冬期には早朝
からの寒稽古を、夏季・春季の長期休暇期間には午前から午後に
及ぶ集中稽古や数日をかけての合宿を行っています。私たちはこれ
らの稽古に取り組む中で各々の改善すべき課題を見つけ互いに教
え合い、時には大会にも臨んでいます。
　また、より親睦を深めるために全員で楽しめるイベントの企画や、
時折スキー等のような娯楽に出掛けるといったことも行っています。
この性質上、趣味としての剣道を望む人々が多く所属する傾向があ
り、個性豊かな人々が混ざり合った賑やかな団体です。

（寄稿／剣道同好会主務　東谷一熙・資源３年）

第 30回全日本高校・大学ダンスフェスティバル (神戸 ) 2017 年度　夏合宿にて

医学アイスホッケー部
　医学アイスホッケー部は現在プレイヤー22名マネージャー24
名の総勢46名で活動しており、主に火曜木曜の週２回、氷上練習
をしています。それに加え全学アイスホッケー部や他大学の練習に
参加したり、陸上でのトレーニングやウエイトトレーニングなどを行
い、日々チーム力向上に向け活動しています。また、練習のビデオや
試合のビデオをマネージャーが撮影しており、プレイヤーはいつで
も自分のプレーを確認し反省することができ、これもチームとしての
成長につながっています。2017年は関東医歯薬科大会、全日本医
師薬科大会では優勝を収めることができましたが、最大の目標であ
る東日本医科学生総合体育大会（以下、東医体）連覇は果たすこと
ができず、悔しくも４位という結果に終わりました。2017年は再び
東医体優勝をはじめその他の大会でも優勝できるようこれからも
部員一同頑張っていきたいと思います。

（寄稿／医学アイスホッケー部代表　松本広成・医学４年 ）

医学バスケットボール部
　私たち医学バスケットボール部は、現在39名で活動しています。
練習は週３回、主に第２体育館にて行っています。分解練習・ゲーム
練習の中で部員同士で積極的にコミュニケーションを取り合うこと
を日々意識しています。また、近年はマネージャーの人数も増え、良
い雰囲気で練習を行っています。出場する主な大会として、春・秋の
医学系の大会、冬に行われるつくばカップ、そして夏の東日本医科
学生総合体育大会（以下、東医体）があります。この中でも、東医体
は最も規模が大きく、東医体ベスト４を目指して今年度も練習して
います。今年度の春大会では１回戦敗退、東医体ではベスト８とい
う悔しい結果でした。しかしここで立ち止まらず、秋以降も再び東医
体ベスト４という目標を掲げて、日々努力しています。

（寄稿／医学バスケットボール部　高橋尚揮・医学３年）

東医体の試合の様子 2017年秋季関東医科学生大会での集合写真

アメリカン・フットボール部
　私たちアメリカン・フットボール部は、関東学生アメリカン・フット
ボールリーグ１部昇格を目標に日々活動しています。昨年は、株式
会社ドームとの提携など様々な良い変化があり、最先端のアメリカ
ンフットボールの知識と技術、また、安全対策などを取り入れること
ができました。現在はトレーニングの時期でフィジカルの強化に力
を入れています。ウェイトのマックス値などは年々上がっており、そ
れに伴って結果も残せるようになってきました。昨年の結果は２部
リーグ３位と、近年で最も良い成績を残すことができました。
　たくさんの方々に支えられ、追い風が吹いている今年こそは１部
昇格を果たすべく、今までの取り組みを見直し、良いところは伸ば
し、悪いところは改善して行きたいと思います。今年も応援よろしく
お願い致します。

（寄稿／アメリカン・フットボール部主務　熊澤拓喜・社会４年）

関東リーグ秋季リーグ第 6戦の武蔵大学戦でボールをキャリーするRB( ランニングバック )

女子サッカー部
　女子サッカー部は、現在１～３年生の16名で活動していま
す。一時期は体育専門学群の学生がほとんどを占めていました
が、現在は体育専門学群以外の学生も多く所属し、人数は少な
いながらも活気のある部活です。むしろ人数が少ないからこそ
一人ひとりとのコミュニケーションが多く、先輩後輩関係なく
誰とでも仲が良いです。
　昨シーズンは参加している関東大学リーグ、関東リーグとも
に降格してしまい、今シーズンは２部でリーグ戦がスタートし
ます。
　決して簡単な試合はないと思いますが、苦しくてもサッカー
を楽しむ気持ちや、応援してくださっている方々や支えてくだ
さっている方々への感謝を忘れることなく、選手とスタッフが
一丸となって１部昇格という目標に向かって精一杯戦います。

（寄稿／女子サッカー部主務　轟晴奈・体専３年）

2017 関東リーグ

体育会活動紹介 ～体育会をもっと知りたい～

全学学類・専門学群代表者会議活動紹介 ～全代会をもっと知りたい～1年間を振り返って

懇談会の風景発言する玉川副学長

　今年度の副学長等と全代会構成員との懇談会（以下、副学懇）
は、12月６日に行われました。副学懇を一言で説明すると、「学生
と教員の意思疎通の場、大学の意思形成過程における学生の意
向反映の場」です。これは毎年末に行われ、全学レベルでの学生
の要望を共有する大切な会と位置付けております。
　さて、今回われわれ全代会から提出した議題は「全代会の制度
疲労の改善」というものです。今年度で42年目を迎える全代会に
一部制度疲労を感じ、今後の運営を効率化、負担軽減化していく
ために提案しました。具体的に説明すると、現状全代会では、会
議における構成員の出席率の低下、学内での存在意義の不明瞭
化などの問題を抱えております。原因として考えられるのが、全
代会構成員自体が、全代会で自ら活動することを負担に思い、メ
リットを感じられなくなっているのではないかということ。大学や
学生全体には寄与できても、全代会で活動する個々人にとって直
接得られる恩恵が少ないのではないかということです。活動にあ
る程度の時間を要するため、アルバイトや部活動・サークルに注
力できない構成員もいます。また、一部の業務で形骸化が発生し、
本来やるべき業務ができずにモチベーションを失っている構成員

もいます。これらを踏まえ、まずは全代会構成員にとって活動する
意味のある組織にしたいというのが想いです。
　提案の内容は、大学運営支援や役割を超えた業務の削減、下
部組織である学園祭実行委員会（以下、学実委）やスポーツ・デー
学生委員会との関係の改善などを大学側と協議しました。その上
で現在は、学実委の制度変更や学類毎の新入生歓迎活動への支
援変更、一部大学運営支援の削減などを行い、より効率良く全代
会の本質である「学生目線から学生の生活環境、教育環境を討議
し、大学側に提出する」活動を行える体制を整えております。また、
全代会構成員のモチベーションが保てるよう、納会の開催も企画
しております。
　今回の副学懇では、全代会の制度疲労を解消し、全代会構成
員自体が積極的に活動を頑張ろうと思えるような組織を作るため
の第一歩を踏み出せたと考えております。言葉だけの「やりがい」
ではなく、構成員自身にとって真に意味を見出せる組織になって
いってほしいと願うばかりです。
（寄稿／全学学類・専門学群代表者会議議長

　鈴見祐悟・物理３年）

副学長等と全代会構成員との懇談会

[委員会紹介]
・活動目的
　調査委員会は、学内における諸問題を各学生組織や個人から吸
い上げ、教育環境委員会、生活環境委員会、全代会座長団と連携し
て解決するためにアンケート等でデータを調査、収集する活動をし
ています。
・活動頻度
　毎週火曜日の18時30分からミーティングを行っています。
[活動紹介]
・今年度までの活動
　昨年度までの調査委員会は、人数不足や調査方法の不確立に
よる調査内容の偏りが課題となっていました。そこで今年度は、平
常通り学内の問題の発見及び調査の活動をしつつ、学生全体から
意見を吸い上げられるような機構作りを並行して行いました。また、
人数不足の解決策として、試験的に教育環境委員会・生活環境委
員会と合同でミーティングやアンケート集計を行いました。
　平常の活動では、
　・第二エリアのチャイム鳴動時刻のズレについて
　・学類ラウンジのロッカーについて
　・講義の履修条件、出席評価について
　・学内冷房の運転期間について
　・一部の学類の無料印刷枚数の減少について

　・クラス制度、Web掲示板の効果について
　・クラス代表者会議、全代会の認知度について
　・春日エリアの放置自転車について
　・学生生活課の認知度について
の調査を、アンケート調査や実地調査などにより３委員会合同で
行いました。その結果改善すべきであると判明した問題に関しては、
学生生活課への交渉などにより解決しています。
　また意見吸い上げの機構作りの活動では、全ての学生が調査
委員会へ直接意見を送るフォームの整備をしています。今年度中
にQRコードつきポスターの設置、広報委員会と連携して全代会
Twitterアカウントでの告知などを行う予定です。
・来年度の目標
　来年度は意見収集、調査の仕組みを安定させ、学内の問題解決
に集中できるようにすることを目標とします。
　今年度行った教育環境委員会・生活環境委員会と合同での活動
は、結局活動が各委員会のものに分離してしまったことから来年度
は行わない予定です。代わりに１年生を多数迎え入れ、各委員会が
独立して活動できる規模になるよう努めてまいります。また座長団
との連携もあまり取れていなかったため、難しい問題は意見聴取会
や本会議で取り扱えるような形にしていきたいと考えています。

（寄稿／全学学類･専門学群代表者会議調査委員会委員
相川さくら・創成１年）

調査委員会

芸術系サークル連合会活動紹介 ～芸サ連をもっと知りたい～

筑波文学の会
　筑波文学の会は週に一度、自作の小説や詩を持ち寄り互いに批
評し合う合評を活動の基本とし、その集大成として年に2回、機関
誌「筑波文学」を発行しています。合評においてはただ作品を評
価するのみに留まらないよう、その作品に足りないものはなにか、
余計な部分はないか、など次の創作をより良いものにしようとい
う観点で議論を行っています。また、冊子の発行に当たっても、作
品の合評・改稿、選考会による掲載作の選定、細かい文章表現を
修正する編集会などを行い、質の向上を目指しています。その甲斐
あり、会員数は少ないながらも一定の質を保った冊子を発行でき
ているものと自負しております。もちろん、それなり程度で満足せ
ずに、よりよいものを、と求めなければなりませんが。
　文学の会内部の活動だけでなく、大学内、大学外の交流にも手
を広げています。大学内で、昨年度は漫画研究会さんと、今年度
は図画団さんと、それぞれの持ち寄った絵を題材に小説を、小説
を題材に絵を、という形で合作企画を行い冊子の発行や学園祭
における展示を行いました。また大学外へのアプローチとして、文
学フリマ（文学を自称する同人誌の即売会）への出展も行いまし
た。文学を志す人口の減少に伴い、少数精鋭とならざるをえなか
った筑波文学にとり、サークル外部の方々との交流が、会員それ
ぞれの文学観や創作の種類を問わない芸術観を広げる場として、
また筑波文学の読者を増やす場として機能すればと望んでおりま
す。

（寄稿／筑波文学の会　岡田岳陽・地球３年）

歌留多部
　歌留多部は、文化系サークル館和室で週３日活動していま
す。部員は50人弱で、高校生の時からかるたをしている人も
いますが、多くは大学でかるたを始めた初心者です。
　私たちの目標は、毎年８月に行われる大学選手権と３月に行
われる職域学生かるた大会という団体戦で上位に進出、そして
優勝することです。そのため、大会前は合宿や集中練習をし
て、精神・技術の強化を図ります。また、個人戦は全国各地で
行われており、昇級・昇段を目指して多くの部員が遠征をして
います。そして何より、一番大切なのはかるたを楽しむことで
あり、練習の合間に笑顔が飛び交う雰囲気を大切に、これから
も部員一同活動していきたいと思います。

（寄稿／歌留多部会長　姫氏原慎也・社工２年）

大会での競技の様子

つくば鳥人間の会
　つくば鳥人間の会（通称TBW）は、毎年夏に琵琶湖で開催
される「鳥人間コンテスト」でお馴染みの人力飛行機を製作し
ています。人間ひとりを飛ばすための機体には軽量かつ丈夫な
カーボン素材が使われており、全長30mでありながらその重
量はたったの35kg。総工費200万円にものぼる、社会人も顔
負けの一大プロジェクトです。人の命を飛ばすという重圧は勿
論ありますが、１年かけて仲間と協力しながら作り上げた機体
が飛ぶ瞬間は何物にも代えがたい大切な経験になります。今年
も来たる鳥人間コンテストに向けて機体製作中です。会員一同
懸命に作業に励んでおりますので、今後とも保護者の皆様の応
援をよろしくお願い致します。

（寄稿／つくば鳥人間の会代表　真下広輝・工シス２年）

飛び立つ前の様子

ミュージカル集団ESSASSA
　ミュージカルのサークルというと珍しがられることも多いですが、
私たちミュージカル集団ESSASSAは現在約60名で活動していま
す。
　年に２、３回行う公演では、既存のミュージカル作品を上演する
こともあれば、団員が脚本を書いたオリジナル作品を上演するこ
ともあります。公演に出演するキャストは約３ヶ月間、毎日のように
練習を重ねて本番を迎えます。また、舞台監督・舞台美術・照明・
音響・衣装メイク・小道具などなど、一言にミュージカルといっても
様々な種類のスタッフの力で成り立っています。サークルの魅力は
それぞれが自分の得意な事・好きな事を活かして舞台を作ることが
できることだと思っています。

（寄稿／ミュージカル集団ESSASSA 11期座長
関尾湖富・心理３年）

2017 年秋公演キャスト・スタッフ

劇団筑波小劇場
　劇団筑波小劇場、通称：筑小（つくしょう）は、個性豊かな団員か
らなる筑波大の演劇サークルです。新歓公演や学園祭での学祭公
演など年に４回の学内公演のほかに、その年々で夏公演や冬公演
を行っています。活動内容は幅広く、役者や演出はもちろん、照明・
音響などの裏方役職や、制作や舞台監督といった事務的な役職な
ど、一つの舞台を作るために必要な役職すべてを団員で担っていま
す。お芝居のジャンルもコメディから抽象劇まで幅広く行います。学
生の方や、学内まで足を運んでくださった方々にお楽しみいただけ
るよう、日々練習と準備をしています。機会がありましたらぜひご観
劇ください。

（寄稿／劇団筑波小劇場座長　南沢季実香・生物２年）

新人公演の合間に撮影した劇団員たち

Neopolice

ピアノ愛好会
　筑波大学ピアノ愛好会です。当愛好会では、ピアノの練習だけでな
く、内輪コンサートやミーティングなどの定期的な活動や、コンサー
トの開催等を行っております。ピアノというと専らクラシック系の音
楽を演奏しているイメージが強いかもしれませんが、当愛好会では
ジャズやアニソン等、様々なジャンルの音楽や、連弾などに挑戦する
会員も多く、「ピアノ」というひとつの楽器を通して様々な音楽に触
れることができます。１月20日にはつくばカピオのホールにてNew 
Yearコンサートが行われ、多くの愛好会員が出演し、ピアノの演奏
を披露いたしました。また、上記以外にもサマーコンサート、学園祭
コンサートなどを定期的に開催しており、毎度多くのお客様にご来
場いただいております。コンサートの開催情報や日々の活動につい
て、詳細はピアノ愛好会のWebページをご覧ください。

(寄稿／ピアノ愛好会会長　橋拓海・物理２年)

コンサートでのピアノ演奏の様子

ジャグリングサークルSheep
　ジャグリングサークルSheepは、ジャグリングのパフォーマンス
やバルーンアートの作成等を行っています。普段の活動では、実に
多種多様なジャグリングの道具から各々好きなものを選んで練習
しています。春と夏に合宿も行なっており、好きなだけ練習ができ
る上、メンバー同士の友好も深められる良い機会となっています。
　また、外部からの依頼や春期の公演、まつりつくばや学園祭に
てパフォーマンスを披露したり、バルーンの販売・配布をさせても
らっています。
　ジャグリングは個人競技になりがちですが、不思議とメンバー
の仲は良く、互いにいい具合に影響し合えていると思います。きっ
と素敵なものをお見せできると思いますので、機会があれば是非
Sheepのパフォーマンスをご覧ください！
（寄稿／ジャグリングサークルSheep代表　日高達貴・生物２年）

学園祭にて大道芸をしているワンシーン

文化系サークル連合会活動紹介 ～文サ連をもっと知りたい～
CLOVER～難民と共に歩むユース団体～

　私たちCLOVER～難民と共に歩むユース団体～は、東日本入国
管理センターの被収容者の方々に寄り添うことを理念に掲げ、活動
しています。東日本入国管理センターは、難民申請の不受理など、
様々な理由で日本での滞在ビザが得られなかった方々が収容され
る、牛久市にある施設です。私たちは普段、その被収容者の方々の
ために、施設への面会活動やグリーティングカード、日本語学習教
材などの差し入れを行っています。また日々の活動と並行して、入国
管理センターの問題も含めた難民問題の啓発のために、イベントも
開催しています。その一環として、2017年の12月には、「なんみんフ
ェスティバル」を開催しました。
　なんみんフェスティバルの目的は、来場者の方に五感を使って難
民に関する問題・知識に触れてもらい、私たちが取り組む問題をよ
り身近に感じてもらうこと、そして自分なりの気づきを得てもらうこ
とでした。当日は、難民問題・入管の問題について各CLOVERメン
バーが様々な角度から取り組んだ展示や、難民支援協会の方など
ゲストを迎えてのトークショーを行い、来場者の方とメンバーがよ
り深くディスカッションできる場も設けました。来場者の方は、展示
やディスカッションを思い思いに楽しみ、難民問題・入管の問題をよ
り身近なものとして感じていただけたようでした。またメンバー自身
も、展示の制作やトークショーを通して新たな知見を得ることがで
きたようで、とても実りの多いイベントとなりました。

（寄稿／CLOVER～難民と共に歩むユース団体～
代表　柳沼茜音・心理２年）

第42期 運営委員長
古山 幹人（人文社会学群人文学類３年）

　12月31日の任期最終日に近づくにつれ
だんだんと任期最後となる定例の仕事が
増え、冬の寒さとともに少しの寂しさも感じ
ることが増えてきました。この運営委員長と
いう立場となってから1年が経ちますが、思
えばこの1年間はまさしくあっという間とい
うよりほかありませんでした。
　なんやかやで運営委員長となってからは文化系サークル連合会
の所属団体やその他諸団体にとっての益を常々考え行動するよう
にしてきたつもりでしたが、1年という期間は私のような愚才をもっ
てしては事を起こすにはあまりにも短く、諸団体のためには全くと言
ってよいほど何も為せなかったと思うばかりです。
　しかしその中でも文化系サークル連合会内の他の運営委員や学
生生活課の方々、その他大学職員の方々にも大いに助けられ、何と
か任期の最終盤、次の代に引継ぎを行うところまでやってくること
が出来ました。これらの方々をはじめとして私を支えていただいた
方々には感謝の念しかありません。
　さて、もう2018年からは次の第43期の運営委員の方々が文化
系サークル連合会の運営委員を担っていくこととなります。いくらサ
ークルの連合会といってもその運営を担っていくのは一人ひとりの
運営委員であります。次の代の運営委員らの手によって2018年も
文化系サークル連合会が更なる発展を遂げることを願って、最後の
あいさつとさせていただきます。1年間ありがとうございました。

文化系サークル連合会

第41代 委員長
久田 陽介（体育専門学群４年）

　一昨年、結成40周年を迎えた筑波大学
体育会は、次なる大きな節目である50周
年に向けて歩み出しました。そこで第41代
では、体育会のより一層の発展のためにも、

「支え合い」というスローガンを掲げ、体育
会構成員、団体の代表者、執行委員会、そ
して筑波大学体育会に関わる全ての人が協力する体制づくりを今
一度目指しました。
　本年度も多くの団体や個人が輝かしい成績を収めました。また成績
だけでなく、同じ時、同じ場所に集まった仲間たちとひとつの目標に向
かって切磋琢磨し、力を合わせた経験は、私たちを大きく成長させ、今
後の人生に欠かせない記憶となりました。このような素晴らしい体育
会活動は、主務や会計等のマネジメントの役割を担う学生の「支え」の
上に成り立っています。選手たちの血の滲むような努力はもちろん、そ
の裏で必死に支える彼らの苦闘にも同等の賞賛を送るべきだと思いま
す。これは、同好会の役員も同様です。この場を借りて、共に体育会を運
営した皆さんへ「お疲れ様でした」という言葉を送りたいと思います。
　さて今日の日本では、東京オリンピック・パラリンピックの開幕が
刻一刻と迫る中、大学スポーツの産業化に着手しました。しかし、今
後大学スポーツを取り巻く環境がどのように変化したとしても、主
役は私たち学生です。是非これまでの体育会活動の魅力を見失わ
ずに、今後益々発展してゆくことを祈っております。１年間、本当にあ
りがとうございました。

体育会

第41期 運営委員長
金子 真太朗（人間学群教育学類３年）

　芸術系サークル連合会（以下、芸サ
連）とは、芸術系の学生団体からなる
学生組織です。加盟団体の運営支援を
主に行っており、各加盟団体から1名ず
つ選出された運営委員によって芸サ連
は運営されています。
　去年の今ごろ、「芸サ連は組織として崩壊している」との先
代の言葉から、我々の任期が始まりました。約40年前、活動
に恩恵を得るために団体が連合し、団体の相互扶助による歴史
をもつ芸サ連は、運営委員が目的意識もないままに、まるで犠
牲者のように淡々と仕事をする組織へと変わり果てていまし
た。先代の40期がこういった組織の体質を問題視して懸命に
取り組んできたものを、我々41期も引き継いできたつもりで
す。
　そして、42期運営委員会も発足しました。新執行部の８名
は責任感も強く、1年間、芸サ連を牽引していってくれると思
います。また、芸サ連全体をみても、その雰囲気は年々良いも
のへ変わっていると感じます。彼（彼女）らが、また、それを
引き継ぐ後輩たちが、力強く自由を保持し続けていくことを願
っています。
　変化する芸サ連と、活躍する各団体に、今後ともご期待くだ
さい。

芸術系サークル連合会

平成29年度 議長
鈴見 祐悟（理工学群物理学類３年）

　今年度の全代会は、昨年度作り上げ
たノウハウを活用し、これまでに無い
企画や活動を行いました。例えば「学
長・副学長と筑波大学生との懇談会」
の開催。これは昨年６月に行った学長
と全代会構成員との茶話会において話
題に上ったのがきっかけで、筑波大学生が直接、永田学長や副
学長の方々に意見や要望を訴えかけられる機会を作ろうという
のが目的です。翌月７月に第1回を開催し、多数の学生が学長
や副学長と直接意見交換を行うことができました。さらに学生
側、大学側からの好評を受け、今年１月には第2回を開催する
こともできました。他にも文字数の関係で割愛させていただき
ますが、「入試制度変更にかかる新たなクラス制度の形態模
索」「全代会業務の見直し及び圧縮」「全代会の納会企画」な
ど、紹介したい有意義な活動はたくさんありました。
　我々全代会の役割は、筑波大学生一人ひとりの学生生活をよ
り良くしていくこと。実は昨年度に引き続き、私は２期連続の
代表として今年度も活動を進めてきました。形式や制度にとら
われずに全代会の本質を追求しつつ、２期目だからこその知識
やつながりを利用し、学生生活の質向上のため1年間活動して
まいりました。２年間議長を務めたからこそ、これらを進めて
いけたことも事実です。この２年間の賜物を後世に引き継ぎ、
より意味のある組織にしていってほしいと願っております。

全学学類・専門学群代表者会議

筑波大学ジャズ楽団が芸サ連に準加盟
　2018年より筑波大学ジャズ楽団が芸術系サークル連合会に準加
盟団体として所属した。当団体は2015年10月に一般学生団体として、

「ビッグバンドジャズを通じて音楽の喜びを追求するとともに、大規模
なエンターテインメントを研究していく」ことを目標に掲げて発足し、そ
れまでの半年間はBIGBAND PROJECTというつくばアクションプロ
ジェクト（T-ACT）団体として活動していた。
　現在の活動人数は36人で、男女比は半々程度。学群１年生から大
学院生まで幅広く所属している。
　毎年３月頃に行うリサイタルを目標としながら、毎週月・木・土曜日
の練習と不定期の依頼演奏を中心に活動している。今年度も20弱の
イベント等で演奏しており、活動範囲も県外へ広がった。

うT-ACT団体として活動していました。
　２年余りのサークル活動期間の中で、メンバーが増えてきて団体
としての運営も安定してきました。しかしその中で新たな問題も出
てきており、私たちは音楽活動を快適に行うことのできる環境が必
要であると考え、芸術系サークル連合会への加盟に至りました。私
たちのバンド名にある”Neopolis”というのは”新都市”を示していま
す。これは新都市であるつくば市を中心に活動していく中でつくば
市を盛り上げていき、皆様に応援していただけるような地域に根ざ
したバンドとなることへの思いが込められています。
　現在は平成29年度の集大成として３月10日に行われる第２回
リサイタルへ向けて日々練習をしていますが、これは次の1年への
第一歩でもあり、その後もずっと続
いていく私たちの活動のためには
紫峰会基金や沢山の方々によるご
支援・ご協力が不可欠であると思
います。まだサークルとして未熟な
点も多々あるかと思いますが、私た
ち筑波大学ジャズ楽団Neopolis 
BIGBANDへの多大なるお力添え
の程、よろしくお願いいたします。

（寄稿／ジャズ楽団バンドマスター
　石川廉・社工３年）

　初めまして。私たち筑波大学ジャズ楽団は筑波大学唯一のビッグ
バンドサークルで、Neopolis BIGBANDという名前でつくば市を
はじめ茨城県内を中心に活動しています。サークルとして発足した
のは2015年10月のことで、それまではBIGBAND PROJECTとい バンドマスター

共用棟から見た平砂宿舎の風景

追越宿舎から平砂宿舎に向かう通り

　平砂宿舎は、体育・芸術エリアのすぐ南に位置しています。平砂共用
棟には大浴場や食堂などの施設が備えてあり、学生は気軽に利用するこ
とができます。また、５月には宿舎祭（通称「やどかり祭」）が平砂を
会場として催されるため、当日は多くの人で賑わうことになります。

　追越宿舎は平砂宿舎を南に行った先に位置してお
り、医学エリアへのアクセスに都合がよいです。その
ため医療系の学生が多く入居している印象が強いで
す。共用棟の中には美容室や電気店がある。宿舎群に
囲まれた、ベンチの置いてある広場もあり、のどかな
空気を楽しむことができそうです。

　筑波大学は数ある大学の中でも広大なキャンパスを持つ国立大学で
す。多くの筑波大生は自転車やバスで講義棟を移動しています。ここで
は、多くの新入生が入居する宿舎や、自転車で移動する際に注意したい
キャンパス内のポイントを紹介します。

春日宿舎

一学～大学会館の合流地点

体芸エリアの通路
　春日宿舎は春日エリアの講義棟のすぐそばにあり、
主に春日エリアに通う学生や医学群の学生に利用され
ています。つくば駅に近いので、買い物しやすく交通
の便がいい宿舎だと言えるでしょう。

　体育・芸術エリアでは、通路の一部に駐輪場が設置
されています。その部分は道幅が狭くなっているた
め、大勢の学生が移動する授業間などは混雑しやすい
です。

一の矢学生宿舎共用棟

　一の矢宿舎の周りは豊かな自然に囲まれています。近くに
は兵太郎池や植物見本園があり、自然が好きな学生には適し
た立地です。共用棟には管理事務室の他、理容室や電機屋、
売店があります。一の矢宿舎は居住棟の数が他の宿舎よりも
多く、筑波大学の全宿舎居住棟の半分が一の矢学生宿舎にあ
ります。また、世帯用の棟や二人部屋などもあります。

　第二エリア、第三エリアの一部の地面はレンガにな
っており、雨天時は大変滑りやすくなっているため歩
行者も自転車も注意が必要です。

第二・三エリアの地面

広 い 筑 波 大 学
　第一エリアと大学会館エリアとの間にある合流地
点。授業間の移動の際は特に混雑するため、反対側か
ら向かってくる自転車に注意する必要があります。

　大学会館前には大きな坂が存在し、教室移動時など
は多くの自転車が狭い道を走っています。人が多い時
間帯は特に対向車や歩行者に注意を払って移動するこ
とが大事です。

+宿舎
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ダンス部
　筑波大学ダンス部は現在19名部員がおり、体育専門学群の
みならず、様々な分野で学んでいる学生が集まって活動してい
ます。今年度は、８月の第30回全日本高校・大学ダンスフェ
スティバル(神戸)において神戸市長賞を受賞し、さらに９月の
アーティスティック・ムーブメント・イン・トヤマ2017にお
いて特別賞及び北日本新聞社賞を受賞しました。これも先生方
をはじめ、先輩方や保護者の方々の支えがあったからこそ成し
遂げることができたと思っております。
　３月17日(土)には第55回になる自主公演を開催致します。
今年度の活動を締めくくる一大行事となるので、必ず成功させ
るよう尽力して参ります。

　（寄稿／ダンス部主務　鈴木亮祐・知識３年）

剣道同好会
　筑波大学剣道同好会は本大学の前身である東京教育大学の頃
より存在する、長い歴史を誇る団体です。本団体の目的は、剣道の
稽古を通して心身を錬磨するとともに、それを通じた会員同士の親
睦を深めることです。
　平常時は週３回の通常稽古に取り組んでいる他、冬期には早朝
からの寒稽古を、夏季・春季の長期休暇期間には午前から午後に
及ぶ集中稽古や数日をかけての合宿を行っています。私たちはこれ
らの稽古に取り組む中で各々の改善すべき課題を見つけ互いに教
え合い、時には大会にも臨んでいます。
　また、より親睦を深めるために全員で楽しめるイベントの企画や、
時折スキー等のような娯楽に出掛けるといったことも行っています。
この性質上、趣味としての剣道を望む人々が多く所属する傾向があ
り、個性豊かな人々が混ざり合った賑やかな団体です。

（寄稿／剣道同好会主務　東谷一熙・資源３年）

第 30回全日本高校・大学ダンスフェスティバル (神戸 ) 2017 年度　夏合宿にて

医学アイスホッケー部
　医学アイスホッケー部は現在プレイヤー22名マネージャー24
名の総勢46名で活動しており、主に火曜木曜の週２回、氷上練習
をしています。それに加え全学アイスホッケー部や他大学の練習に
参加したり、陸上でのトレーニングやウエイトトレーニングなどを行
い、日々チーム力向上に向け活動しています。また、練習のビデオや
試合のビデオをマネージャーが撮影しており、プレイヤーはいつで
も自分のプレーを確認し反省することができ、これもチームとしての
成長につながっています。2017年は関東医歯薬科大会、全日本医
師薬科大会では優勝を収めることができましたが、最大の目標であ
る東日本医科学生総合体育大会（以下、東医体）連覇は果たすこと
ができず、悔しくも４位という結果に終わりました。2017年は再び
東医体優勝をはじめその他の大会でも優勝できるようこれからも
部員一同頑張っていきたいと思います。

（寄稿／医学アイスホッケー部代表　松本広成・医学４年 ）

医学バスケットボール部
　私たち医学バスケットボール部は、現在39名で活動しています。
練習は週３回、主に第２体育館にて行っています。分解練習・ゲーム
練習の中で部員同士で積極的にコミュニケーションを取り合うこと
を日々意識しています。また、近年はマネージャーの人数も増え、良
い雰囲気で練習を行っています。出場する主な大会として、春・秋の
医学系の大会、冬に行われるつくばカップ、そして夏の東日本医科
学生総合体育大会（以下、東医体）があります。この中でも、東医体
は最も規模が大きく、東医体ベスト４を目指して今年度も練習して
います。今年度の春大会では１回戦敗退、東医体ではベスト８とい
う悔しい結果でした。しかしここで立ち止まらず、秋以降も再び東医
体ベスト４という目標を掲げて、日々努力しています。

（寄稿／医学バスケットボール部　高橋尚揮・医学３年）

東医体の試合の様子 2017年秋季関東医科学生大会での集合写真

アメリカン・フットボール部
　私たちアメリカン・フットボール部は、関東学生アメリカン・フット
ボールリーグ１部昇格を目標に日々活動しています。昨年は、株式
会社ドームとの提携など様々な良い変化があり、最先端のアメリカ
ンフットボールの知識と技術、また、安全対策などを取り入れること
ができました。現在はトレーニングの時期でフィジカルの強化に力
を入れています。ウェイトのマックス値などは年々上がっており、そ
れに伴って結果も残せるようになってきました。昨年の結果は２部
リーグ３位と、近年で最も良い成績を残すことができました。
　たくさんの方々に支えられ、追い風が吹いている今年こそは１部
昇格を果たすべく、今までの取り組みを見直し、良いところは伸ば
し、悪いところは改善して行きたいと思います。今年も応援よろしく
お願い致します。

（寄稿／アメリカン・フットボール部主務　熊澤拓喜・社会４年）

関東リーグ秋季リーグ第 6戦の武蔵大学戦でボールをキャリーするRB( ランニングバック )

女子サッカー部
　女子サッカー部は、現在１～３年生の16名で活動していま
す。一時期は体育専門学群の学生がほとんどを占めていました
が、現在は体育専門学群以外の学生も多く所属し、人数は少な
いながらも活気のある部活です。むしろ人数が少ないからこそ
一人ひとりとのコミュニケーションが多く、先輩後輩関係なく
誰とでも仲が良いです。
　昨シーズンは参加している関東大学リーグ、関東リーグとも
に降格してしまい、今シーズンは２部でリーグ戦がスタートし
ます。
　決して簡単な試合はないと思いますが、苦しくてもサッカー
を楽しむ気持ちや、応援してくださっている方々や支えてくだ
さっている方々への感謝を忘れることなく、選手とスタッフが
一丸となって１部昇格という目標に向かって精一杯戦います。

（寄稿／女子サッカー部主務　轟晴奈・体専３年）

2017 関東リーグ

体育会活動紹介 ～体育会をもっと知りたい～

全学学類・専門学群代表者会議活動紹介 ～全代会をもっと知りたい～1年間を振り返って

懇談会の風景発言する玉川副学長

　今年度の副学長等と全代会構成員との懇談会（以下、副学懇）
は、12月６日に行われました。副学懇を一言で説明すると、「学生
と教員の意思疎通の場、大学の意思形成過程における学生の意
向反映の場」です。これは毎年末に行われ、全学レベルでの学生
の要望を共有する大切な会と位置付けております。
　さて、今回われわれ全代会から提出した議題は「全代会の制度
疲労の改善」というものです。今年度で42年目を迎える全代会に
一部制度疲労を感じ、今後の運営を効率化、負担軽減化していく
ために提案しました。具体的に説明すると、現状全代会では、会
議における構成員の出席率の低下、学内での存在意義の不明瞭
化などの問題を抱えております。原因として考えられるのが、全
代会構成員自体が、全代会で自ら活動することを負担に思い、メ
リットを感じられなくなっているのではないかということ。大学や
学生全体には寄与できても、全代会で活動する個々人にとって直
接得られる恩恵が少ないのではないかということです。活動にあ
る程度の時間を要するため、アルバイトや部活動・サークルに注
力できない構成員もいます。また、一部の業務で形骸化が発生し、
本来やるべき業務ができずにモチベーションを失っている構成員

もいます。これらを踏まえ、まずは全代会構成員にとって活動する
意味のある組織にしたいというのが想いです。
　提案の内容は、大学運営支援や役割を超えた業務の削減、下
部組織である学園祭実行委員会（以下、学実委）やスポーツ・デー
学生委員会との関係の改善などを大学側と協議しました。その上
で現在は、学実委の制度変更や学類毎の新入生歓迎活動への支
援変更、一部大学運営支援の削減などを行い、より効率良く全代
会の本質である「学生目線から学生の生活環境、教育環境を討議
し、大学側に提出する」活動を行える体制を整えております。また、
全代会構成員のモチベーションが保てるよう、納会の開催も企画
しております。
　今回の副学懇では、全代会の制度疲労を解消し、全代会構成
員自体が積極的に活動を頑張ろうと思えるような組織を作るため
の第一歩を踏み出せたと考えております。言葉だけの「やりがい」
ではなく、構成員自身にとって真に意味を見出せる組織になって
いってほしいと願うばかりです。
（寄稿／全学学類・専門学群代表者会議議長

　鈴見祐悟・物理３年）

副学長等と全代会構成員との懇談会

[委員会紹介]
・活動目的
　調査委員会は、学内における諸問題を各学生組織や個人から吸
い上げ、教育環境委員会、生活環境委員会、全代会座長団と連携し
て解決するためにアンケート等でデータを調査、収集する活動をし
ています。
・活動頻度
　毎週火曜日の18時30分からミーティングを行っています。
[活動紹介]
・今年度までの活動
　昨年度までの調査委員会は、人数不足や調査方法の不確立に
よる調査内容の偏りが課題となっていました。そこで今年度は、平
常通り学内の問題の発見及び調査の活動をしつつ、学生全体から
意見を吸い上げられるような機構作りを並行して行いました。また、
人数不足の解決策として、試験的に教育環境委員会・生活環境委
員会と合同でミーティングやアンケート集計を行いました。
　平常の活動では、
　・第二エリアのチャイム鳴動時刻のズレについて
　・学類ラウンジのロッカーについて
　・講義の履修条件、出席評価について
　・学内冷房の運転期間について
　・一部の学類の無料印刷枚数の減少について

　・クラス制度、Web掲示板の効果について
　・クラス代表者会議、全代会の認知度について
　・春日エリアの放置自転車について
　・学生生活課の認知度について
の調査を、アンケート調査や実地調査などにより３委員会合同で
行いました。その結果改善すべきであると判明した問題に関しては、
学生生活課への交渉などにより解決しています。
　また意見吸い上げの機構作りの活動では、全ての学生が調査
委員会へ直接意見を送るフォームの整備をしています。今年度中
にQRコードつきポスターの設置、広報委員会と連携して全代会
Twitterアカウントでの告知などを行う予定です。
・来年度の目標
　来年度は意見収集、調査の仕組みを安定させ、学内の問題解決
に集中できるようにすることを目標とします。
　今年度行った教育環境委員会・生活環境委員会と合同での活動
は、結局活動が各委員会のものに分離してしまったことから来年度
は行わない予定です。代わりに１年生を多数迎え入れ、各委員会が
独立して活動できる規模になるよう努めてまいります。また座長団
との連携もあまり取れていなかったため、難しい問題は意見聴取会
や本会議で取り扱えるような形にしていきたいと考えています。

（寄稿／全学学類･専門学群代表者会議調査委員会委員
相川さくら・創成１年）

調査委員会

芸術系サークル連合会活動紹介 ～芸サ連をもっと知りたい～

筑波文学の会
　筑波文学の会は週に一度、自作の小説や詩を持ち寄り互いに批
評し合う合評を活動の基本とし、その集大成として年に2回、機関
誌「筑波文学」を発行しています。合評においてはただ作品を評
価するのみに留まらないよう、その作品に足りないものはなにか、
余計な部分はないか、など次の創作をより良いものにしようとい
う観点で議論を行っています。また、冊子の発行に当たっても、作
品の合評・改稿、選考会による掲載作の選定、細かい文章表現を
修正する編集会などを行い、質の向上を目指しています。その甲斐
あり、会員数は少ないながらも一定の質を保った冊子を発行でき
ているものと自負しております。もちろん、それなり程度で満足せ
ずに、よりよいものを、と求めなければなりませんが。
　文学の会内部の活動だけでなく、大学内、大学外の交流にも手
を広げています。大学内で、昨年度は漫画研究会さんと、今年度
は図画団さんと、それぞれの持ち寄った絵を題材に小説を、小説
を題材に絵を、という形で合作企画を行い冊子の発行や学園祭
における展示を行いました。また大学外へのアプローチとして、文
学フリマ（文学を自称する同人誌の即売会）への出展も行いまし
た。文学を志す人口の減少に伴い、少数精鋭とならざるをえなか
った筑波文学にとり、サークル外部の方々との交流が、会員それ
ぞれの文学観や創作の種類を問わない芸術観を広げる場として、
また筑波文学の読者を増やす場として機能すればと望んでおりま
す。

（寄稿／筑波文学の会　岡田岳陽・地球３年）

歌留多部
　歌留多部は、文化系サークル館和室で週３日活動していま
す。部員は50人弱で、高校生の時からかるたをしている人も
いますが、多くは大学でかるたを始めた初心者です。
　私たちの目標は、毎年８月に行われる大学選手権と３月に行
われる職域学生かるた大会という団体戦で上位に進出、そして
優勝することです。そのため、大会前は合宿や集中練習をし
て、精神・技術の強化を図ります。また、個人戦は全国各地で
行われており、昇級・昇段を目指して多くの部員が遠征をして
います。そして何より、一番大切なのはかるたを楽しむことで
あり、練習の合間に笑顔が飛び交う雰囲気を大切に、これから
も部員一同活動していきたいと思います。

（寄稿／歌留多部会長　姫氏原慎也・社工２年）

大会での競技の様子

つくば鳥人間の会
　つくば鳥人間の会（通称TBW）は、毎年夏に琵琶湖で開催
される「鳥人間コンテスト」でお馴染みの人力飛行機を製作し
ています。人間ひとりを飛ばすための機体には軽量かつ丈夫な
カーボン素材が使われており、全長30mでありながらその重
量はたったの35kg。総工費200万円にものぼる、社会人も顔
負けの一大プロジェクトです。人の命を飛ばすという重圧は勿
論ありますが、１年かけて仲間と協力しながら作り上げた機体
が飛ぶ瞬間は何物にも代えがたい大切な経験になります。今年
も来たる鳥人間コンテストに向けて機体製作中です。会員一同
懸命に作業に励んでおりますので、今後とも保護者の皆様の応
援をよろしくお願い致します。

（寄稿／つくば鳥人間の会代表　真下広輝・工シス２年）

飛び立つ前の様子

ミュージカル集団ESSASSA
　ミュージカルのサークルというと珍しがられることも多いですが、
私たちミュージカル集団ESSASSAは現在約60名で活動していま
す。
　年に２、３回行う公演では、既存のミュージカル作品を上演する
こともあれば、団員が脚本を書いたオリジナル作品を上演するこ
ともあります。公演に出演するキャストは約３ヶ月間、毎日のように
練習を重ねて本番を迎えます。また、舞台監督・舞台美術・照明・
音響・衣装メイク・小道具などなど、一言にミュージカルといっても
様々な種類のスタッフの力で成り立っています。サークルの魅力は
それぞれが自分の得意な事・好きな事を活かして舞台を作ることが
できることだと思っています。

（寄稿／ミュージカル集団ESSASSA 11期座長
関尾湖富・心理３年）

2017 年秋公演キャスト・スタッフ

劇団筑波小劇場
　劇団筑波小劇場、通称：筑小（つくしょう）は、個性豊かな団員か
らなる筑波大の演劇サークルです。新歓公演や学園祭での学祭公
演など年に４回の学内公演のほかに、その年々で夏公演や冬公演
を行っています。活動内容は幅広く、役者や演出はもちろん、照明・
音響などの裏方役職や、制作や舞台監督といった事務的な役職な
ど、一つの舞台を作るために必要な役職すべてを団員で担っていま
す。お芝居のジャンルもコメディから抽象劇まで幅広く行います。学
生の方や、学内まで足を運んでくださった方々にお楽しみいただけ
るよう、日々練習と準備をしています。機会がありましたらぜひご観
劇ください。

（寄稿／劇団筑波小劇場座長　南沢季実香・生物２年）

新人公演の合間に撮影した劇団員たち

Neopolice

ピアノ愛好会
　筑波大学ピアノ愛好会です。当愛好会では、ピアノの練習だけでな
く、内輪コンサートやミーティングなどの定期的な活動や、コンサー
トの開催等を行っております。ピアノというと専らクラシック系の音
楽を演奏しているイメージが強いかもしれませんが、当愛好会では
ジャズやアニソン等、様々なジャンルの音楽や、連弾などに挑戦する
会員も多く、「ピアノ」というひとつの楽器を通して様々な音楽に触
れることができます。１月20日にはつくばカピオのホールにてNew 
Yearコンサートが行われ、多くの愛好会員が出演し、ピアノの演奏
を披露いたしました。また、上記以外にもサマーコンサート、学園祭
コンサートなどを定期的に開催しており、毎度多くのお客様にご来
場いただいております。コンサートの開催情報や日々の活動につい
て、詳細はピアノ愛好会のWebページをご覧ください。

(寄稿／ピアノ愛好会会長　橋拓海・物理２年)

コンサートでのピアノ演奏の様子

ジャグリングサークルSheep
　ジャグリングサークルSheepは、ジャグリングのパフォーマンス
やバルーンアートの作成等を行っています。普段の活動では、実に
多種多様なジャグリングの道具から各々好きなものを選んで練習
しています。春と夏に合宿も行なっており、好きなだけ練習ができ
る上、メンバー同士の友好も深められる良い機会となっています。
　また、外部からの依頼や春期の公演、まつりつくばや学園祭に
てパフォーマンスを披露したり、バルーンの販売・配布をさせても
らっています。
　ジャグリングは個人競技になりがちですが、不思議とメンバー
の仲は良く、互いにいい具合に影響し合えていると思います。きっ
と素敵なものをお見せできると思いますので、機会があれば是非
Sheepのパフォーマンスをご覧ください！
（寄稿／ジャグリングサークルSheep代表　日高達貴・生物２年）

学園祭にて大道芸をしているワンシーン

文化系サークル連合会活動紹介 ～文サ連をもっと知りたい～
CLOVER～難民と共に歩むユース団体～

　私たちCLOVER～難民と共に歩むユース団体～は、東日本入国
管理センターの被収容者の方々に寄り添うことを理念に掲げ、活動
しています。東日本入国管理センターは、難民申請の不受理など、
様々な理由で日本での滞在ビザが得られなかった方々が収容され
る、牛久市にある施設です。私たちは普段、その被収容者の方々の
ために、施設への面会活動やグリーティングカード、日本語学習教
材などの差し入れを行っています。また日々の活動と並行して、入国
管理センターの問題も含めた難民問題の啓発のために、イベントも
開催しています。その一環として、2017年の12月には、「なんみんフ
ェスティバル」を開催しました。
　なんみんフェスティバルの目的は、来場者の方に五感を使って難
民に関する問題・知識に触れてもらい、私たちが取り組む問題をよ
り身近に感じてもらうこと、そして自分なりの気づきを得てもらうこ
とでした。当日は、難民問題・入管の問題について各CLOVERメン
バーが様々な角度から取り組んだ展示や、難民支援協会の方など
ゲストを迎えてのトークショーを行い、来場者の方とメンバーがよ
り深くディスカッションできる場も設けました。来場者の方は、展示
やディスカッションを思い思いに楽しみ、難民問題・入管の問題をよ
り身近なものとして感じていただけたようでした。またメンバー自身
も、展示の制作やトークショーを通して新たな知見を得ることがで
きたようで、とても実りの多いイベントとなりました。

（寄稿／CLOVER～難民と共に歩むユース団体～
代表　柳沼茜音・心理２年）

第42期 運営委員長
古山 幹人（人文社会学群人文学類３年）

　12月31日の任期最終日に近づくにつれ
だんだんと任期最後となる定例の仕事が
増え、冬の寒さとともに少しの寂しさも感じ
ることが増えてきました。この運営委員長と
いう立場となってから1年が経ちますが、思
えばこの1年間はまさしくあっという間とい
うよりほかありませんでした。
　なんやかやで運営委員長となってからは文化系サークル連合会
の所属団体やその他諸団体にとっての益を常々考え行動するよう
にしてきたつもりでしたが、1年という期間は私のような愚才をもっ
てしては事を起こすにはあまりにも短く、諸団体のためには全くと言
ってよいほど何も為せなかったと思うばかりです。
　しかしその中でも文化系サークル連合会内の他の運営委員や学
生生活課の方々、その他大学職員の方々にも大いに助けられ、何と
か任期の最終盤、次の代に引継ぎを行うところまでやってくること
が出来ました。これらの方々をはじめとして私を支えていただいた
方々には感謝の念しかありません。
　さて、もう2018年からは次の第43期の運営委員の方々が文化
系サークル連合会の運営委員を担っていくこととなります。いくらサ
ークルの連合会といってもその運営を担っていくのは一人ひとりの
運営委員であります。次の代の運営委員らの手によって2018年も
文化系サークル連合会が更なる発展を遂げることを願って、最後の
あいさつとさせていただきます。1年間ありがとうございました。

文化系サークル連合会

第41代 委員長
久田 陽介（体育専門学群４年）

　一昨年、結成40周年を迎えた筑波大学
体育会は、次なる大きな節目である50周
年に向けて歩み出しました。そこで第41代
では、体育会のより一層の発展のためにも、

「支え合い」というスローガンを掲げ、体育
会構成員、団体の代表者、執行委員会、そ
して筑波大学体育会に関わる全ての人が協力する体制づくりを今
一度目指しました。
　本年度も多くの団体や個人が輝かしい成績を収めました。また成績
だけでなく、同じ時、同じ場所に集まった仲間たちとひとつの目標に向
かって切磋琢磨し、力を合わせた経験は、私たちを大きく成長させ、今
後の人生に欠かせない記憶となりました。このような素晴らしい体育
会活動は、主務や会計等のマネジメントの役割を担う学生の「支え」の
上に成り立っています。選手たちの血の滲むような努力はもちろん、そ
の裏で必死に支える彼らの苦闘にも同等の賞賛を送るべきだと思いま
す。これは、同好会の役員も同様です。この場を借りて、共に体育会を運
営した皆さんへ「お疲れ様でした」という言葉を送りたいと思います。
　さて今日の日本では、東京オリンピック・パラリンピックの開幕が
刻一刻と迫る中、大学スポーツの産業化に着手しました。しかし、今
後大学スポーツを取り巻く環境がどのように変化したとしても、主
役は私たち学生です。是非これまでの体育会活動の魅力を見失わ
ずに、今後益々発展してゆくことを祈っております。１年間、本当にあ
りがとうございました。

体育会

第41期 運営委員長
金子 真太朗（人間学群教育学類３年）

　芸術系サークル連合会（以下、芸サ
連）とは、芸術系の学生団体からなる
学生組織です。加盟団体の運営支援を
主に行っており、各加盟団体から1名ず
つ選出された運営委員によって芸サ連
は運営されています。
　去年の今ごろ、「芸サ連は組織として崩壊している」との先
代の言葉から、我々の任期が始まりました。約40年前、活動
に恩恵を得るために団体が連合し、団体の相互扶助による歴史
をもつ芸サ連は、運営委員が目的意識もないままに、まるで犠
牲者のように淡々と仕事をする組織へと変わり果てていまし
た。先代の40期がこういった組織の体質を問題視して懸命に
取り組んできたものを、我々41期も引き継いできたつもりで
す。
　そして、42期運営委員会も発足しました。新執行部の８名
は責任感も強く、1年間、芸サ連を牽引していってくれると思
います。また、芸サ連全体をみても、その雰囲気は年々良いも
のへ変わっていると感じます。彼（彼女）らが、また、それを
引き継ぐ後輩たちが、力強く自由を保持し続けていくことを願
っています。
　変化する芸サ連と、活躍する各団体に、今後ともご期待くだ
さい。

芸術系サークル連合会

平成29年度 議長
鈴見 祐悟（理工学群物理学類３年）

　今年度の全代会は、昨年度作り上げ
たノウハウを活用し、これまでに無い
企画や活動を行いました。例えば「学
長・副学長と筑波大学生との懇談会」
の開催。これは昨年６月に行った学長
と全代会構成員との茶話会において話
題に上ったのがきっかけで、筑波大学生が直接、永田学長や副
学長の方々に意見や要望を訴えかけられる機会を作ろうという
のが目的です。翌月７月に第1回を開催し、多数の学生が学長
や副学長と直接意見交換を行うことができました。さらに学生
側、大学側からの好評を受け、今年１月には第2回を開催する
こともできました。他にも文字数の関係で割愛させていただき
ますが、「入試制度変更にかかる新たなクラス制度の形態模
索」「全代会業務の見直し及び圧縮」「全代会の納会企画」な
ど、紹介したい有意義な活動はたくさんありました。
　我々全代会の役割は、筑波大学生一人ひとりの学生生活をよ
り良くしていくこと。実は昨年度に引き続き、私は２期連続の
代表として今年度も活動を進めてきました。形式や制度にとら
われずに全代会の本質を追求しつつ、２期目だからこその知識
やつながりを利用し、学生生活の質向上のため1年間活動して
まいりました。２年間議長を務めたからこそ、これらを進めて
いけたことも事実です。この２年間の賜物を後世に引き継ぎ、
より意味のある組織にしていってほしいと願っております。

全学学類・専門学群代表者会議

筑波大学ジャズ楽団が芸サ連に準加盟
　2018年より筑波大学ジャズ楽団が芸術系サークル連合会に準加
盟団体として所属した。当団体は2015年10月に一般学生団体として、

「ビッグバンドジャズを通じて音楽の喜びを追求するとともに、大規模
なエンターテインメントを研究していく」ことを目標に掲げて発足し、そ
れまでの半年間はBIGBAND PROJECTというつくばアクションプロ
ジェクト（T-ACT）団体として活動していた。
　現在の活動人数は36人で、男女比は半々程度。学群１年生から大
学院生まで幅広く所属している。
　毎年３月頃に行うリサイタルを目標としながら、毎週月・木・土曜日
の練習と不定期の依頼演奏を中心に活動している。今年度も20弱の
イベント等で演奏しており、活動範囲も県外へ広がった。

うT-ACT団体として活動していました。
　２年余りのサークル活動期間の中で、メンバーが増えてきて団体
としての運営も安定してきました。しかしその中で新たな問題も出
てきており、私たちは音楽活動を快適に行うことのできる環境が必
要であると考え、芸術系サークル連合会への加盟に至りました。私
たちのバンド名にある”Neopolis”というのは”新都市”を示していま
す。これは新都市であるつくば市を中心に活動していく中でつくば
市を盛り上げていき、皆様に応援していただけるような地域に根ざ
したバンドとなることへの思いが込められています。
　現在は平成29年度の集大成として３月10日に行われる第２回
リサイタルへ向けて日々練習をしていますが、これは次の1年への
第一歩でもあり、その後もずっと続
いていく私たちの活動のためには
紫峰会基金や沢山の方々によるご
支援・ご協力が不可欠であると思
います。まだサークルとして未熟な
点も多々あるかと思いますが、私た
ち筑波大学ジャズ楽団Neopolis 
BIGBANDへの多大なるお力添え
の程、よろしくお願いいたします。

（寄稿／ジャズ楽団バンドマスター
　石川廉・社工３年）

　初めまして。私たち筑波大学ジャズ楽団は筑波大学唯一のビッグ
バンドサークルで、Neopolis BIGBANDという名前でつくば市を
はじめ茨城県内を中心に活動しています。サークルとして発足した
のは2015年10月のことで、それまではBIGBAND PROJECTとい バンドマスター

共用棟から見た平砂宿舎の風景

追越宿舎から平砂宿舎に向かう通り

　平砂宿舎は、体育・芸術エリアのすぐ南に位置しています。平砂共用
棟には大浴場や食堂などの施設が備えてあり、学生は気軽に利用するこ
とができます。また、５月には宿舎祭（通称「やどかり祭」）が平砂を
会場として催されるため、当日は多くの人で賑わうことになります。

　追越宿舎は平砂宿舎を南に行った先に位置してお
り、医学エリアへのアクセスに都合がよいです。その
ため医療系の学生が多く入居している印象が強いで
す。共用棟の中には美容室や電気店がある。宿舎群に
囲まれた、ベンチの置いてある広場もあり、のどかな
空気を楽しむことができそうです。

　筑波大学は数ある大学の中でも広大なキャンパスを持つ国立大学で
す。多くの筑波大生は自転車やバスで講義棟を移動しています。ここで
は、多くの新入生が入居する宿舎や、自転車で移動する際に注意したい
キャンパス内のポイントを紹介します。

春日宿舎

一学～大学会館の合流地点

体芸エリアの通路
　春日宿舎は春日エリアの講義棟のすぐそばにあり、
主に春日エリアに通う学生や医学群の学生に利用され
ています。つくば駅に近いので、買い物しやすく交通
の便がいい宿舎だと言えるでしょう。

　体育・芸術エリアでは、通路の一部に駐輪場が設置
されています。その部分は道幅が狭くなっているた
め、大勢の学生が移動する授業間などは混雑しやすい
です。

一の矢学生宿舎共用棟

　一の矢宿舎の周りは豊かな自然に囲まれています。近くに
は兵太郎池や植物見本園があり、自然が好きな学生には適し
た立地です。共用棟には管理事務室の他、理容室や電機屋、
売店があります。一の矢宿舎は居住棟の数が他の宿舎よりも
多く、筑波大学の全宿舎居住棟の半分が一の矢学生宿舎にあ
ります。また、世帯用の棟や二人部屋などもあります。

　第二エリア、第三エリアの一部の地面はレンガにな
っており、雨天時は大変滑りやすくなっているため歩
行者も自転車も注意が必要です。

第二・三エリアの地面

広 い 筑 波 大 学
　第一エリアと大学会館エリアとの間にある合流地
点。授業間の移動の際は特に混雑するため、反対側か
ら向かってくる自転車に注意する必要があります。

　大学会館前には大きな坂が存在し、教室移動時など
は多くの自転車が狭い道を走っています。人が多い時
間帯は特に対向車や歩行者に注意を払って移動するこ
とが大事です。
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ダンス部
　筑波大学ダンス部は現在19名部員がおり、体育専門学群の
みならず、様々な分野で学んでいる学生が集まって活動してい
ます。今年度は、８月の第30回全日本高校・大学ダンスフェ
スティバル(神戸)において神戸市長賞を受賞し、さらに９月の
アーティスティック・ムーブメント・イン・トヤマ2017にお
いて特別賞及び北日本新聞社賞を受賞しました。これも先生方
をはじめ、先輩方や保護者の方々の支えがあったからこそ成し
遂げることができたと思っております。
　３月17日(土)には第55回になる自主公演を開催致します。
今年度の活動を締めくくる一大行事となるので、必ず成功させ
るよう尽力して参ります。

　（寄稿／ダンス部主務　鈴木亮祐・知識３年）

剣道同好会
　筑波大学剣道同好会は本大学の前身である東京教育大学の頃
より存在する、長い歴史を誇る団体です。本団体の目的は、剣道の
稽古を通して心身を錬磨するとともに、それを通じた会員同士の親
睦を深めることです。
　平常時は週３回の通常稽古に取り組んでいる他、冬期には早朝
からの寒稽古を、夏季・春季の長期休暇期間には午前から午後に
及ぶ集中稽古や数日をかけての合宿を行っています。私たちはこれ
らの稽古に取り組む中で各々の改善すべき課題を見つけ互いに教
え合い、時には大会にも臨んでいます。
　また、より親睦を深めるために全員で楽しめるイベントの企画や、
時折スキー等のような娯楽に出掛けるといったことも行っています。
この性質上、趣味としての剣道を望む人々が多く所属する傾向があ
り、個性豊かな人々が混ざり合った賑やかな団体です。

（寄稿／剣道同好会主務　東谷一熙・資源３年）

第 30回全日本高校・大学ダンスフェスティバル (神戸 ) 2017 年度　夏合宿にて

医学アイスホッケー部
　医学アイスホッケー部は現在プレイヤー22名マネージャー24
名の総勢46名で活動しており、主に火曜木曜の週２回、氷上練習
をしています。それに加え全学アイスホッケー部や他大学の練習に
参加したり、陸上でのトレーニングやウエイトトレーニングなどを行
い、日々チーム力向上に向け活動しています。また、練習のビデオや
試合のビデオをマネージャーが撮影しており、プレイヤーはいつで
も自分のプレーを確認し反省することができ、これもチームとしての
成長につながっています。2017年は関東医歯薬科大会、全日本医
師薬科大会では優勝を収めることができましたが、最大の目標であ
る東日本医科学生総合体育大会（以下、東医体）連覇は果たすこと
ができず、悔しくも４位という結果に終わりました。2017年は再び
東医体優勝をはじめその他の大会でも優勝できるようこれからも
部員一同頑張っていきたいと思います。

（寄稿／医学アイスホッケー部代表　松本広成・医学４年 ）

医学バスケットボール部
　私たち医学バスケットボール部は、現在39名で活動しています。
練習は週３回、主に第２体育館にて行っています。分解練習・ゲーム
練習の中で部員同士で積極的にコミュニケーションを取り合うこと
を日々意識しています。また、近年はマネージャーの人数も増え、良
い雰囲気で練習を行っています。出場する主な大会として、春・秋の
医学系の大会、冬に行われるつくばカップ、そして夏の東日本医科
学生総合体育大会（以下、東医体）があります。この中でも、東医体
は最も規模が大きく、東医体ベスト４を目指して今年度も練習して
います。今年度の春大会では１回戦敗退、東医体ではベスト８とい
う悔しい結果でした。しかしここで立ち止まらず、秋以降も再び東医
体ベスト４という目標を掲げて、日々努力しています。

（寄稿／医学バスケットボール部　高橋尚揮・医学３年）

東医体の試合の様子 2017年秋季関東医科学生大会での集合写真

アメリカン・フットボール部
　私たちアメリカン・フットボール部は、関東学生アメリカン・フット
ボールリーグ１部昇格を目標に日々活動しています。昨年は、株式
会社ドームとの提携など様々な良い変化があり、最先端のアメリカ
ンフットボールの知識と技術、また、安全対策などを取り入れること
ができました。現在はトレーニングの時期でフィジカルの強化に力
を入れています。ウェイトのマックス値などは年々上がっており、そ
れに伴って結果も残せるようになってきました。昨年の結果は２部
リーグ３位と、近年で最も良い成績を残すことができました。
　たくさんの方々に支えられ、追い風が吹いている今年こそは１部
昇格を果たすべく、今までの取り組みを見直し、良いところは伸ば
し、悪いところは改善して行きたいと思います。今年も応援よろしく
お願い致します。

（寄稿／アメリカン・フットボール部主務　熊澤拓喜・社会４年）

関東リーグ秋季リーグ第 6戦の武蔵大学戦でボールをキャリーするRB( ランニングバック )

女子サッカー部
　女子サッカー部は、現在１～３年生の16名で活動していま
す。一時期は体育専門学群の学生がほとんどを占めていました
が、現在は体育専門学群以外の学生も多く所属し、人数は少な
いながらも活気のある部活です。むしろ人数が少ないからこそ
一人ひとりとのコミュニケーションが多く、先輩後輩関係なく
誰とでも仲が良いです。
　昨シーズンは参加している関東大学リーグ、関東リーグとも
に降格してしまい、今シーズンは２部でリーグ戦がスタートし
ます。
　決して簡単な試合はないと思いますが、苦しくてもサッカー
を楽しむ気持ちや、応援してくださっている方々や支えてくだ
さっている方々への感謝を忘れることなく、選手とスタッフが
一丸となって１部昇格という目標に向かって精一杯戦います。

（寄稿／女子サッカー部主務　轟晴奈・体専３年）

2017 関東リーグ

体育会活動紹介 ～体育会をもっと知りたい～

全学学類・専門学群代表者会議活動紹介 ～全代会をもっと知りたい～1年間を振り返って

懇談会の風景発言する玉川副学長

　今年度の副学長等と全代会構成員との懇談会（以下、副学懇）
は、12月６日に行われました。副学懇を一言で説明すると、「学生
と教員の意思疎通の場、大学の意思形成過程における学生の意
向反映の場」です。これは毎年末に行われ、全学レベルでの学生
の要望を共有する大切な会と位置付けております。
　さて、今回われわれ全代会から提出した議題は「全代会の制度
疲労の改善」というものです。今年度で42年目を迎える全代会に
一部制度疲労を感じ、今後の運営を効率化、負担軽減化していく
ために提案しました。具体的に説明すると、現状全代会では、会
議における構成員の出席率の低下、学内での存在意義の不明瞭
化などの問題を抱えております。原因として考えられるのが、全
代会構成員自体が、全代会で自ら活動することを負担に思い、メ
リットを感じられなくなっているのではないかということ。大学や
学生全体には寄与できても、全代会で活動する個々人にとって直
接得られる恩恵が少ないのではないかということです。活動にあ
る程度の時間を要するため、アルバイトや部活動・サークルに注
力できない構成員もいます。また、一部の業務で形骸化が発生し、
本来やるべき業務ができずにモチベーションを失っている構成員

もいます。これらを踏まえ、まずは全代会構成員にとって活動する
意味のある組織にしたいというのが想いです。
　提案の内容は、大学運営支援や役割を超えた業務の削減、下
部組織である学園祭実行委員会（以下、学実委）やスポーツ・デー
学生委員会との関係の改善などを大学側と協議しました。その上
で現在は、学実委の制度変更や学類毎の新入生歓迎活動への支
援変更、一部大学運営支援の削減などを行い、より効率良く全代
会の本質である「学生目線から学生の生活環境、教育環境を討議
し、大学側に提出する」活動を行える体制を整えております。また、
全代会構成員のモチベーションが保てるよう、納会の開催も企画
しております。
　今回の副学懇では、全代会の制度疲労を解消し、全代会構成
員自体が積極的に活動を頑張ろうと思えるような組織を作るため
の第一歩を踏み出せたと考えております。言葉だけの「やりがい」
ではなく、構成員自身にとって真に意味を見出せる組織になって
いってほしいと願うばかりです。
（寄稿／全学学類・専門学群代表者会議議長

　鈴見祐悟・物理３年）

副学長等と全代会構成員との懇談会

[委員会紹介]
・活動目的
　調査委員会は、学内における諸問題を各学生組織や個人から吸
い上げ、教育環境委員会、生活環境委員会、全代会座長団と連携し
て解決するためにアンケート等でデータを調査、収集する活動をし
ています。
・活動頻度
　毎週火曜日の18時30分からミーティングを行っています。
[活動紹介]
・今年度までの活動
　昨年度までの調査委員会は、人数不足や調査方法の不確立に
よる調査内容の偏りが課題となっていました。そこで今年度は、平
常通り学内の問題の発見及び調査の活動をしつつ、学生全体から
意見を吸い上げられるような機構作りを並行して行いました。また、
人数不足の解決策として、試験的に教育環境委員会・生活環境委
員会と合同でミーティングやアンケート集計を行いました。
　平常の活動では、
　・第二エリアのチャイム鳴動時刻のズレについて
　・学類ラウンジのロッカーについて
　・講義の履修条件、出席評価について
　・学内冷房の運転期間について
　・一部の学類の無料印刷枚数の減少について

　・クラス制度、Web掲示板の効果について
　・クラス代表者会議、全代会の認知度について
　・春日エリアの放置自転車について
　・学生生活課の認知度について
の調査を、アンケート調査や実地調査などにより３委員会合同で
行いました。その結果改善すべきであると判明した問題に関しては、
学生生活課への交渉などにより解決しています。
　また意見吸い上げの機構作りの活動では、全ての学生が調査
委員会へ直接意見を送るフォームの整備をしています。今年度中
にQRコードつきポスターの設置、広報委員会と連携して全代会
Twitterアカウントでの告知などを行う予定です。
・来年度の目標
　来年度は意見収集、調査の仕組みを安定させ、学内の問題解決
に集中できるようにすることを目標とします。
　今年度行った教育環境委員会・生活環境委員会と合同での活動
は、結局活動が各委員会のものに分離してしまったことから来年度
は行わない予定です。代わりに１年生を多数迎え入れ、各委員会が
独立して活動できる規模になるよう努めてまいります。また座長団
との連携もあまり取れていなかったため、難しい問題は意見聴取会
や本会議で取り扱えるような形にしていきたいと考えています。

（寄稿／全学学類･専門学群代表者会議調査委員会委員
相川さくら・創成１年）

調査委員会

芸術系サークル連合会活動紹介 ～芸サ連をもっと知りたい～

筑波文学の会
　筑波文学の会は週に一度、自作の小説や詩を持ち寄り互いに批
評し合う合評を活動の基本とし、その集大成として年に2回、機関
誌「筑波文学」を発行しています。合評においてはただ作品を評
価するのみに留まらないよう、その作品に足りないものはなにか、
余計な部分はないか、など次の創作をより良いものにしようとい
う観点で議論を行っています。また、冊子の発行に当たっても、作
品の合評・改稿、選考会による掲載作の選定、細かい文章表現を
修正する編集会などを行い、質の向上を目指しています。その甲斐
あり、会員数は少ないながらも一定の質を保った冊子を発行でき
ているものと自負しております。もちろん、それなり程度で満足せ
ずに、よりよいものを、と求めなければなりませんが。
　文学の会内部の活動だけでなく、大学内、大学外の交流にも手
を広げています。大学内で、昨年度は漫画研究会さんと、今年度
は図画団さんと、それぞれの持ち寄った絵を題材に小説を、小説
を題材に絵を、という形で合作企画を行い冊子の発行や学園祭
における展示を行いました。また大学外へのアプローチとして、文
学フリマ（文学を自称する同人誌の即売会）への出展も行いまし
た。文学を志す人口の減少に伴い、少数精鋭とならざるをえなか
った筑波文学にとり、サークル外部の方々との交流が、会員それ
ぞれの文学観や創作の種類を問わない芸術観を広げる場として、
また筑波文学の読者を増やす場として機能すればと望んでおりま
す。

（寄稿／筑波文学の会　岡田岳陽・地球３年）

歌留多部
　歌留多部は、文化系サークル館和室で週３日活動していま
す。部員は50人弱で、高校生の時からかるたをしている人も
いますが、多くは大学でかるたを始めた初心者です。
　私たちの目標は、毎年８月に行われる大学選手権と３月に行
われる職域学生かるた大会という団体戦で上位に進出、そして
優勝することです。そのため、大会前は合宿や集中練習をし
て、精神・技術の強化を図ります。また、個人戦は全国各地で
行われており、昇級・昇段を目指して多くの部員が遠征をして
います。そして何より、一番大切なのはかるたを楽しむことで
あり、練習の合間に笑顔が飛び交う雰囲気を大切に、これから
も部員一同活動していきたいと思います。

（寄稿／歌留多部会長　姫氏原慎也・社工２年）

大会での競技の様子

つくば鳥人間の会
　つくば鳥人間の会（通称TBW）は、毎年夏に琵琶湖で開催
される「鳥人間コンテスト」でお馴染みの人力飛行機を製作し
ています。人間ひとりを飛ばすための機体には軽量かつ丈夫な
カーボン素材が使われており、全長30mでありながらその重
量はたったの35kg。総工費200万円にものぼる、社会人も顔
負けの一大プロジェクトです。人の命を飛ばすという重圧は勿
論ありますが、１年かけて仲間と協力しながら作り上げた機体
が飛ぶ瞬間は何物にも代えがたい大切な経験になります。今年
も来たる鳥人間コンテストに向けて機体製作中です。会員一同
懸命に作業に励んでおりますので、今後とも保護者の皆様の応
援をよろしくお願い致します。

（寄稿／つくば鳥人間の会代表　真下広輝・工シス２年）

飛び立つ前の様子

ミュージカル集団ESSASSA
　ミュージカルのサークルというと珍しがられることも多いですが、
私たちミュージカル集団ESSASSAは現在約60名で活動していま
す。
　年に２、３回行う公演では、既存のミュージカル作品を上演する
こともあれば、団員が脚本を書いたオリジナル作品を上演するこ
ともあります。公演に出演するキャストは約３ヶ月間、毎日のように
練習を重ねて本番を迎えます。また、舞台監督・舞台美術・照明・
音響・衣装メイク・小道具などなど、一言にミュージカルといっても
様々な種類のスタッフの力で成り立っています。サークルの魅力は
それぞれが自分の得意な事・好きな事を活かして舞台を作ることが
できることだと思っています。

（寄稿／ミュージカル集団ESSASSA 11期座長
関尾湖富・心理３年）

2017 年秋公演キャスト・スタッフ

劇団筑波小劇場
　劇団筑波小劇場、通称：筑小（つくしょう）は、個性豊かな団員か
らなる筑波大の演劇サークルです。新歓公演や学園祭での学祭公
演など年に４回の学内公演のほかに、その年々で夏公演や冬公演
を行っています。活動内容は幅広く、役者や演出はもちろん、照明・
音響などの裏方役職や、制作や舞台監督といった事務的な役職な
ど、一つの舞台を作るために必要な役職すべてを団員で担っていま
す。お芝居のジャンルもコメディから抽象劇まで幅広く行います。学
生の方や、学内まで足を運んでくださった方々にお楽しみいただけ
るよう、日々練習と準備をしています。機会がありましたらぜひご観
劇ください。

（寄稿／劇団筑波小劇場座長　南沢季実香・生物２年）

新人公演の合間に撮影した劇団員たち

Neopolice

ピアノ愛好会
　筑波大学ピアノ愛好会です。当愛好会では、ピアノの練習だけでな
く、内輪コンサートやミーティングなどの定期的な活動や、コンサー
トの開催等を行っております。ピアノというと専らクラシック系の音
楽を演奏しているイメージが強いかもしれませんが、当愛好会では
ジャズやアニソン等、様々なジャンルの音楽や、連弾などに挑戦する
会員も多く、「ピアノ」というひとつの楽器を通して様々な音楽に触
れることができます。１月20日にはつくばカピオのホールにてNew 
Yearコンサートが行われ、多くの愛好会員が出演し、ピアノの演奏
を披露いたしました。また、上記以外にもサマーコンサート、学園祭
コンサートなどを定期的に開催しており、毎度多くのお客様にご来
場いただいております。コンサートの開催情報や日々の活動につい
て、詳細はピアノ愛好会のWebページをご覧ください。

(寄稿／ピアノ愛好会会長　橋拓海・物理２年)

コンサートでのピアノ演奏の様子

ジャグリングサークルSheep
　ジャグリングサークルSheepは、ジャグリングのパフォーマンス
やバルーンアートの作成等を行っています。普段の活動では、実に
多種多様なジャグリングの道具から各々好きなものを選んで練習
しています。春と夏に合宿も行なっており、好きなだけ練習ができ
る上、メンバー同士の友好も深められる良い機会となっています。
　また、外部からの依頼や春期の公演、まつりつくばや学園祭に
てパフォーマンスを披露したり、バルーンの販売・配布をさせても
らっています。
　ジャグリングは個人競技になりがちですが、不思議とメンバー
の仲は良く、互いにいい具合に影響し合えていると思います。きっ
と素敵なものをお見せできると思いますので、機会があれば是非
Sheepのパフォーマンスをご覧ください！
（寄稿／ジャグリングサークルSheep代表　日高達貴・生物２年）

学園祭にて大道芸をしているワンシーン

文化系サークル連合会活動紹介 ～文サ連をもっと知りたい～
CLOVER～難民と共に歩むユース団体～

　私たちCLOVER～難民と共に歩むユース団体～は、東日本入国
管理センターの被収容者の方々に寄り添うことを理念に掲げ、活動
しています。東日本入国管理センターは、難民申請の不受理など、
様々な理由で日本での滞在ビザが得られなかった方々が収容され
る、牛久市にある施設です。私たちは普段、その被収容者の方々の
ために、施設への面会活動やグリーティングカード、日本語学習教
材などの差し入れを行っています。また日々の活動と並行して、入国
管理センターの問題も含めた難民問題の啓発のために、イベントも
開催しています。その一環として、2017年の12月には、「なんみんフ
ェスティバル」を開催しました。
　なんみんフェスティバルの目的は、来場者の方に五感を使って難
民に関する問題・知識に触れてもらい、私たちが取り組む問題をよ
り身近に感じてもらうこと、そして自分なりの気づきを得てもらうこ
とでした。当日は、難民問題・入管の問題について各CLOVERメン
バーが様々な角度から取り組んだ展示や、難民支援協会の方など
ゲストを迎えてのトークショーを行い、来場者の方とメンバーがよ
り深くディスカッションできる場も設けました。来場者の方は、展示
やディスカッションを思い思いに楽しみ、難民問題・入管の問題をよ
り身近なものとして感じていただけたようでした。またメンバー自身
も、展示の制作やトークショーを通して新たな知見を得ることがで
きたようで、とても実りの多いイベントとなりました。

（寄稿／CLOVER～難民と共に歩むユース団体～
代表　柳沼茜音・心理２年）

第42期 運営委員長
古山 幹人（人文社会学群人文学類３年）

　12月31日の任期最終日に近づくにつれ
だんだんと任期最後となる定例の仕事が
増え、冬の寒さとともに少しの寂しさも感じ
ることが増えてきました。この運営委員長と
いう立場となってから1年が経ちますが、思
えばこの1年間はまさしくあっという間とい
うよりほかありませんでした。
　なんやかやで運営委員長となってからは文化系サークル連合会
の所属団体やその他諸団体にとっての益を常々考え行動するよう
にしてきたつもりでしたが、1年という期間は私のような愚才をもっ
てしては事を起こすにはあまりにも短く、諸団体のためには全くと言
ってよいほど何も為せなかったと思うばかりです。
　しかしその中でも文化系サークル連合会内の他の運営委員や学
生生活課の方々、その他大学職員の方々にも大いに助けられ、何と
か任期の最終盤、次の代に引継ぎを行うところまでやってくること
が出来ました。これらの方々をはじめとして私を支えていただいた
方々には感謝の念しかありません。
　さて、もう2018年からは次の第43期の運営委員の方々が文化
系サークル連合会の運営委員を担っていくこととなります。いくらサ
ークルの連合会といってもその運営を担っていくのは一人ひとりの
運営委員であります。次の代の運営委員らの手によって2018年も
文化系サークル連合会が更なる発展を遂げることを願って、最後の
あいさつとさせていただきます。1年間ありがとうございました。

文化系サークル連合会

第41代 委員長
久田 陽介（体育専門学群４年）

　一昨年、結成40周年を迎えた筑波大学
体育会は、次なる大きな節目である50周
年に向けて歩み出しました。そこで第41代
では、体育会のより一層の発展のためにも、

「支え合い」というスローガンを掲げ、体育
会構成員、団体の代表者、執行委員会、そ
して筑波大学体育会に関わる全ての人が協力する体制づくりを今
一度目指しました。
　本年度も多くの団体や個人が輝かしい成績を収めました。また成績
だけでなく、同じ時、同じ場所に集まった仲間たちとひとつの目標に向
かって切磋琢磨し、力を合わせた経験は、私たちを大きく成長させ、今
後の人生に欠かせない記憶となりました。このような素晴らしい体育
会活動は、主務や会計等のマネジメントの役割を担う学生の「支え」の
上に成り立っています。選手たちの血の滲むような努力はもちろん、そ
の裏で必死に支える彼らの苦闘にも同等の賞賛を送るべきだと思いま
す。これは、同好会の役員も同様です。この場を借りて、共に体育会を運
営した皆さんへ「お疲れ様でした」という言葉を送りたいと思います。
　さて今日の日本では、東京オリンピック・パラリンピックの開幕が
刻一刻と迫る中、大学スポーツの産業化に着手しました。しかし、今
後大学スポーツを取り巻く環境がどのように変化したとしても、主
役は私たち学生です。是非これまでの体育会活動の魅力を見失わ
ずに、今後益々発展してゆくことを祈っております。１年間、本当にあ
りがとうございました。

体育会

第41期 運営委員長
金子 真太朗（人間学群教育学類３年）

　芸術系サークル連合会（以下、芸サ
連）とは、芸術系の学生団体からなる
学生組織です。加盟団体の運営支援を
主に行っており、各加盟団体から1名ず
つ選出された運営委員によって芸サ連
は運営されています。
　去年の今ごろ、「芸サ連は組織として崩壊している」との先
代の言葉から、我々の任期が始まりました。約40年前、活動
に恩恵を得るために団体が連合し、団体の相互扶助による歴史
をもつ芸サ連は、運営委員が目的意識もないままに、まるで犠
牲者のように淡々と仕事をする組織へと変わり果てていまし
た。先代の40期がこういった組織の体質を問題視して懸命に
取り組んできたものを、我々41期も引き継いできたつもりで
す。
　そして、42期運営委員会も発足しました。新執行部の８名
は責任感も強く、1年間、芸サ連を牽引していってくれると思
います。また、芸サ連全体をみても、その雰囲気は年々良いも
のへ変わっていると感じます。彼（彼女）らが、また、それを
引き継ぐ後輩たちが、力強く自由を保持し続けていくことを願
っています。
　変化する芸サ連と、活躍する各団体に、今後ともご期待くだ
さい。

芸術系サークル連合会

平成29年度 議長
鈴見 祐悟（理工学群物理学類３年）

　今年度の全代会は、昨年度作り上げ
たノウハウを活用し、これまでに無い
企画や活動を行いました。例えば「学
長・副学長と筑波大学生との懇談会」
の開催。これは昨年６月に行った学長
と全代会構成員との茶話会において話
題に上ったのがきっかけで、筑波大学生が直接、永田学長や副
学長の方々に意見や要望を訴えかけられる機会を作ろうという
のが目的です。翌月７月に第1回を開催し、多数の学生が学長
や副学長と直接意見交換を行うことができました。さらに学生
側、大学側からの好評を受け、今年１月には第2回を開催する
こともできました。他にも文字数の関係で割愛させていただき
ますが、「入試制度変更にかかる新たなクラス制度の形態模
索」「全代会業務の見直し及び圧縮」「全代会の納会企画」な
ど、紹介したい有意義な活動はたくさんありました。
　我々全代会の役割は、筑波大学生一人ひとりの学生生活をよ
り良くしていくこと。実は昨年度に引き続き、私は２期連続の
代表として今年度も活動を進めてきました。形式や制度にとら
われずに全代会の本質を追求しつつ、２期目だからこその知識
やつながりを利用し、学生生活の質向上のため1年間活動して
まいりました。２年間議長を務めたからこそ、これらを進めて
いけたことも事実です。この２年間の賜物を後世に引き継ぎ、
より意味のある組織にしていってほしいと願っております。

全学学類・専門学群代表者会議

筑波大学ジャズ楽団が芸サ連に準加盟
　2018年より筑波大学ジャズ楽団が芸術系サークル連合会に準加
盟団体として所属した。当団体は2015年10月に一般学生団体として、

「ビッグバンドジャズを通じて音楽の喜びを追求するとともに、大規模
なエンターテインメントを研究していく」ことを目標に掲げて発足し、そ
れまでの半年間はBIGBAND PROJECTというつくばアクションプロ
ジェクト（T-ACT）団体として活動していた。
　現在の活動人数は36人で、男女比は半々程度。学群１年生から大
学院生まで幅広く所属している。
　毎年３月頃に行うリサイタルを目標としながら、毎週月・木・土曜日
の練習と不定期の依頼演奏を中心に活動している。今年度も20弱の
イベント等で演奏しており、活動範囲も県外へ広がった。

うT-ACT団体として活動していました。
　２年余りのサークル活動期間の中で、メンバーが増えてきて団体
としての運営も安定してきました。しかしその中で新たな問題も出
てきており、私たちは音楽活動を快適に行うことのできる環境が必
要であると考え、芸術系サークル連合会への加盟に至りました。私
たちのバンド名にある”Neopolis”というのは”新都市”を示していま
す。これは新都市であるつくば市を中心に活動していく中でつくば
市を盛り上げていき、皆様に応援していただけるような地域に根ざ
したバンドとなることへの思いが込められています。
　現在は平成29年度の集大成として３月10日に行われる第２回
リサイタルへ向けて日々練習をしていますが、これは次の1年への
第一歩でもあり、その後もずっと続
いていく私たちの活動のためには
紫峰会基金や沢山の方々によるご
支援・ご協力が不可欠であると思
います。まだサークルとして未熟な
点も多々あるかと思いますが、私た
ち筑波大学ジャズ楽団Neopolis 
BIGBANDへの多大なるお力添え
の程、よろしくお願いいたします。

（寄稿／ジャズ楽団バンドマスター
　石川廉・社工３年）

　初めまして。私たち筑波大学ジャズ楽団は筑波大学唯一のビッグ
バンドサークルで、Neopolis BIGBANDという名前でつくば市を
はじめ茨城県内を中心に活動しています。サークルとして発足した
のは2015年10月のことで、それまではBIGBAND PROJECTとい バンドマスター

共用棟から見た平砂宿舎の風景

追越宿舎から平砂宿舎に向かう通り

　平砂宿舎は、体育・芸術エリアのすぐ南に位置しています。平砂共用
棟には大浴場や食堂などの施設が備えてあり、学生は気軽に利用するこ
とができます。また、５月には宿舎祭（通称「やどかり祭」）が平砂を
会場として催されるため、当日は多くの人で賑わうことになります。

　追越宿舎は平砂宿舎を南に行った先に位置してお
り、医学エリアへのアクセスに都合がよいです。その
ため医療系の学生が多く入居している印象が強いで
す。共用棟の中には美容室や電気店がある。宿舎群に
囲まれた、ベンチの置いてある広場もあり、のどかな
空気を楽しむことができそうです。

　筑波大学は数ある大学の中でも広大なキャンパスを持つ国立大学で
す。多くの筑波大生は自転車やバスで講義棟を移動しています。ここで
は、多くの新入生が入居する宿舎や、自転車で移動する際に注意したい
キャンパス内のポイントを紹介します。

春日宿舎

一学～大学会館の合流地点

体芸エリアの通路
　春日宿舎は春日エリアの講義棟のすぐそばにあり、
主に春日エリアに通う学生や医学群の学生に利用され
ています。つくば駅に近いので、買い物しやすく交通
の便がいい宿舎だと言えるでしょう。

　体育・芸術エリアでは、通路の一部に駐輪場が設置
されています。その部分は道幅が狭くなっているた
め、大勢の学生が移動する授業間などは混雑しやすい
です。

一の矢学生宿舎共用棟

　一の矢宿舎の周りは豊かな自然に囲まれています。近くに
は兵太郎池や植物見本園があり、自然が好きな学生には適し
た立地です。共用棟には管理事務室の他、理容室や電機屋、
売店があります。一の矢宿舎は居住棟の数が他の宿舎よりも
多く、筑波大学の全宿舎居住棟の半分が一の矢学生宿舎にあ
ります。また、世帯用の棟や二人部屋などもあります。

　第二エリア、第三エリアの一部の地面はレンガにな
っており、雨天時は大変滑りやすくなっているため歩
行者も自転車も注意が必要です。

第二・三エリアの地面

広 い 筑 波 大 学
　第一エリアと大学会館エリアとの間にある合流地
点。授業間の移動の際は特に混雑するため、反対側か
ら向かってくる自転車に注意する必要があります。

　大学会館前には大きな坂が存在し、教室移動時など
は多くの自転車が狭い道を走っています。人が多い時
間帯は特に対向車や歩行者に注意を払って移動するこ
とが大事です。
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ダンス部
　筑波大学ダンス部は現在19名部員がおり、体育専門学群の
みならず、様々な分野で学んでいる学生が集まって活動してい
ます。今年度は、８月の第30回全日本高校・大学ダンスフェ
スティバル(神戸)において神戸市長賞を受賞し、さらに９月の
アーティスティック・ムーブメント・イン・トヤマ2017にお
いて特別賞及び北日本新聞社賞を受賞しました。これも先生方
をはじめ、先輩方や保護者の方々の支えがあったからこそ成し
遂げることができたと思っております。
　３月17日(土)には第55回になる自主公演を開催致します。
今年度の活動を締めくくる一大行事となるので、必ず成功させ
るよう尽力して参ります。

　（寄稿／ダンス部主務　鈴木亮祐・知識３年）

剣道同好会
　筑波大学剣道同好会は本大学の前身である東京教育大学の頃
より存在する、長い歴史を誇る団体です。本団体の目的は、剣道の
稽古を通して心身を錬磨するとともに、それを通じた会員同士の親
睦を深めることです。
　平常時は週３回の通常稽古に取り組んでいる他、冬期には早朝
からの寒稽古を、夏季・春季の長期休暇期間には午前から午後に
及ぶ集中稽古や数日をかけての合宿を行っています。私たちはこれ
らの稽古に取り組む中で各々の改善すべき課題を見つけ互いに教
え合い、時には大会にも臨んでいます。
　また、より親睦を深めるために全員で楽しめるイベントの企画や、
時折スキー等のような娯楽に出掛けるといったことも行っています。
この性質上、趣味としての剣道を望む人々が多く所属する傾向があ
り、個性豊かな人々が混ざり合った賑やかな団体です。

（寄稿／剣道同好会主務　東谷一熙・資源３年）

第 30回全日本高校・大学ダンスフェスティバル (神戸 ) 2017 年度　夏合宿にて

医学アイスホッケー部
　医学アイスホッケー部は現在プレイヤー22名マネージャー24
名の総勢46名で活動しており、主に火曜木曜の週２回、氷上練習
をしています。それに加え全学アイスホッケー部や他大学の練習に
参加したり、陸上でのトレーニングやウエイトトレーニングなどを行
い、日々チーム力向上に向け活動しています。また、練習のビデオや
試合のビデオをマネージャーが撮影しており、プレイヤーはいつで
も自分のプレーを確認し反省することができ、これもチームとしての
成長につながっています。2017年は関東医歯薬科大会、全日本医
師薬科大会では優勝を収めることができましたが、最大の目標であ
る東日本医科学生総合体育大会（以下、東医体）連覇は果たすこと
ができず、悔しくも４位という結果に終わりました。2017年は再び
東医体優勝をはじめその他の大会でも優勝できるようこれからも
部員一同頑張っていきたいと思います。

（寄稿／医学アイスホッケー部代表　松本広成・医学４年 ）

医学バスケットボール部
　私たち医学バスケットボール部は、現在39名で活動しています。
練習は週３回、主に第２体育館にて行っています。分解練習・ゲーム
練習の中で部員同士で積極的にコミュニケーションを取り合うこと
を日々意識しています。また、近年はマネージャーの人数も増え、良
い雰囲気で練習を行っています。出場する主な大会として、春・秋の
医学系の大会、冬に行われるつくばカップ、そして夏の東日本医科
学生総合体育大会（以下、東医体）があります。この中でも、東医体
は最も規模が大きく、東医体ベスト４を目指して今年度も練習して
います。今年度の春大会では１回戦敗退、東医体ではベスト８とい
う悔しい結果でした。しかしここで立ち止まらず、秋以降も再び東医
体ベスト４という目標を掲げて、日々努力しています。

（寄稿／医学バスケットボール部　高橋尚揮・医学３年）

東医体の試合の様子 2017年秋季関東医科学生大会での集合写真

アメリカン・フットボール部
　私たちアメリカン・フットボール部は、関東学生アメリカン・フット
ボールリーグ１部昇格を目標に日々活動しています。昨年は、株式
会社ドームとの提携など様々な良い変化があり、最先端のアメリカ
ンフットボールの知識と技術、また、安全対策などを取り入れること
ができました。現在はトレーニングの時期でフィジカルの強化に力
を入れています。ウェイトのマックス値などは年々上がっており、そ
れに伴って結果も残せるようになってきました。昨年の結果は２部
リーグ３位と、近年で最も良い成績を残すことができました。
　たくさんの方々に支えられ、追い風が吹いている今年こそは１部
昇格を果たすべく、今までの取り組みを見直し、良いところは伸ば
し、悪いところは改善して行きたいと思います。今年も応援よろしく
お願い致します。

（寄稿／アメリカン・フットボール部主務　熊澤拓喜・社会４年）

関東リーグ秋季リーグ第 6戦の武蔵大学戦でボールをキャリーするRB( ランニングバック )

女子サッカー部
　女子サッカー部は、現在１～３年生の16名で活動していま
す。一時期は体育専門学群の学生がほとんどを占めていました
が、現在は体育専門学群以外の学生も多く所属し、人数は少な
いながらも活気のある部活です。むしろ人数が少ないからこそ
一人ひとりとのコミュニケーションが多く、先輩後輩関係なく
誰とでも仲が良いです。
　昨シーズンは参加している関東大学リーグ、関東リーグとも
に降格してしまい、今シーズンは２部でリーグ戦がスタートし
ます。
　決して簡単な試合はないと思いますが、苦しくてもサッカー
を楽しむ気持ちや、応援してくださっている方々や支えてくだ
さっている方々への感謝を忘れることなく、選手とスタッフが
一丸となって１部昇格という目標に向かって精一杯戦います。

（寄稿／女子サッカー部主務　轟晴奈・体専３年）

2017 関東リーグ

体育会活動紹介 ～体育会をもっと知りたい～

全学学類・専門学群代表者会議活動紹介 ～全代会をもっと知りたい～1年間を振り返って

懇談会の風景発言する玉川副学長

　今年度の副学長等と全代会構成員との懇談会（以下、副学懇）
は、12月６日に行われました。副学懇を一言で説明すると、「学生
と教員の意思疎通の場、大学の意思形成過程における学生の意
向反映の場」です。これは毎年末に行われ、全学レベルでの学生
の要望を共有する大切な会と位置付けております。
　さて、今回われわれ全代会から提出した議題は「全代会の制度
疲労の改善」というものです。今年度で42年目を迎える全代会に
一部制度疲労を感じ、今後の運営を効率化、負担軽減化していく
ために提案しました。具体的に説明すると、現状全代会では、会
議における構成員の出席率の低下、学内での存在意義の不明瞭
化などの問題を抱えております。原因として考えられるのが、全
代会構成員自体が、全代会で自ら活動することを負担に思い、メ
リットを感じられなくなっているのではないかということ。大学や
学生全体には寄与できても、全代会で活動する個々人にとって直
接得られる恩恵が少ないのではないかということです。活動にあ
る程度の時間を要するため、アルバイトや部活動・サークルに注
力できない構成員もいます。また、一部の業務で形骸化が発生し、
本来やるべき業務ができずにモチベーションを失っている構成員

もいます。これらを踏まえ、まずは全代会構成員にとって活動する
意味のある組織にしたいというのが想いです。
　提案の内容は、大学運営支援や役割を超えた業務の削減、下
部組織である学園祭実行委員会（以下、学実委）やスポーツ・デー
学生委員会との関係の改善などを大学側と協議しました。その上
で現在は、学実委の制度変更や学類毎の新入生歓迎活動への支
援変更、一部大学運営支援の削減などを行い、より効率良く全代
会の本質である「学生目線から学生の生活環境、教育環境を討議
し、大学側に提出する」活動を行える体制を整えております。また、
全代会構成員のモチベーションが保てるよう、納会の開催も企画
しております。
　今回の副学懇では、全代会の制度疲労を解消し、全代会構成
員自体が積極的に活動を頑張ろうと思えるような組織を作るため
の第一歩を踏み出せたと考えております。言葉だけの「やりがい」
ではなく、構成員自身にとって真に意味を見出せる組織になって
いってほしいと願うばかりです。
（寄稿／全学学類・専門学群代表者会議議長

　鈴見祐悟・物理３年）

副学長等と全代会構成員との懇談会

[委員会紹介]
・活動目的
　調査委員会は、学内における諸問題を各学生組織や個人から吸
い上げ、教育環境委員会、生活環境委員会、全代会座長団と連携し
て解決するためにアンケート等でデータを調査、収集する活動をし
ています。
・活動頻度
　毎週火曜日の18時30分からミーティングを行っています。
[活動紹介]
・今年度までの活動
　昨年度までの調査委員会は、人数不足や調査方法の不確立に
よる調査内容の偏りが課題となっていました。そこで今年度は、平
常通り学内の問題の発見及び調査の活動をしつつ、学生全体から
意見を吸い上げられるような機構作りを並行して行いました。また、
人数不足の解決策として、試験的に教育環境委員会・生活環境委
員会と合同でミーティングやアンケート集計を行いました。
　平常の活動では、
　・第二エリアのチャイム鳴動時刻のズレについて
　・学類ラウンジのロッカーについて
　・講義の履修条件、出席評価について
　・学内冷房の運転期間について
　・一部の学類の無料印刷枚数の減少について

　・クラス制度、Web掲示板の効果について
　・クラス代表者会議、全代会の認知度について
　・春日エリアの放置自転車について
　・学生生活課の認知度について
の調査を、アンケート調査や実地調査などにより３委員会合同で
行いました。その結果改善すべきであると判明した問題に関しては、
学生生活課への交渉などにより解決しています。
　また意見吸い上げの機構作りの活動では、全ての学生が調査
委員会へ直接意見を送るフォームの整備をしています。今年度中
にQRコードつきポスターの設置、広報委員会と連携して全代会
Twitterアカウントでの告知などを行う予定です。
・来年度の目標
　来年度は意見収集、調査の仕組みを安定させ、学内の問題解決
に集中できるようにすることを目標とします。
　今年度行った教育環境委員会・生活環境委員会と合同での活動
は、結局活動が各委員会のものに分離してしまったことから来年度
は行わない予定です。代わりに１年生を多数迎え入れ、各委員会が
独立して活動できる規模になるよう努めてまいります。また座長団
との連携もあまり取れていなかったため、難しい問題は意見聴取会
や本会議で取り扱えるような形にしていきたいと考えています。

（寄稿／全学学類･専門学群代表者会議調査委員会委員
相川さくら・創成１年）

調査委員会

芸術系サークル連合会活動紹介 ～芸サ連をもっと知りたい～

筑波文学の会
　筑波文学の会は週に一度、自作の小説や詩を持ち寄り互いに批
評し合う合評を活動の基本とし、その集大成として年に2回、機関
誌「筑波文学」を発行しています。合評においてはただ作品を評
価するのみに留まらないよう、その作品に足りないものはなにか、
余計な部分はないか、など次の創作をより良いものにしようとい
う観点で議論を行っています。また、冊子の発行に当たっても、作
品の合評・改稿、選考会による掲載作の選定、細かい文章表現を
修正する編集会などを行い、質の向上を目指しています。その甲斐
あり、会員数は少ないながらも一定の質を保った冊子を発行でき
ているものと自負しております。もちろん、それなり程度で満足せ
ずに、よりよいものを、と求めなければなりませんが。
　文学の会内部の活動だけでなく、大学内、大学外の交流にも手
を広げています。大学内で、昨年度は漫画研究会さんと、今年度
は図画団さんと、それぞれの持ち寄った絵を題材に小説を、小説
を題材に絵を、という形で合作企画を行い冊子の発行や学園祭
における展示を行いました。また大学外へのアプローチとして、文
学フリマ（文学を自称する同人誌の即売会）への出展も行いまし
た。文学を志す人口の減少に伴い、少数精鋭とならざるをえなか
った筑波文学にとり、サークル外部の方々との交流が、会員それ
ぞれの文学観や創作の種類を問わない芸術観を広げる場として、
また筑波文学の読者を増やす場として機能すればと望んでおりま
す。

（寄稿／筑波文学の会　岡田岳陽・地球３年）

歌留多部
　歌留多部は、文化系サークル館和室で週３日活動していま
す。部員は50人弱で、高校生の時からかるたをしている人も
いますが、多くは大学でかるたを始めた初心者です。
　私たちの目標は、毎年８月に行われる大学選手権と３月に行
われる職域学生かるた大会という団体戦で上位に進出、そして
優勝することです。そのため、大会前は合宿や集中練習をし
て、精神・技術の強化を図ります。また、個人戦は全国各地で
行われており、昇級・昇段を目指して多くの部員が遠征をして
います。そして何より、一番大切なのはかるたを楽しむことで
あり、練習の合間に笑顔が飛び交う雰囲気を大切に、これから
も部員一同活動していきたいと思います。

（寄稿／歌留多部会長　姫氏原慎也・社工２年）

大会での競技の様子

つくば鳥人間の会
　つくば鳥人間の会（通称TBW）は、毎年夏に琵琶湖で開催
される「鳥人間コンテスト」でお馴染みの人力飛行機を製作し
ています。人間ひとりを飛ばすための機体には軽量かつ丈夫な
カーボン素材が使われており、全長30mでありながらその重
量はたったの35kg。総工費200万円にものぼる、社会人も顔
負けの一大プロジェクトです。人の命を飛ばすという重圧は勿
論ありますが、１年かけて仲間と協力しながら作り上げた機体
が飛ぶ瞬間は何物にも代えがたい大切な経験になります。今年
も来たる鳥人間コンテストに向けて機体製作中です。会員一同
懸命に作業に励んでおりますので、今後とも保護者の皆様の応
援をよろしくお願い致します。

（寄稿／つくば鳥人間の会代表　真下広輝・工シス２年）

飛び立つ前の様子

ミュージカル集団ESSASSA
　ミュージカルのサークルというと珍しがられることも多いですが、
私たちミュージカル集団ESSASSAは現在約60名で活動していま
す。
　年に２、３回行う公演では、既存のミュージカル作品を上演する
こともあれば、団員が脚本を書いたオリジナル作品を上演するこ
ともあります。公演に出演するキャストは約３ヶ月間、毎日のように
練習を重ねて本番を迎えます。また、舞台監督・舞台美術・照明・
音響・衣装メイク・小道具などなど、一言にミュージカルといっても
様々な種類のスタッフの力で成り立っています。サークルの魅力は
それぞれが自分の得意な事・好きな事を活かして舞台を作ることが
できることだと思っています。

（寄稿／ミュージカル集団ESSASSA 11期座長
関尾湖富・心理３年）

2017 年秋公演キャスト・スタッフ

劇団筑波小劇場
　劇団筑波小劇場、通称：筑小（つくしょう）は、個性豊かな団員か
らなる筑波大の演劇サークルです。新歓公演や学園祭での学祭公
演など年に４回の学内公演のほかに、その年々で夏公演や冬公演
を行っています。活動内容は幅広く、役者や演出はもちろん、照明・
音響などの裏方役職や、制作や舞台監督といった事務的な役職な
ど、一つの舞台を作るために必要な役職すべてを団員で担っていま
す。お芝居のジャンルもコメディから抽象劇まで幅広く行います。学
生の方や、学内まで足を運んでくださった方々にお楽しみいただけ
るよう、日々練習と準備をしています。機会がありましたらぜひご観
劇ください。

（寄稿／劇団筑波小劇場座長　南沢季実香・生物２年）

新人公演の合間に撮影した劇団員たち

Neopolice

ピアノ愛好会
　筑波大学ピアノ愛好会です。当愛好会では、ピアノの練習だけでな
く、内輪コンサートやミーティングなどの定期的な活動や、コンサー
トの開催等を行っております。ピアノというと専らクラシック系の音
楽を演奏しているイメージが強いかもしれませんが、当愛好会では
ジャズやアニソン等、様々なジャンルの音楽や、連弾などに挑戦する
会員も多く、「ピアノ」というひとつの楽器を通して様々な音楽に触
れることができます。１月20日にはつくばカピオのホールにてNew 
Yearコンサートが行われ、多くの愛好会員が出演し、ピアノの演奏
を披露いたしました。また、上記以外にもサマーコンサート、学園祭
コンサートなどを定期的に開催しており、毎度多くのお客様にご来
場いただいております。コンサートの開催情報や日々の活動につい
て、詳細はピアノ愛好会のWebページをご覧ください。

(寄稿／ピアノ愛好会会長　橋拓海・物理２年)

コンサートでのピアノ演奏の様子

ジャグリングサークルSheep
　ジャグリングサークルSheepは、ジャグリングのパフォーマンス
やバルーンアートの作成等を行っています。普段の活動では、実に
多種多様なジャグリングの道具から各々好きなものを選んで練習
しています。春と夏に合宿も行なっており、好きなだけ練習ができ
る上、メンバー同士の友好も深められる良い機会となっています。
　また、外部からの依頼や春期の公演、まつりつくばや学園祭に
てパフォーマンスを披露したり、バルーンの販売・配布をさせても
らっています。
　ジャグリングは個人競技になりがちですが、不思議とメンバー
の仲は良く、互いにいい具合に影響し合えていると思います。きっ
と素敵なものをお見せできると思いますので、機会があれば是非
Sheepのパフォーマンスをご覧ください！
（寄稿／ジャグリングサークルSheep代表　日高達貴・生物２年）

学園祭にて大道芸をしているワンシーン

文化系サークル連合会活動紹介 ～文サ連をもっと知りたい～
CLOVER～難民と共に歩むユース団体～

　私たちCLOVER～難民と共に歩むユース団体～は、東日本入国
管理センターの被収容者の方々に寄り添うことを理念に掲げ、活動
しています。東日本入国管理センターは、難民申請の不受理など、
様々な理由で日本での滞在ビザが得られなかった方々が収容され
る、牛久市にある施設です。私たちは普段、その被収容者の方々の
ために、施設への面会活動やグリーティングカード、日本語学習教
材などの差し入れを行っています。また日々の活動と並行して、入国
管理センターの問題も含めた難民問題の啓発のために、イベントも
開催しています。その一環として、2017年の12月には、「なんみんフ
ェスティバル」を開催しました。
　なんみんフェスティバルの目的は、来場者の方に五感を使って難
民に関する問題・知識に触れてもらい、私たちが取り組む問題をよ
り身近に感じてもらうこと、そして自分なりの気づきを得てもらうこ
とでした。当日は、難民問題・入管の問題について各CLOVERメン
バーが様々な角度から取り組んだ展示や、難民支援協会の方など
ゲストを迎えてのトークショーを行い、来場者の方とメンバーがよ
り深くディスカッションできる場も設けました。来場者の方は、展示
やディスカッションを思い思いに楽しみ、難民問題・入管の問題をよ
り身近なものとして感じていただけたようでした。またメンバー自身
も、展示の制作やトークショーを通して新たな知見を得ることがで
きたようで、とても実りの多いイベントとなりました。

（寄稿／CLOVER～難民と共に歩むユース団体～
代表　柳沼茜音・心理２年）

第42期 運営委員長
古山 幹人（人文社会学群人文学類３年）

　12月31日の任期最終日に近づくにつれ
だんだんと任期最後となる定例の仕事が
増え、冬の寒さとともに少しの寂しさも感じ
ることが増えてきました。この運営委員長と
いう立場となってから1年が経ちますが、思
えばこの1年間はまさしくあっという間とい
うよりほかありませんでした。
　なんやかやで運営委員長となってからは文化系サークル連合会
の所属団体やその他諸団体にとっての益を常々考え行動するよう
にしてきたつもりでしたが、1年という期間は私のような愚才をもっ
てしては事を起こすにはあまりにも短く、諸団体のためには全くと言
ってよいほど何も為せなかったと思うばかりです。
　しかしその中でも文化系サークル連合会内の他の運営委員や学
生生活課の方々、その他大学職員の方々にも大いに助けられ、何と
か任期の最終盤、次の代に引継ぎを行うところまでやってくること
が出来ました。これらの方々をはじめとして私を支えていただいた
方々には感謝の念しかありません。
　さて、もう2018年からは次の第43期の運営委員の方々が文化
系サークル連合会の運営委員を担っていくこととなります。いくらサ
ークルの連合会といってもその運営を担っていくのは一人ひとりの
運営委員であります。次の代の運営委員らの手によって2018年も
文化系サークル連合会が更なる発展を遂げることを願って、最後の
あいさつとさせていただきます。1年間ありがとうございました。

文化系サークル連合会

第41代 委員長
久田 陽介（体育専門学群４年）

　一昨年、結成40周年を迎えた筑波大学
体育会は、次なる大きな節目である50周
年に向けて歩み出しました。そこで第41代
では、体育会のより一層の発展のためにも、

「支え合い」というスローガンを掲げ、体育
会構成員、団体の代表者、執行委員会、そ
して筑波大学体育会に関わる全ての人が協力する体制づくりを今
一度目指しました。
　本年度も多くの団体や個人が輝かしい成績を収めました。また成績
だけでなく、同じ時、同じ場所に集まった仲間たちとひとつの目標に向
かって切磋琢磨し、力を合わせた経験は、私たちを大きく成長させ、今
後の人生に欠かせない記憶となりました。このような素晴らしい体育
会活動は、主務や会計等のマネジメントの役割を担う学生の「支え」の
上に成り立っています。選手たちの血の滲むような努力はもちろん、そ
の裏で必死に支える彼らの苦闘にも同等の賞賛を送るべきだと思いま
す。これは、同好会の役員も同様です。この場を借りて、共に体育会を運
営した皆さんへ「お疲れ様でした」という言葉を送りたいと思います。
　さて今日の日本では、東京オリンピック・パラリンピックの開幕が
刻一刻と迫る中、大学スポーツの産業化に着手しました。しかし、今
後大学スポーツを取り巻く環境がどのように変化したとしても、主
役は私たち学生です。是非これまでの体育会活動の魅力を見失わ
ずに、今後益々発展してゆくことを祈っております。１年間、本当にあ
りがとうございました。

体育会

第41期 運営委員長
金子 真太朗（人間学群教育学類３年）

　芸術系サークル連合会（以下、芸サ
連）とは、芸術系の学生団体からなる
学生組織です。加盟団体の運営支援を
主に行っており、各加盟団体から1名ず
つ選出された運営委員によって芸サ連
は運営されています。
　去年の今ごろ、「芸サ連は組織として崩壊している」との先
代の言葉から、我々の任期が始まりました。約40年前、活動
に恩恵を得るために団体が連合し、団体の相互扶助による歴史
をもつ芸サ連は、運営委員が目的意識もないままに、まるで犠
牲者のように淡々と仕事をする組織へと変わり果てていまし
た。先代の40期がこういった組織の体質を問題視して懸命に
取り組んできたものを、我々41期も引き継いできたつもりで
す。
　そして、42期運営委員会も発足しました。新執行部の８名
は責任感も強く、1年間、芸サ連を牽引していってくれると思
います。また、芸サ連全体をみても、その雰囲気は年々良いも
のへ変わっていると感じます。彼（彼女）らが、また、それを
引き継ぐ後輩たちが、力強く自由を保持し続けていくことを願
っています。
　変化する芸サ連と、活躍する各団体に、今後ともご期待くだ
さい。

芸術系サークル連合会

平成29年度 議長
鈴見 祐悟（理工学群物理学類３年）

　今年度の全代会は、昨年度作り上げ
たノウハウを活用し、これまでに無い
企画や活動を行いました。例えば「学
長・副学長と筑波大学生との懇談会」
の開催。これは昨年６月に行った学長
と全代会構成員との茶話会において話
題に上ったのがきっかけで、筑波大学生が直接、永田学長や副
学長の方々に意見や要望を訴えかけられる機会を作ろうという
のが目的です。翌月７月に第1回を開催し、多数の学生が学長
や副学長と直接意見交換を行うことができました。さらに学生
側、大学側からの好評を受け、今年１月には第2回を開催する
こともできました。他にも文字数の関係で割愛させていただき
ますが、「入試制度変更にかかる新たなクラス制度の形態模
索」「全代会業務の見直し及び圧縮」「全代会の納会企画」な
ど、紹介したい有意義な活動はたくさんありました。
　我々全代会の役割は、筑波大学生一人ひとりの学生生活をよ
り良くしていくこと。実は昨年度に引き続き、私は２期連続の
代表として今年度も活動を進めてきました。形式や制度にとら
われずに全代会の本質を追求しつつ、２期目だからこその知識
やつながりを利用し、学生生活の質向上のため1年間活動して
まいりました。２年間議長を務めたからこそ、これらを進めて
いけたことも事実です。この２年間の賜物を後世に引き継ぎ、
より意味のある組織にしていってほしいと願っております。

全学学類・専門学群代表者会議

筑波大学ジャズ楽団が芸サ連に準加盟
　2018年より筑波大学ジャズ楽団が芸術系サークル連合会に準加
盟団体として所属した。当団体は2015年10月に一般学生団体として、

「ビッグバンドジャズを通じて音楽の喜びを追求するとともに、大規模
なエンターテインメントを研究していく」ことを目標に掲げて発足し、そ
れまでの半年間はBIGBAND PROJECTというつくばアクションプロ
ジェクト（T-ACT）団体として活動していた。
　現在の活動人数は36人で、男女比は半々程度。学群１年生から大
学院生まで幅広く所属している。
　毎年３月頃に行うリサイタルを目標としながら、毎週月・木・土曜日
の練習と不定期の依頼演奏を中心に活動している。今年度も20弱の
イベント等で演奏しており、活動範囲も県外へ広がった。

うT-ACT団体として活動していました。
　２年余りのサークル活動期間の中で、メンバーが増えてきて団体
としての運営も安定してきました。しかしその中で新たな問題も出
てきており、私たちは音楽活動を快適に行うことのできる環境が必
要であると考え、芸術系サークル連合会への加盟に至りました。私
たちのバンド名にある”Neopolis”というのは”新都市”を示していま
す。これは新都市であるつくば市を中心に活動していく中でつくば
市を盛り上げていき、皆様に応援していただけるような地域に根ざ
したバンドとなることへの思いが込められています。
　現在は平成29年度の集大成として３月10日に行われる第２回
リサイタルへ向けて日々練習をしていますが、これは次の1年への
第一歩でもあり、その後もずっと続
いていく私たちの活動のためには
紫峰会基金や沢山の方々によるご
支援・ご協力が不可欠であると思
います。まだサークルとして未熟な
点も多々あるかと思いますが、私た
ち筑波大学ジャズ楽団Neopolis 
BIGBANDへの多大なるお力添え
の程、よろしくお願いいたします。

（寄稿／ジャズ楽団バンドマスター
　石川廉・社工３年）

　初めまして。私たち筑波大学ジャズ楽団は筑波大学唯一のビッグ
バンドサークルで、Neopolis BIGBANDという名前でつくば市を
はじめ茨城県内を中心に活動しています。サークルとして発足した
のは2015年10月のことで、それまではBIGBAND PROJECTとい バンドマスター

共用棟から見た平砂宿舎の風景

追越宿舎から平砂宿舎に向かう通り

　平砂宿舎は、体育・芸術エリアのすぐ南に位置しています。平砂共用
棟には大浴場や食堂などの施設が備えてあり、学生は気軽に利用するこ
とができます。また、５月には宿舎祭（通称「やどかり祭」）が平砂を
会場として催されるため、当日は多くの人で賑わうことになります。

　追越宿舎は平砂宿舎を南に行った先に位置してお
り、医学エリアへのアクセスに都合がよいです。その
ため医療系の学生が多く入居している印象が強いで
す。共用棟の中には美容室や電気店がある。宿舎群に
囲まれた、ベンチの置いてある広場もあり、のどかな
空気を楽しむことができそうです。

　筑波大学は数ある大学の中でも広大なキャンパスを持つ国立大学で
す。多くの筑波大生は自転車やバスで講義棟を移動しています。ここで
は、多くの新入生が入居する宿舎や、自転車で移動する際に注意したい
キャンパス内のポイントを紹介します。

春日宿舎

一学～大学会館の合流地点

体芸エリアの通路
　春日宿舎は春日エリアの講義棟のすぐそばにあり、
主に春日エリアに通う学生や医学群の学生に利用され
ています。つくば駅に近いので、買い物しやすく交通
の便がいい宿舎だと言えるでしょう。

　体育・芸術エリアでは、通路の一部に駐輪場が設置
されています。その部分は道幅が狭くなっているた
め、大勢の学生が移動する授業間などは混雑しやすい
です。

一の矢学生宿舎共用棟

　一の矢宿舎の周りは豊かな自然に囲まれています。近くに
は兵太郎池や植物見本園があり、自然が好きな学生には適し
た立地です。共用棟には管理事務室の他、理容室や電機屋、
売店があります。一の矢宿舎は居住棟の数が他の宿舎よりも
多く、筑波大学の全宿舎居住棟の半分が一の矢学生宿舎にあ
ります。また、世帯用の棟や二人部屋などもあります。

　第二エリア、第三エリアの一部の地面はレンガにな
っており、雨天時は大変滑りやすくなっているため歩
行者も自転車も注意が必要です。

第二・三エリアの地面

広 い 筑 波 大 学
　第一エリアと大学会館エリアとの間にある合流地
点。授業間の移動の際は特に混雑するため、反対側か
ら向かってくる自転車に注意する必要があります。

　大学会館前には大きな坂が存在し、教室移動時など
は多くの自転車が狭い道を走っています。人が多い時
間帯は特に対向車や歩行者に注意を払って移動するこ
とが大事です。

+宿舎
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